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近 化 哉の 特色は、 交戰國 相互の 物 ふ： 曲 殺の 總力戰 にある のであつて •武力 戰の强 
弱の みでは •戰の 勝敗は み 廿られ ない。 殊にが 密戰の 倭 劣 如何が 戰の歸 斑に 重要な 
る 因 素を なして 居ろ をは •第一み 歐渊 大戰に 於け る獨 逸の 敗因に 徵 しても •明かで 
ある。 招密 戰の攻 おは •一部ぎ 門 家の 擔當 すると ころで あるが， 之れ が 守備は •を 
围 巧の 責じ 於て おさなければ ならぬ。 今や •此の 目 じ 見えざる が密 戰の對 a なお 
が •日に 增し > 巧妙 執が じなりつ/ある。 銃後 閣 民は-一刻も早く •之に 對應 する 
ふの 備へ をが々 •不敗の 態勢を •急がな けれは ならぬ。 

この 篇巧じ 於て •本書の 出現を 喜ぶ と共に、 著 まの 勞を 多と すろ ものである。 

昭か十 セ 年 十二ち I 

伊場 信 一. 



大御 棲が の もと •皇軍の 巧戰連 おの 賜に 因り 未曾有の 戰果 を舉げ 中外 じ 威武を 宣 
場し ました。 

かくて •武力 不敗は 最早 や 不動の ものと なりました。 然リ とは 申 甘な が 唯一の 武 
おと 恃む 「目 じみえざる 載」 じは 未だ 勝つ ては 居り ま廿ん 、而も 敵は" 隙 だに あら 
ば 一 其 得手の 蹟 術を 浴びせん とお 視化 々たる ものが あります。 

戰捷の 現 實に醉 はず •巧らず* 國民の 一人 1 人が 日本 精神の 錢を裝 ひ* 思想 維新 
の 世紀へ 無言の 銃を 採らねば ならない のです。 

拙 編は 自 かの 散讀 手記ょり 抽出した る ものを 補正した る 集約 記で ず。 

表現の 構想は 棒 害を 排し 問答 態とし 專ら .「形而上 戰」 なる ものの 槪 念の 簡約に 努 
めました •がて 用語の 適否-; 配列の 順 •不順は 敢 へて 問題と 甘ざる るの みならず 設 
篇 のか 類 等の 當 否に 關 しても 深いが 討を かへ ませんで し じ。 
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かくして 脫 阿した ものであ^ まずので 內容の 杜撰なる はもと より 隨 所に 幅 鞠搔痒 
の 威 あるを 免れません •御 叱正を 乞 ふ 次第であります。 

尙拙 編の 集録に 當 つて 豫て 畏敬 措く 能は ざる 奥' か 情報 局み 長 閣下より 格別 御 懇情 
を 辱 ふ 致した る ことを 化榮 とすると 共に •拙 編に 對し巧 文を 賜は つた 伊場 滋賀 縣宮 
房 百 W 為大 おおか 睾》 き 殿に 對し 深甚の 謝意を 表します。 
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思想 戰を 如何に 解す る や •’ 

大 東亞 戰爭の 思想 的 意義 
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思想 謀略とは 何ぞや 
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■A 神な が 巧とは どんな もの か 
■▲ななお 谢 になは 如何なる 間隙を 巧 ふか 


巧 お 謀略の 實例 _ 


あお 謀略 じ對し 注意すべき こと 


前 歐洲戦 爭時ド ィブが 思想 戟じ敗 化した る 事由….、 

▲巧を 阐 側の がかる おがは 巧爭な 了と 同時に 中 巧した か 
▲思 あな 化の 急 化が となつ たのは 誰ゼ つを か. 

英米の 阔際 ホ義と 今次 峡 洲戰爭 とは 不可 みのもので ぁつたか- 
英米の 風 際 主義と 滿 洲事變 の關係 


▲巧 米 思 巧の アジア 浸 巧の 結 持 化な 背なる が 日 化 巧 


舊 秩序 思 おとは 何 か. 


▲英米 思想に ょつて どぅい ふ 人を 巧が つくられ たか 

▲舊 が 巧 お 巧は 未 ど 遵巧ナ るか 

▲巧々 白みの かに 宿を 巧 おおとは どんな t のか 

▲それでん 日本は 巧 治# 巧な ホ » ホ义 化を お化して 偉大に なつを のとは るふ か 
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〇 九 


亩二八 


▲日本の 文化のを n 方に おし 考 巧巧ネ はがと をへ るか 

乂衷 毕戰爭 にがけ こ 思 お 戳の肖 樽は 舊 思想のを 的を まか 

▲時 切 下 昏迷の おおとは？ 

▲大度® 巧爭の 日本の がは 怖は か 

ド ィ ブ のを體主義と日本精神：^^の關係…： 

▲ H 本は ドィツを 食 化する とい ふ考へ 方は 閒 建 ひか 

道と 敎 への 關係 

物む 一如とは ク 

化生 一如の 道とは 9 

死生 一如の 道を 外國 人は どぅ 見る か : 

▲巧 生 一 化を おつて 日本人から 巧 問し を 場合 巧 米 人は なんと 答へ るで あらぅ か 

ユダヤ 民族 小史と 思 あ 動向 

▲ユダヤ人 はか 巧なる 巧 巧の 民族 か 
▲ユダヤ人の 巧 巧脾は 何でを‘ るか 
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▲世 ホに がける ユダヤ人 のみ 布 化な 

▲日本には どの位の ユダヤ人 お居る か 

▲ユダ ヤ問话 が 巧 苗に 始めて おかされ をのは 何時頃 わ 

▲其 後の ながは ど 乡なク て 居る か 

▲ユダ ヤ問趙 •か 危段規 きれる 理由 

▲フリ I メ > ソンとは 巧 か 

▲今 ホ大 « にがて 巧 ホ 巧 巧 巧を 软 ゆる もの？ 

▲リンド バ I ク大佐 夫人の 叫びは ル I ズ ヴェル ト に* いを か 
▲ル I プ ヴェル トはュ ダ ャ人か 
▲ユダヤ ホ 寒と み洲 が お 苗 巧との 历巧 


よダヤ 人は 戰爭 にどん な 手を 巧つ か' 


中國 共を 黨は 如が じ 暗躍す るか- 


重 摩は 思想 的 じどん な變 化を 來 しつつ るる か； 

▲支那は ホへ 巧が 巧を がを 巧す る 日は 巧い か 
▲を おが 平 促 巧のを として 巧され て 居る もの tWg ： か 
▲ち 米の 巧 巧なる 敗 おに も おらず 巧 R 權 のれ 巧 ♦由 か 何 


§ ち ミ 
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南方 占領地の 思想 動向 • …： : 八 五 

▲が f 年に 貢って 巧 口た 巧 等 巧 思な の 匡正は 可能 か 
A 占な 化に がける お 住民は 皇 化に 巧 おなし 居る や ク 
▲思 巧 萬 專の夕 巧は なまれつ、 をる か 


▲民 巧 巧巧菁 海上の 巧 話 

英國は 滅亡す るか 空 

フランスは 何故 敗れた か ：：一 01 

とれからの 世界は どぅな ろか 一り 力 

防謀篇 ■ . 

防 課とは 何ぞや 一 S 

A 巧 部の 巧 巧 
▲巧 謀の 種な 

防讓 のま 要牲 二】 二 

聞 民 巧 課の 也 おへ 二 巧 
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が密戰 とは 何ぞや 一ニ ハ 

▲巧を 巧の 巧が - 

課 報じは 如何なる 手段を 用 ひる か 二八 


▲開 巧に まれ ぱ なが 人は 退去 ナ るから 薇 おは 杜紀ナ るので はない か 

f 

外闕 X バィ 網の 實相 、 

宣傳 戦術の 種類 並宣傳 方法 

▲デマ ホす に 因る 宮 がの 種々 巧 

最近 じ 於け る英剧 の對日 誤報 宣傳 謀略の 槪况 
■ 

第五列とは 何ぞや 

▲を 五 列の 誰 お 活動 

▲ストラツ トフ オ I ス •プラン 

第々 列とは 如何なる もの か 

敦間 謀の 日本人 觀 

▲日本 拐 民が 巧 巧に おし 比が 的 お M 必 だと 巧 ミる る 巧 曲 
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國瞭 電波 戰 のま 狀 如何 

近代 秘密 戰進國 は 何處か 

防 課 法規には どんな ものが あるか 

▲を 巧义 はが 巧を 化 何に した 巧を が堯 反と なる わ . 

言 論篇 ’ - 

言論 法規には 如何なる 種類の ものが あるか 

▲言論 法規の « 充强 化された る 巧 由 

如何なる 內容の 言論が 制限を をく るか 

如何なる 巧爲 がいけ ない のか 

目的の 有無に 化り 犯罪の 成 巧に 關係ゐ る 場合が ゐ るか… 
戰 時、 平時に 依って 犯罪の 成否に 關係 ある 場合が あるか 
言論 法規に 違反 ずれば 如何なる 刑 訊が 科 甘ら れ るか 


- ■ • — 一 ' ■ • 

巧 •ぶろ ぶ 杏 

ぶ 巧 立 一 ご 
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•形而上 戰 とは 何ぞや 

、お 而上戰 とは 所謂 「お 密戰」 の 代名詞で •武力な 外の 戰 術た る宣傳 > 讓 報、 謀略 
等 凡を 影な/ 〇戰 ひの 總稱 であつ て戰爭 目的 達成を 容易なら しめる 爲に行 はれる ので 
ある。 

形而上 戰の 目標と なる ものは 巧手 聞の 軍事 •外交 •政治 •思 お •文化 等 凡を 闽力 
判定の 基礎と なろ 阐家 資源のを々 野に 直つ て 居る ので ある。 

义其 時期 如何と いふに 戰爭 前後を 通じて 行 はれる ので ある •例へ ば 前歐洲 戰爭時 
ィ* キリスの 宣傳 謀略 戰が活 澄に 勘き 出した のは 戰爭が 終つた 年の つまり 徵爭の 最後 
の 半年 だけ だつ たと 傳 へられて い^。 

おで 上戰 はが も あか 戰の特 を 物では ない 我 固 じ 於て はが 困 時代の 頃 「猿 巧し」 と 
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か 「 W が」 とか 「偶が 誘が」 とか 「姓談 誘が」 とか 又 面白い のはな 田 信を などが 巧 
戰じ 使つ た 「間者の 撰 分を」 等 ありた るの か 古 來名將 は 戰爭に 臨んで ±氣 を 鼓舞し 
名々 を 正す 爲じ 同時 じ 敵の 戰 をを 化 喪提亂 する じ 努力した ことは 歷 あの 證 明す ると 
ころで ある •乍 併 お 而上戰 が 意 讚 的 じ 大規模 じ 近代 戰のお 態とし V 其 威力を 濃度 じ， 
お 揮す る じ 至つ たのは 前 欧洲 戟爭な 巧の ことで あると 言 はれて 居る。 

巧 •思想 戰を 如何に 解す るか。 

を •思想 戰と 言へ ば 思想の 精疏の 問題と か 或は 叉宣傳 謀略と かの 如き 技術的 工作 手段 
の やぅ じ直覺 され 易い ので ある‘‘ 而 かも 斯樣 なお 方が 從來其 儘 思お戰 として 直譯さ 
れてゐ た 向 式」 も ある やぅ だが をれ は 間違 ひで あるので はない か。 

思 お 戦の 本質は 物に 對 する 見 ホな り 判 新を 如何にすべき か 言ひ換 へる と 人を 觀、 

を觀 、國 家觀に 對し贫 をち も j 苗^を ミ か； が悬戰 を隻す 

• る 基準と なる ので ある 9 

をっ て 幹に 思な と 化 度との 對立 坑爭が おお 戰 ではなく 別言すれば 裳 巧が 交 戰國家 
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間の 武器と なる のでる つてを して 之 じょつ て 勝敗が 巧す るので みる。 ■ . 

參 を I 

思 お 載とは おおの 敵 ホを 巧つ のでな くお對 不敗の 眞 理を强 調して 倦まず 巧手を して 自然に 其 非 

を 悟り こちらに 婦服廿 しむる ことが 思想 戰の 本道で ある。 

思 お戟は 究極に がて 眞理戰 であり 信を の戟 ひで あるから 相手の 思想と 交錯して 直接に 戰 ひの 効 

果を巧 ふとい ふことは 必ずしも 本質では ない、 思想 既には かぅ したお お 的 性が が存 して ゐ るので 

; 一 

あろ ‘ 

しかし をれ かとい つて 思想 戰 に現ぞ 的、 おな 的 要素が をく 存 しないので はない、 思想 戟は 空中 
に 向つ て 吐く をを 彿 ではなく 現 資の 相手を 現實に 屈服す る‘ ことを 目的と して ゐ るので あるから 同 
じく 眞理 の强 調で あつても 相す にお 應 して 其 虚を衝 く說き 方が なされる のでなければ ならない 况 
んゃ思 お® はみ 遠 不變の 眞理の 一を の 時代に がける 現れで ある ことは 言 ふ 迄 もな レ …… (昭巧 十 セ 
ザ 九 H 巧 文 巧 ホが 大ホ兎 化 夫 巧) 

巧、 大 東な 戰爭の 思想 的 意義。 . , 
を •大 東亞 戰爭は 八紙爲 宇の 精神を 篡巧 とせる 日本的 道義 觀 のが 立を 目琼 とする もの 


、 


巧 巧 思 


な 


でをれは文字通り^^一卽献祗のせ界的岩戶開きである。 、 

大畫擊 が日盡 想と 囊漫と 日 ま 叢觀と 英米 《寬管 S ひで ある 
と 言 はれ V 居る ミは 單島 f 漫 との 登攀を 霞す 3 もち 夕 究極す る 
に 日 ま 墓絕费 i が 隻か英 ま 獲冀の i が？ た 繫がミ 居る の 
であつ て 再 言を ば 日本が 蠢が 勝つ か 英米の 邪賽 勝つ だ ある、 

此 意味ょ 类窒 囊は皇 若は 學ミ 日畫 想へ. 0 雲で るり 客觀的 じは 

英米 思想を 超克 せんとず る ものである。 

從 ミを 勿 蕾な S 請の 8 ではな i に 叢靈の 養で みるち ある、 
とふのは 從巧 世囊曼 支配し で是 誤れ S 英米 思想を 日に たては 最ザお 害 
無益な 舊奮思 浸を 望 T な も ミを 2 ろ 茲に於 ミ 畫戰爭 はを 
も S 畜囊に 奮ず る 日 意 想と 最も 野卑なる 雲 文明の i ミ英を 想と 
の碟 ひで あると いふ ことが 出 ホる •然 れば大 東亞 戰爭 は單に 英米を 屈伏 さ ずれば 事 
をる とい ふので はなく ち 米 的 世を 思想を 打破して 日本的 道義 思想を 八 棘に ホ 彼 せん 
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とする 世界史 的 意義を 有する 聖戰 であり 思想 維新 戰爭 である。 

それは 义手 だてを 弄しての 戰 ひで なく 正面から 國 力を 繫 して 堂堂と 戰 ふので ある、 
大 東亞 戰爭が 武力で 終る のでな く 高次の 思想 戰 であり 即ち 英米の 武力は 亡びても 
其 舊秩巧 思想の 巧存 するな 上 之と 戦は ねばならぬ，^ いふ こと 大 東亞 戰爭が 一面 武 
力戰 であると 同時 じ 他面 一大 建設 戰 であると いふ 結論から 當然 である。 

建設 戰！ をれ は 至難なる 大事 業で るる 巷間 「百年 戰爭」 と 云ぅ も 「戰 はこれ か 
ら だ」 と 言 はれる こと も 實に茲 にる るので あつて 大 東亞 戰爭の 一面の みを 知つ て 化 
面を おれて はならない ので あ 4。 、 • 

之を 要する じ大 東亞 戰 爭は單 な戰爭 ではなく 戰爭 の裹に 建設が あり 民族の 永遠の 
が 鱗が ある 之が 爲に舊 秩序 思想の 否定が 約束され るので ある。 . 

從 つて 假に 軍事、 な 治、 經濟 的に 英米を 立つ こと 能は ざら しめる 條 約を 結んだ と 
ころで をれ だけでは 足りない の. であろ 何故 なれば 英米 的な 精神 文化を 悉く 葬り去ら 
ぬな 上を た 頭を 接げて 巧る でる らぅ ことは おかに 難くない からで ある、 


IB なほ 
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一 V 


さ1で今假に巧米の不徹底.な屈服夕協じ乘ずるが如きことあると甘んかをれは正 
しく 悬監 でな 9 忽ち じ」 V 巧 角 0 戰果も 喪 季るじ 至る ちる る 巧 聲は此 
ミこ. が y 大 東亞 戰爭の 思 お 的 意義を 巧 認識せ f ばなら ない ので ある。 

此點に 就て 戰爭 には 勝つ ことを 知つ で 居ても 何時 迄 戦 ふかに ついでは 必ずしも 徹 

底し y 居る とは 言へ ないちは をら ぅた 霎は 此處 にぶても 拳の 蠢 化を 確 
設 ずると 典に 更に 思 震 ± と-^ の 這を 新に せを ならない ち ある。 

ち 一 

前 W が 大巧を ょく 世界 驳爭と 言 はれる が おはを ゥは 思は ぬ 前 大趙は 世巧驳 了は ない 巧提巧 場は 
R 洲 からて';、 7 メリ カと 殆んど 地 巧— 面忆 直つ たが 併し 思 お 的 忆 見る と世蓄 ではない 世 
巧のを がを 巧を する 數爭 でもない 白人 間の 势力爭 苦を る ドィツの 勃 巧に 對 する アンク。 サク ソ 
ン のだ擊 3 驳爭 であつ たので ある •しかし 今 ホむ お洲載 爭や大 東な 驳を こそは せ 巧 巧と いふに 適 

しきもので わる 禁 なを 世 ホ 愛. 3 を 面 忆繫」 世み 度史の 方向を ミる 擊 でを るから にか 

ならない からで ある …… (昭和 十 セ 年 八月が なお* 村を 和 巧 巧】 

国大 お 亞駐爭 が 滿洲ま 巧 乃至 そ那事 巧む 延ち巧 ホる 因な ホょり すれば 大を おお 爭旨 本の 巧 あ 
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巧な 巧 


たる 尝道 とち 米の 巧を 巧 ま々 義巧巧 まを との 巧 巧で あるとは 言れ て おる 
甲 •思 お 維 巧诞爭 にお 巧され る ものは ？ . 

こ、 大 東亞 戰爭が 思 あ 載な りと 言 はれる ことは を じ 敵の 思 あを 學 てばょ いの だとい 
ふこと だけでは 足りない ので あつて 其處 じは 必然 皇道 化 お觀が 確立され ねばなら 
ない ことは 旣述の 通りで あつて これが 爲 には 先 づ ' 
ィ 日本人た る われわれが 一つの 新ら しい 思想の 世紀を 打 建てる の だとい ム 確信の 
もとに 思想 戰の 自主的 目標と しての 自園 文化 じ對し 不拔の 自信と 自党を 持つ こと 
にあろ •をして 其に 御 穂 威を がく 日本 精神に 一二 千年 來脈 々として 流れる 血を はつ 
きりと 自巧 すべさで あるな じ 於て 父な 始 力の 指が の 重要なる ことは 言 ふ 迄 もない。 

普編的巧國ムを顯揚することである‘ 個人的利己觀を去つたのみでは1がが 
く 今ー ホ 出で^ 國家的 利己 觀を脫 却 甘ねば ならない •蓋し 闽家的 利己 巧に 醉 ふて 
の 餘り化 國や他 民 巧を 思 ひやる とい ム氣 持がないならば 偏狹 となり それでは 道義 
國家じ 於け る 巧のを 围 まの 態度とは 言へ ないから である •八 綻爲 宇の 大理お 下、 


お を 思 
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發卽 略の 思 暴 除の もとち 董賣 察な. を 薑す化 あ 維新 戟爭 をで 我等 
まか かる 爱囊の 霞 者で あつて はなら な S であろ 要ず るに 累蠢 者は 
祖凶 たる ミを 忘を ると-:" 它 「まつろへ る」 を じと ころを 享 祈念まで な’ 
け^ば ならない 此考へ 方が 必要で あると ぶふ。 、 ‘ 

ぺ 皮相な 對立 威は 考へ 物で ある •一切の 蓄 思想を 避けを し 專ら日 盡なも 
^とか妾覇なをとを築至げ^ とふ怒の餘りをのみに凝り過き 

ると 謹 明朗を 缺い でかへ つて 八 綻攀の 精神に 則は ぬ ことじなる •ち眞 旨 
畜 なる ものの 蹇 性は おお 日す のみ S ず 黨の萬 人が こを 仰いで 日 
•本 的な をと」 V 思す ミ 害の る 5 もちな W れ ばなら S をで あ ミ 

ヒッ トラ-法 巧は 「我が 飼 孕，」？ ご飯 S 世が 觀を S する 黨觀を 持たざる 限り 
如何なる 賣 をな てしても 敵 锅を 破る ことは 窠な とと 言を て 居る ことは 流石と 思ち 

南 

甲 •お あ 的 必然の 載とは 何 か。 

こ、 大東義 爭は篡 じ 起 S さはな く 愛 的 必然の 戰 である •歷を 護 力ら 


9 


爲想ほ 


どぅしても かくなる 法則で かくな つたので ある > をれ は 我々 が 生れる 前じ滕 おの 
かかろ 環境が 生じて 居りを こじ 我々 が 生れた ので ある •而 して 歴 をの 環境は 我等 
の 祖先が つ乂 つた ものである •かくて 大 東亞 戰爭は 我等 砸 化の 遺業で あつたの あ 
でつて 茲じ 於で か 原因の ない 偶然 的 運 かの 戰爭 と異る •而 かも 此 必然は 同時に 世 
界を 一と サる理 を 構想より 出づる 所謂 世界史 改編 肇 造を 運命 づ けられた 歴史的 必 
が 的 運命の 戰ひ である ことを 意味ず る。 

琴 着 一 大東爾 戟爭を 目して 明治 U 後に がける 歷お的 環境に よつ て 起きた 現み だな ど、 解して はな 
らぬ大 東 祖栽爭 が聖戟 だと 言 はれる ところに はもつ ともつ と 悠遠な 歷央的 意義が 伏在せ ねばなら 
ぬ それは 何 か、 わが 梁 閱の理 お 載で あり 天祖 降 お遊ばされた 遠い昔からの 日本 闽家 0^ むに 己ぞ 
れぬ 生々 發 おの 理想 戟 なので あつて 寶に 天地 開 關な來 の 日本の 一大 理想 載な ので あろ 恐れ多い 
ことながら これを 歷史 の 事ち から 申 上れば 神代の 理想に なち 還る が爲 の戟爭 だと 思 ふので あるを 
れは 神代の 時 巧に ッ i ■讀命 さまと いふ 神樣が おいでになり 海原を ま 配され た 日本 書記に 所謂 「海 
巧」 とは 今日の 學說 によれば ま 巧から 半 徑五千 四百 巧で それには 南洋が 包括され る をれ が 太古の 
が 代 時代に 月 請 命 さまが 支配され ておちれ たと 申す これは 必ずしも 一片のを おでは なく 今日の お 


篇 s . 巧 


が 




巧を 言語を ± 俗 ま •等の 硏 巧から いつも それの 事餐 である ことが 證 明され て おる 然る 

に 常識む せ 巧からの み 故爭を 眺めて 「何故 然る か」 に 就て は 何人も 答へ る 人がない と (ルが 《 川 氏 
麻が 巧 旨) 、 V 

甲 •新しい 世界 觀 とは 何 か。 I 
乙 •近世の 自由主義 的 個人主義 文明を 否を しこれ 於 超克し ムリ 商 次の 文明 原理が 生 
れる ことで あつて 即ち 從來 のな 治經巧 文化の 指導 精神が 旣に其 化かを 果 しで ホに 
生れる 巧ら しい 指導 精神た る國家 主義で あ々 •を體 主を であり •公益 巧 先 主義の 


ことで るる 

英佛闲 民の 期待を 菓 切つて ド ィブの 世界 觀が 今後の 世 巧を 支配す るので なく ド 
ィブの 世界観が 英佛の 世巧觀 におつ たので ある •即ちを 链 主義が 個人主義 じ 勝つ 
たので ある (奥 材ま 巧ち 氏 著 西 民に 叫ぶ 一 〇ー ニ 貢 —— 一 ^ の頁} 

甲 •英米の 戟爭觀 と 日本の 戦爭 巧とは 何 處が達 ふか。 

乙 • H 本の 敢 ひは 夭 菜が 弘の爲 「まつろは ざろ」 ものを 「まつろは す」 戰爭 である 
郎ち理 おを 巧げ た賊爭 であり 大義名分の 戟爭 でみ る •古 巧に 於け る 日本の が爭は 


I 


卵ち 理 おを 巧げ た我爭 であり 大義 名々 の戰爭 であるち 巧に がける 日 ネ任哦 辱り 



皆を ぅで ある。 • 
之に 反し 英米の 戦爭は 西洋 兵 學の科 學的挺 系を 巧て た 「クラ クゼ ヴ イッブ’」 の 
巧 謂 「戳爭 はを 策の 礎が 的 近 長」 である じ 立脚し がか も 資本を 巧へ て 巧を 張る や 
ぅじ 戰爭を お賣視 した 沒 理想 沒義 道の 戟爭 である •み 言 甘 ばな 巧を 强 行す る爲お 
’ 力を 苹備 して 威嚇す るを して 時 こを 到れる と 外 巧 交が に 移る 巧 詰る とょし ッ戟爭 
だとなる、 之が 英米の が 爭流後 だ、 今日では 盟邦 ドイッの 哉爭 巧は 東洋 流に 巧 直 
し 即ち ド イブ 民族の 生存 巧 保の 戰爭と 信念して 居る と 言 はれて 居る • 

又 日本の 戰爭は 王道ょ リ齿づ る 「尙文 卑武」 なる 支那 本 巧の 戰爭 巧と もま ふ、 
従て 「尙文 卑武」 の 露見 じ提 はれで 天業 恢弘 の绛 先を 鈍らす ことは おおに 許され 
る ことでは ない と 言 はれて ゐる 所な である。 

田 山 度 素 巧は 「王者 も 力を 用 ふべき おには 力を 巧ひ權 謀を おるべき 庭には 巧 謀を 假る •王は 必 
ず 力を 用 ひず 權 謀を おらず とま ふは 是れ おおな り」 と乏 つて ゐる C 

历 、ぶ お歡 におし 先づ かるべき ことは 何 か。 


篇巧思 
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• r づ ，二 2. <う , 


ぞ • A 前 欺 洲戳爭 に 於て ド イブが 敗北した のは 世間 周知の 如く 武力の 敗 化では なく 思 
想 ぉじ 於け る 敗 化で あつた •思想 戰の敗 化と いふ も 宣傳戰 とい ふが 如 式」 技術的 敗 化 
ではなく 實じド イブ 祖剧 の义 化と 傳統 とに 勤ず る 自信を 失へ る ことが 致 か 的 敗因で 
るつ たとい ふのは 當時 ドイツ 國 民の 一部には 敗國ヤ ある フランス や 英米の 經濟を 過 
大視 すると か、 文化を 禮讚 すると か •外交 じ 共感す ると か •果ては 自國 の戰爭 目的 
じ對 して すら 疑 ひを もつ もの さへ 出で 遂に 敗 戰ま義 思想に 見舞は れ慘 敗を 喫ず るに 
至つ たことは 惜しむべく 且 後車の 戒めと すべ 式」 ことで ある。 • 

▲米國大統領八1ズ H 八卜は 「此^戰爭は米國の生存を賭しての戰爭である單なる 

畔邮 6 載を むを かい 暮 心た 實じ 塞の 生 童 米闊の デ？ ラて 疊 

と米國 資本主義の 繁を とがを 面 的じ赃 けられて ゐ るので ある」 と 宣言し でゐ る' 彼 
等が さ 式」 に 六 百億 ド^の 大 軍備 巧 張 計畫を 樹て對 日な 勢を 企圖 しつ^ ある こと もこ 
.こじ ある 而 かも 此種 のことは 米國 だけでなく 英國も 又然リ である 英國が 敗戟の 結果 
動 おしつつ ある ことを がて 英困 戰爭體 制の 崩 壌と 見る ことは 早計で ある •チヤ ー そ 
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少は 一部 闕 民の 不信任を 外にし 一九 四 一一 一年 迄には 世界の 楠 勢を 一變 してみ 甘る と不 
退轉 のか 意を 示して ゐ るので あつて みれば •我等 更に 奪 悟を 要する ものが' ある、 況 
’ んや大 東亞 圈內に 於て 未だ 英米 的 勢力 乃至 英米 的 思想の 殘存 する に 於て 殊に 然るを 
痛 威す るので ある。 

困 日本の 巧 力 載 大勝を 確認して おいて 之に 逆宜傳 をな つて お 軸 雄な を 企てる か、 又は 謀略に ょ 
つて 米英 的なる ものを アジアに 扶殖 せんとす る バチルス 的 酉 際 主義者を 監視せ ょとの 聲 あり。 

巧 •思想 謀略とは 何ぞ や。 

を、 思 あ 謀略とは 國民思 おを 不安 動 端に 導き 國內 攪亂 を企圖 する 秘密 戰術 である。 
思想 謀略は 平時 じ 於て は 文' 化工 作-^ か 宗敎傳 導 等 緩 渡なる ものなる が戟 時になる と 
積極的 端が に 酒 巧 お 亂を化 ふ急徵 なる ものに 變 化する ので ある。 

今や 日本は 外に 大戰果 を擧げ 內に鍊 おの ホ 意 あると する も 世界は 末 だ 英米 的な 思 
おの 魔術から 解かされて 居ない のみならず 大 東亞 共 榮圈內 に 否 日本 國內に 之 等 英米 
的 おおの 迷宮 まが 居ない とは 斷言 齿來 ない •がれば 今を 英米は 其の 英米 おおの 殘摔 


« 巧 ほ 


が 




妒 1 




. •;? 一 


の 糸を たぐ々 をして み 读の甚 巧 謀 化の 秘術を 試み 巧 劇 民 思想の 惑 亂經濟 力の 破 お 等 
をが する であらぅ ことは おがに 難くない •武力 じがる とも 劣らない 巧され たがの 唯 
一の 手段が なに ある， 

甲 •思想 謀 胳の姐 ひ？ ， ' 

乙 •反戟 巧戰氣 巧の な 生殖 民 地 解ぶ •軍 官民 離間 怠業 罷業の 煽動 等に ょ々 內部崩 獲 
を截 する ので ある。 

ィ反 載が 热氣 運の 巧 生 

平時に 於て は 「神は 戰を 巧み 給は ず」 とか 「汝の 敵を 巧せ」 ょと かの 布 敎宣巧 
等 じ 依る も 敷 時に 於て は戰爭 の悲を 事を 故ら に 針 少棒大 に宣傳 又は 反戰 厭戦 威を 
誘 おする 様な ことを 見舞 狀に 附言して 出征ち ぶ 族に あ 送す る 場合 も あり 其 他 相手 
閣の 食糧不足を 誇大に か 聽し戟 .爭 をす るから 物が 不足し 不自由と なる の だな どと 
宣 がする ことに 依り 反戰 が戳氣 運を が 生す るので ある。 、 

口 殖民 地 巧ぶ 
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民族 解かを 理由と し 反 関を 的 思 おを 宣傳 して 獨立 運動を 企圆 乃至 使峨 する 等の 
巧 動じ 出で 內部お 壌を 觀す るので ある、 此種 あお 謀略は 共 產ま義 思想と 關聯 する 
場を ががくな いのでる る。 

户軍 官民 お 聞 

を府ホ 軍部 等を 排謗 する 等の ことにょり 倒 內の對 立 相 慰を が 生國論 不統一に 導 

、 *-3 

きがて 阔策 遂行を 不可能。 らしめ るので ある ••例へ ば ガソリン 不足の 虛を 街き 「を 
れは 國內の ガソリンを 皆戰 地に 持つて行き •戟 地で 兵啄 さんが 手を 洗つ てゐ るの 

だ」 とい ふやぅな 流言を 飛ばす 之な どは 軍民 離間を 姐つ た 思想 謀略の 例 だ。 

■ 

三な 業 罷業の 煽動 

共產 主を 自由主義 等の 思想を 吹 么んで 軍需工場に ストラィキを 誘致 助 おさせな 
て 軍需 生を を 減を せしめん とする の 類で あス •戰 前に 於て 個人主義に 跑醉 して 自 
由を 叫ぶ もの や 共を 主義 思 お 等の 攘頭じ 依り 勞き對 立を 助長 甘し めた ことは 未だ 
記 億 じ おらし いところ で これ 巧 化 思想の 現象だつた。 


篇巧お 
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乐レロ じ關嚇 レて 注意せ ねばならぬ ことは 「罹 軸團並 アジア 諸 闕の離 聞」 て ある 
列へ ば 防共 協定 ある も H 本は 將來 必ず 白人種を 一掃す るに 違 ひない とい ふやぅ 
な ことを 故ら に 誇張、 かて 樞軸國 民に 刺戟を 與 へんと する が 如き 之 父 逆な 立場よ 
りし V 日ネ锅 民への 刺戟 も考 へられろ •又此 種の 筆法に 依る 日滿 支の 離閒 こを 彼 
等の 化 ひで あらぅ こと も考 へられる ので ある。 

甲 •神經 謀略とは どんな もの か。 ’ 

こ •神經 謀略とは 神經的 効果を 化 ふ もので 其 肖 的は 多様で、 一、 二の 例を 擧 ぐれば 
▲ネ取 五月 南支那海 じ ソ聯船 アン ダラス トラィ 號擊沈 事件は 新聞紙の 傳 ふるところ 
じよれば 當時駐 露 佐 藤 大使から ソ聯 政府へ 通吿 された かく 「同船の 近くで 日本 巧 
船が 同様 じ ホ 潜水艦の 魚雷 攻擊を 受けた ことから 推察して ホ 潜水艦の 作爲的 不法 
攻巧 による ものなる ことは 明白で 特に 米 國が斯 る 地點を 選んで やつた のは H ゾ間 
じ 溝を つくらん として 其 神經的 劾果を 化つ たものと されて ゐ る。 

▲本年 四月 米 機 「ノ ー ス アメリカン」 B 一一 十五 避 十數機 編隊の 本 ± 空 集は 當局發 な 
の 如く 肺經的 巧果を 化つ たものと 判斷 された 米 國は此 を藥を 特に 誇大に 當傳 する 


け 


巧 巧， ち 


ことじ 依りが 皆 つづく 敗戳に 沸騰す るを 國 輿論を 镇靜 しも •聯合 剧 及第 ニー 閣の對 米 
信賴を 回復し 特に 重度 读洲巧 度 等の 人氣 をと らんと したので あらう が 其苦悄 焦躁 
ょ 察する じ餘リ ある ものと 言は なければ ならない。 

甲 •あ 想 巧亂に 敵は 如何なる 間隙を 化 ふか^ 

こ •拜か あ 恩と か 恐 英米 思想なる 自己 毕少 威と をれ に 秘密 戰に 馴れない 闊 民の 愚か 
さ 等を 好が としてつ け遂 むので ある。 . . 

ィ* キリスの 宣傳專 門 ま ロジャ ソンが 「此 ホの 戟爭 では どんな 宣傳が 行 はれる か-，. 
のを 霉の中 じ 「日本に 對 しては 民主主義の 爲 とか 何とか 言つて かゆた てても 挺で 
も既 かない 何故ならば 日本は 天皇陛下を 中 ふとした 國 民が 盡忠 報國に 燃へ. てゐる 

日本の 國 插に對 して 疑念を 抱かせる 宣傳 謀略は 見& がない、"^ いぜい 政府 當 局に 

/ 

* 對 する 巧 民の 反 威を 高まらせる ぐらいが 關の 山で あらう だが をん 

な 日本 だからと言つて 長期 持乂戰 になれば 必ず 乘 ずべき 隙が 出來 るから 突くべき 
一 點ょ其 滞で ゐ らう」 といつ V ゐ るが 此 「隙」 とは 何で あらう 曰く 拜か おおで あ 
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り 恐 英米 思想で ありが 密戰じ 則れない 國 民の 愚か さで ある •が 密戰じ 馴れない 一 
つの 最近の 例 だが 田 中 絹 代が スパィの 嫌疑で 引 張られ 化と いふ 巧が 東京 巧 中に 巧 
大したを ぅだが 化 樣な菌 民の 愚か さを 致は つねに 姐つ てゐ るので ある- 

別けて 經が 問題 じ關 する 不平 不滿 はもと ょり 買 酒の 煽動 暗 取引の 誘引 等を ぅし 
た 間隙が 敵の つけ 么む溫 巧と なる ので ある •况ん や 長巧戰 になれば 日本人には 必 
ず 隙が 巧 巧る と 姐つ て 居る ことに 於て を やで ある •化ち に 於て 考へ ねばならぬ こ 
とは 「か围 は 偉い 酉」 とい ふ 威 じ や 「外 困 人 祟拜」 とかのを を 断然 拾 てること で 
あると いふのは 未だに か國 依存 乃至 か 巧 崇拜の 思想が 巧存 し此處 が弱點 となつ で 
芭 るからで ある。 

この こと だる や 明治維新が 來 英米 的 個人主義 自由主義を 取 入れた 結果 「掌中の 
玉を 拾て、 巧を 求めた」 にを 因ず る ことは 言 ふ 迄 もない • / 

田、 思想 謀が の實 例。 

を ▲前 款洲 哦爭時 •小 ィブが ホを D ッァ をお壞 させた のはを 力戰 ょりも 裕密戟 の 如何に 


をろ しいかを 物語る ものである 戦爭が 何時 終る かわから なくなつ たと きに ドィツ 
はか 困 じた 命して ゐた革 か 巧 動 まを P ンァに 入れて 赤色 革 かを おを せ 帝を ロシァ 
を內 部から 崩 壌 させて しま ひ 之と 單巧巧 巧を おんだの だ 之な どは 思 お 謀略に 巧る 
帮密戰 の 勝利の 例 だ。 

▲最近の こと だが 某 英字 あ 報 社長 グィ^ クスは 日本 国を 好 巧の 傍 巧と して 米 巧から 
巧當の 資本を 持 參し渡 日した の だが 此 週報の 記事は 米國 から 指令 をれ る デマ ニユ 
1 スを巧 じ 精 直し 掲載し 特に 日 巧 伊 111 酉 同盟 綜お 前後の 活動は t の 凄 かつた が 記 
まは 先 づ米圍 へ 送り 米朗の 新聞紙 じ 栽せ これを 上 おに 遇して 此 おで 大 々的 じ巧载 
き 甘る をれ を 一二 段 跳の 逆輸入で 上 巧の 新聞に こんな 記事が 巧て ゐ たとい ひ 巧妙な 
方法で デスな 送を やり 日 おのが 巧 巧を 盛んに やつた が この デマには 困內の 巧せ 名 
± までが をき 込まれて ゐ たので も あぶ。 

▲昭巧 十々 年 八月が をの 某 軍需 會 せで 日本人 お 業 員と 會社仰 蘭に を 巧 金と 巧な ち 上 
問題を 曉リ 意見 封 立し お惡 なる が 態 じな つたと き當が 巧な 巧 田 巧 報巧關 (ま 巧 謀 お 
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宜傳 謀が 期」 は 同社の 險惡 なる 雾菌氣 を ストラィキに 移 巧 させ 逐次 日本を 圈の會 
社エ旨 こを 义巧大 させ 軍需 生を を 阻害す ろと 共に 國內 治安の 攪亂 をは かり 國際惜 
势こ對 庭 せんとす る 日本の 行動を が すべく 謀 者た る 某 國人ァ に 軍資金を 與 
へ夕 巧の 報 醜の 條件 にて 同人を 利用し 同社 外人 社員 十數 名を 買 收使曠 煽動 させた 
が 本ち ょ 幸 ひ 當哥の 措置 宜しき に 依つ て 怖るべき 魔手を 封殺す るに まつた 
▲第二 歐測 戰爭發 生が 巧英 國は活 澄なる 對外 活動を 開始した が 例の 數寄尾 橋畔に 文 
ヒ硏究 巧と して 出來 た英闡 情報 委員 會は 間もなく 英國 領事館ぶ で 日本語 英語の パ 
冊子 刊行物 見本を 日本のを 方面に 撒布した 其 中には レッドマンの 執筆した… 英佛 
の團 結… とか 父 日本 在住 英人 敎授の 執筆せ る… 銃後の 英菌… 等 あつたを ぅだが こ 
れを 入手した 人は 其 小冊子の 美麗と 無 巧なる とに 魅力を 威 じ 希望 騰 入の 申么 書を 
送つ たを ぅだが 何ん ぞ おらん なに 彼等の 謀略が 潜んで ゐた •即ち 彼等は 騰入 希望 
まを リスト じ媒せ 之は と あ ふ 人 じ 近づき これを 手懸 りに 執 糊に 食 ひ 下り 謀が 的 巧 
動を 開始した ので あつた。 


動を 開始した ので あつた。 



ぶ 問 > 思想 謀略に 對し 注意 すべさ こと。 

を •巧 本に 於て 「自本 棟 神を 堅持 昂 場」 して 策動の 餘地 なから しむる ことが 一義で な 
’ ければ ならない ホに 共 產主奔 思 あ 自由主義 思 あは ストラィキを 誘が し 又は 銃後を 弛 
ぉ 緩 崩 壌 甘し むる ものにして 此點 含み 特に 思想 的 異端者と か戰 時下に 於け る 脆 菊 部 巧 
を 姐 ふ ものなる が 故にを 意 甘ねば ならね。 

. 又 思想 謀略の 有効 的 常套手段 たる デマ •流言に よつて 別けて 賣惜み 買活曲 取引 ホ 
は 又 預金 取 付經濟 恐慌の 招來 等を 意圖 甘ら も/のこと あれば 特に デマ 流言に 對 して 
は 注意し 萬 事 常 じ 批判的 態度を もつ て 臨まねば ならない。 

尙 流言 デマは これを 問題 じしない 態度と 反對 じを ぅか 知らん と 思 ふ 半信半疑に 考 
.へる ふの 態度が 岐れ 道になる ので あるから 結局 「肚 をつ くる」 ことが 要請され て ホ 
るので ある • 

をして デマ > 流言の 危 陰性は 會 社阐歷 等より 一般人に 危隐 率が 夕 いので あるから 
^ 買物 巧 列の 不平 や 愚痴は 昔の 井戶 端を 諮よりも おいこと になる ので ある。 




.半信半疑 につき 特に 言 ふべき は 自圃政 巧の 發 表を 疑つ た リ敵闕 のを 利 さを 想像し 
むいず る考 へを おす ことじょ つて 何時の間にか 不識 々々敌 の 謀略の 手先と な クて行 

くこと である。 . 

例へ で 日 ネは物 まが 不足して ゐる をれ に 比し アメリヵ はこれ 此通リ 物資が 壁 富 だ 

と*, ふやぅな ことじ 迷 ふと か 其 他な 巧の 諸 お 表 乃至 諸 施設を •疑 ふの 餘り 不安 動 おに 
導^ 1 ‘る等 重々 お、 じすべき ことで ある •然ら ざらん か をれ こを 敵の 謀略 じ乘 じる こ 
とになる ので ある 

なに 於て 我々 は 『を府 .を 紀势 信ずる」 ことにが つて 之 等 謀略を 叩き出す ことが 化 
來 るので ある。 

然るに 例の 節米 問題で 見られた 如き、 米の 生產 とわ 消 巧と か 輸入 等の 貴を 明に 甘 
られ としとい ふやぅな こと も あつたの であるが 斯 かる ことこを は 認識不足で ゐる • 
何故 なれば 若し をれ を 発まして 巧が 西が 知つ たらが つて ゐ ない 必ず 輸入 妨害を する 
過が 佛巧 等で アメリヵ やィ •キリス 系の き 本で •米の 頁 占を 巧つ たり 义 印度ょり 佛が 


度 屈 巧佛巧 等で アメリカ やイ •キリス 系の き 本で ■米の 頁 占を 巧つ たり 又が 度より 佛が 



- 向けの 米 巧の ガン ニ ー バブグ の おかたる 「ジユ ー ト」 の 輸出 先を 押へ たりぶ 化 重度 
巧 

が佛巧 等の 化 止 場の 荷役 人夫を 使 踏して 日本 向の 米の 積么を 阻止した りして 佛巧米 
の 買 かを 困難なら しめた ことは 豫め 日本には どれ だけの 金が あつて どれ だけ 不足す 
巧 ると いふ やうな ことを 見么ん での 好適な 事例で ある。 

本年 四月の 本 ± 空 裳で もを うで あつた、 あれを 詳細 じ お 表 甘 ば 何處で どの 様な 被 

害が あつたから ホ 回は 何處を どう すれば よいと いふ やうに 敵に な擊 手段を 知らせる 

« 

ことじな ろ •だから 闕民 じみ 巧を おら 甘る ことは 英米から もつ とひ どい 爆 おを 受け 
て もよ い.^ いふを 悟がなければ を 表曲來 のの だから 眞 巧を お 表 甘ぬ ことは 改 巧が 非 
常じ國 民を 愛して ゐる 巧が なんだ •この ことじ 關 しては 前歐洲 獸爭時 ドィツの 長が 
程 砲が パリ ー へ彈 着した と？ フランスが 其ち 相を 新聞紙で お表した が爲 ドィツは 其 
れ をが 都合と し惡 いところ を 修正して ホ 回の 攻撃き がに 供した とのこと よりして 納 
得ので きる こと だ •化 様な ことは すべての ことじ 駒聯 して 考 へる ことが 巧來 得る の 
なで ぁる。 
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、ふ 事情で ゐ るから 言へ ない」 とい ふこと すら 當 局は 言へ ない 場合が ゐる 


の だ _ 


つまり 國 民の 知りたい ことで もな 巧が 知らを な^とい ふ 場合には 必ず 知らして 惡 
い理が ある ことを 銘記して 當 局を 信 賴 せねば ならない ので ある。 

.ドィツ ソ硫 では 「作戰 のことは ヒブ トラ ー や スタ ー リンに 任して わけ」 i 戰爭の 
增 な； と 殆んど しないを ぅだが 戰 時下の 國 民の 態度と しては 斯く あるべき もので あら 


う 


〇 


巧 •前 歐洲戰 爭時獨 をが 思 あ 戰に敗 化した る專 由。 ，， 

を •敗因と して 擧 げられ てゐる ものを 要約 すれば 凡を ホの 如きで ある 
▲思想 宣 巧に 玩弄 をれ たこと。 ィ. 

當時ド ィブは お'^ に 翼の 自信を^で 居た が 思 あ戰の 手段と しての 宣傳の 如きは 
無力な 弱まのを 動で ぁつ V 執を をぬ と考 へて ゐ たの だ •從て 謀 報に 封す る 攻防 

もみら 車责薰 に 限らを ゐ 化囊蘿 S ず 語誓璧 如き も薑 しな かつ 

■ 


巧 もを らを事 的 課 報に 限らを ゐた爲 英米 佛の爲 す 新聞紙 養の 如き も 頓着を かつ 



巧た。 • • 、 
而 かも 输合 罔の 思あ攻 おがが 化した 後を 巧厮サ ずの 態度で あつた、 之に 反し 英米 

巧 佛側 はどぅ かとい ふと 武力 戰 のみに よつ て ド ィブを 屈服 させ 得る 自信を 持ち 得^々 
ぉ つたので 戰爭勃 お前よ々 旣に經 巧 封鎖と 共に 思あ攻 おが 歌爭遂 巧の 一手 段と して 計 
塞實 施され 之が 戰爭 勃發後 自を經 るに 從ひ 激化され 化。 

▲を 巧 主義が 民主主義に 負けた ことろ 、 

もブ フランスは 近代 文化の 先進 國 なること を 自負し 文化 宣な により 英米は デモ クラ 
ンー を 辰り 場し 平和と 人道を 昼 導した •之が 帝留 主義 載爭の 手段 化る ことをから ざ 
-リし 巧逸圃 民を 部分的に 魅惑した の だ。 

勿論 ゲグ マン 精神の 發揚 を自覺 した 一部を 巧 ま義も あつた けれ 共 世界 性を 欠如し 
でのた 爲 不幸 留 民】 般あ 中立 國の 支持を 得る ことが 出來 なかつ た、 を獨 主義の 弱點 
まどこに あつ 化かと 言へ ば 其 原理た るへ ー グ リズムの 歷お哲 學傳統 主義の 社 會巧學 
な 等の 理論が をら じ壯大 なので 巧 互の 系統が なく 孤立 的で 一致して 居な かつた ことに 
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▲國內 指導 精神に 欠ぐ ろと ころがる つた。 

其 第一は 最も 大事なる 戰爭 目的が 區 々であつ たこと である、 即ち ドイッ じ 於て は 
第一 巧 戟時議 を じ 於て 政爭 中止を 約す る 所謂 「巧內 平和」 の 決議案 通過と 相俟つて 
ヵイ ザ ー の 「今や 巧 逸に 政が ゐ るを 見ず ただ 獨 逸人 あるの み」 なるお 斟等 にょり 表 
面 お 親和の おを 見 甘た が 乍 併 何故 戟爭 をす るか じ 就て は 必ずしもが 人の 意見が 一致 
して 居なかつた •今 巧 主なる. ものを 列擧 せげ イド イッは 戰爭を 欲せ さりし も お佛英 
じ挑戰 された から 戰 はざる を 得な かつた、 つまり 防 衞戰爭 をして ゐ るの だ、 曰獨逸 
はべ 火 VI の 併合を 欲して ゐ るの だ、 ノ巧 逸の 戰爭の 目的は フランスょ リ续 鱗を 奪 ふ 
ことに もる の だ二獨 逸の 戰爭 目的な ロン ァの 農奴な 小數 民族の がぶ にゐ るの だ •等 
々かくの 如き 戟爭區 々論は 闽 論の 扮叫じ 迄 まりし じ 巧らず 當時じ 於け るべ ー ト マン 
首相は 輿論に 媚び 之を 正しき ホ 向 じ 指導し 得なかつた が爲 所謂 「巧內 平和」 は事實 
上がる るに 至つた •をして 其處を 化つた 输合图 側の 反戰思 おの 宣巧 でも あつた。 
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上 破る るに 至つた •をして 其 おを 姐つた 嚇合围 側の 反戰 ああの 宣巧 でも あつた。 

其 第二は 英佛 文化の 追隨 まを 許した ことで ある、 之は 畢竟す る じ自國 文化に 勤す 
る自 をが なかつ たこと を惹 巧す る もので 勢 ひ 親英佛 主義 思想へ と 化して 巧つ た、 之 
恰 かも 明治み 巧の 我 聞 民間 じ 西洋 追隨 をが 多 かつた と 同じ 傾向で ある •從て 前述 お 
系統なるを巧ま義にょりては到底之を巧止するじ由なかつ.；^:^。 

第 111 に 德力戟 就中 思想 戰じ對 する 自覺 が义 おして ゐ たこと である、 聯合 國側 〇宣 
な 攻が目 標は 平和を 好の あお 原理を 前提と して 軍围 主義の 攻榮じ 加へ ヵィ ザ ー 軍閱 
等の か 巧 •戰爭 責任 問題 •慘 行宣傳 、ザ ボタ ー ジユ •ストラィキ、 政治 經 巧の 革 か 
の 煽動 等 巧く 思想 •文化 •政治 •經巧 •化會 等の 諸 削 題に 直つて ゐ たが 目 じみぇ な 
い 思想 防衞じ 裁して は 無統制で あつた。 

.まし 阔內 輿論の 對 おも 然る ことながら 課 報 組 緑に しても 軍事 課 報を 有する のみ じ 
してな 治 並 経带謀 報を かき 而 かも 惭合巧 側の 政治 經濟謀 報じ 對 する 巧衞 手段は をく 
準備され て 居な かつた。 

が 上の かき 义 ぉが 巧 逸 敗戰の 最大 原因と なり 又 其處を 化つての 縣合國 側の 宣 が、 
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•，ろ々 . 


謀が でも あつた。 

甲 •硫合 困 側の 斯 かる 意圃は 戦爭 終了と*^ 時に 中 おした か 
こ •戰 をと 雖も中 おしな かつた* 

敷し 英米は •民 ま義を 名々 として 其 實帝圃 轰畜を 貫徹す る ミが 當 巧ょり 
の 巧 本 方 かで あつ 化からで ある。 

この ホ かは 愛 ヴエグ サイ ユの攜 和 會議や フン ン トン 作' 議じ 明白に 現れて ゐる 

るゲ K グ サ イユ稚 制と ッ シン トン 體 制が 畫最 爭前寞 米の 奠 支配が 巧と 

なつ V 居 化ので ある • ， 

甲 •思想 反 化の 念 先鋒と なつ 化のは 誰だつた か。 ' 

こ •フえ ンス崇 拜の奠 者た を イツ 寨轰ま 同盟 もを， つで あつたを •開馨 
.、時 un 卜 N に 嵩し V ミ ドイツ 蓋 I ノ； 欠な イザ 1 の 民主を を 盲 
冨し 重を る 時 巧に をる 交 措置を 誤つ たと をて ゐ る。 

彼れ がイ TS 平和 襄を iii しが ミ 島ち イツを 侵盧 だとし で 寡 


巧 葉が壬リタを和思曼^^疗却って島ちィッを侵當だとして"！ 



、、論文を お 草して 敌聞 民の あ 巧 じ 威 動を 與 へた 事は 有名な 話で ある •尙 一九 一^^ 
の 軍 ま 議會じ 於て 中央 巧の 領巧 ユグ ソベ^ カ ー の 提出 じ 係は る敗戰 主義 的 平和 論 
’が 通遏し y 居る とも 言 はれ V ゐる •かくして ドイッ 國內 はを 階 忌 おじ 思 お 反亂ま 
巧 はみ 第に 增 加し 其 結果 遂にを 府は軍 困 主義 呼ばは りに 戰爭寅 巧を 轉稼 させられる 
に 至つ たので ある • 

巧 •英米の 國巧 主義と 今み 歐 拥戰爭 とは 不可分の もので あつたか • 

を •前 歐洲 戰爭に 於け る ド イブの 敗因を 一言に ス くせば ド イブは 聯合 团 側の 大 哇に奔 
弄されて 斯様に 悲慘な 敗戰を 喫した ので ある。 

戰時中 職 合 國が無 遠 巧に 空宣 巧した 娩話條 約に 踊らされた ドイッ 國 民は カイ ザ ー 
に 謀反し あ 巧を 政治的 無 壌に 導きが V 聯合が との 平 巧を 巧 待した ので あるが、 踰合 
田 側は 巧逸閣 民の じの 期待を 裹 切つて パンを 求む る ものに ちを 投げて 巧へ た •此お 
じ ドイッ 敗戟の 恐るべきが 密が 陰され て 居た 而も 戰 後を 巧の 彼の ヴ 玉^ サイ ユ條約 
ぉ が 父 極 ゆて 不誠 食の ものであつた 亡とは イ タリ ー 首 巧 ニッチが 其を 「平 かなき ヨ ー 
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ロブ パ」 じ 於て が 合 巧の 不誠 まを 責めて 居る ことより ずる も おめで 明で 之 等の 點は 
閒邦ド ィブ 巧 民の 永へ じ 忘るべからざる ことで あらぅ と 言 はれ で ゐる •をして 今 ホ 
欧洲 戦 爭は旣 に 化のと きから 萌芽を おして 居 化と。 

巧 •英米の 國瞭 主義と 滿拥 事變 との 醜 係。 . 

を •英米が 閣際 食議へ 提議した が猎な 提案は 例へ ば 「を 困么夕 をは 其國の 武力に よつ 
ての み 保 超さる べきで なく 國巧 的なる 協力に 依る 集 国な 證じ 委せられるべき だ。」 と 
虫の よい 原理 じ 基いて 困 巧 硫盟が 設置され n 力^ノ 條約も 四ヶ國 協定 も九ヶ 國條締 
舌され 不戰條 約 も 海軍々 縮會議 もな 圈 された ので あつて •これ 滿洲事 變じ對 して 菌 
瞭嚇盟 が一對 四十 二 票を なて 否かし 目 本の 當然の 主張を 否認した 所な の 秘密で あつ 
たと 言 はれ ••かくして 英米は ドィツの みならず 巧 國じ對 しても 支那を 使曠 しお 日 侮 
日 等を 猫 極まる 思想 戦を 指向し 世界の 規權 我れ じあり と 巧 ふ滿悅 して ゐ たので あつ 
V 、 滿洲 事變に 於け る 日本の 巧 おが 如何 ばかり 英米を 驚倘甘 しめたで あらぅ ことは 
お 巧 じ 難くない、 支那 專凑の 延長た る大 東亞 戰爭が 化滿渊 事變じ 宿緣を 持つ ことは 


お 巧 じ 難くない、 支那 事變の 延長 化る 大 東亞 戰爭が 化滿拥 事變に 宿緣を 持つ ことは 



言 ふぶ も K い。 

甲 •英米ぶ 想の アジア 浸透 •の 經轉 並を 件な 對 0 を 策。 

乙、 巧团と 最も 關が ある 支那は 明治維新 當時旣 じ 欧米 思想の 洗禮を 受け 實 質的 植民 
地 化し 支那 本來の 文化は 斷絕 した 觀が ある。 . • 

斯る 欧米 思想は 明治が 巧祖國 日本に も 浸潤し 華々 しき 結 まを 見せ 恰 かも 英米 植 
民 地 巧を 呈 ずる じ 至り 我が 誇り ある 傳統 の歴 をは 忘れ かけられて 居た > 否化巧は 
巧る 英米の 思 おの 支配 じ 甘んじた •我々 は斯る 思想に 胚胎す る 英米の アジア 政策 
上 其 最もを 骨なる 現れを 別けて 彼の 九 ヶ國條 約 並 滿洲ま 變に對 ，する 評定 じ まざ ま 
ざと 見 甘ら れ た。 

即ち 九 ヶ困倏 巧 にがては 多を 巧 制を 恃み 直接 支那 じ朗 係ない 國を 加入せ しめた 
るの みならず 巧に 甘受 化 巧ない のは ィ V リスの 自治領が 皆 一票を がて ゐ たとい ふ 
不合理で ある。 

印度が】 票を 持つ て 居々 •ヵナダ、 ニユ ー ジラン ド •南阿 聯邦が りで ある。. 


篇巧お 
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之 お 局 アジア 防衞の 日本の 意思を 無視して 一 國で六 票を 行使し 得 甘し め アジア 
を 自由 じ 支配し がて 日本の 勃興を 抑 へんと する あ騰じ 化ず 英米の 合作で あつた。 

义滿洲 巧 暧じ對 し V は 彼の リツ トン 報吿を 採擇し 國際聯 鹽線會 をして 一對 四十 
一一 祟を な V 否が 甘ん とした ことは 未だ 記憶に 新ら しき ことで 等しく 日本の 牽制で 
あつ. たが おひ じ 其 弱體は 暴を さるる に 至つ た、 かくして 支那 事變の 延長た る大東 
亞戰爭 は 實じ其 英米 支配の 世界 秩序を 打破し 代 ふるに 道義の 支 おする 新 秩序 建設 
を 目標と する ものである • 

化み 大政 後 ヴェルサィユ 巧 和會議 にょり ドィツを 無を に 屈服せ しめた 英米は 伊太利え 地中海の 
囚人と しちに 日本を お亞 の俘囚 とした。 - 

み 中 獄を爲 す ものが 英米の 對日 政治 謀略た る ヮシントンを 謹で あり 《 ン ドンを 議 であり W ヶ國 
隻で をり 交 闺が 約で ありを に 支那の 抗日 侮； n の煤滿 煽動で あつち 之 即ちち 米の 思が 戰 にな 
巧され て 彼の 民 まま 義酉お 主義を ち 信した もので あづた 〇 ( 巧 村巧屋 巧を 巧爭と 思を 八 五ち】 

'两 、舊序 巧 あとは 何 か。 


お 


巧 巧 巧 


巧 •舊秩 巧ぶ おとは 之を】 口に 盡甘ば お肉强 食の 思想で ある •言 ひ あ れば 「われは 
■よかれ 人は どぅで もよ かれ」 とい ふ 英米 流の 思 あだ、 此 思想が 大東 巧戰爭 前を 世 ホ 
秩 一予と なリ替 臨し V 居た ので ある、 をして 此 思想から 如何なる ものが をれ 化かと 言 
へば 政治的 じは 御都合主義の 民主々 義が あり、 經巧 的には 金が 人格の 目安と なる 金 
權ホ義 が あり •父 文化的 じは 對 立を がむ 個人主義 的 自由主義が ある •更に 肉より 入 
りて 巧に 終る 唯 物 思想が みる。 

をって 此 思想 じは 有が 論が つきもので， 靈魂 不滅な どの 理念は ない •窠魂 不滅を 巧 

« 

ずれば こを 敬 精 祟 祖の念 も 生ずる 皇道 思想とは 雲泥の差が あるでは ないか。 

♦ 

斯 る非義 非道の 思 おは 古今 不露 中外 不 停の 皇道 思想と を然巧 をれ ない こと 勿論で 
るる。 

.まし 皇道 あ 想は 金と 物を 也の 支配に 服せ しわる 所謂 「物 ふ 一が」 の 日本 精神で あ 
り •更に 人類 親善 萬 巧 共和の 世界 觀 であるから である •從 つて 此 日本 精神 此 皇道 お 
想が おを 秩序を が定 する をを となる こと も 極ぶ て當然 でなければ ならない。 


巧 巧 お 
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田 ち秩巧 思想と 呼ばる V ホち 思な の 中 おは 個人 主 藤、 自由主義， 巧 利 主義、 を 巧ま義 であつ てこ 
れら は】 骄 一括の もので 分離 孤立した もので ない とされて ゐ る、 從て 例へ ば 之を 白 由 主義に つい 
て 見る に 個人的 自由を 主張して 權力的 そ 巧を 避けん とする を 想姑會 主義と なり 政治的の 耍 ホと 結 
合して 自由 巧 巧 思 あを 生じ 又經巧 上の 要求と 結合して 個人の 自由 載爭 乃至 替利お 引の 思 おとなる 
がかし。 . 

そして 之 等の 主義の いけない のは 人類の 有つ 本能 的 向 巧に 思 お 的 根 據を與 へて これを 世 巧 巧と 
して 肯を 甘ん とすると ころに ありて な中强 ひて 「つぢ つま」 を 合せた 合理主義 抽§義 にを 大お 
がが あると されて ゐる 、從 つて 彼等の 昌ムる 相互扶助 とか 共存 共 榮は單 なる を 物語りで 彼等は 石 
れ がが 少 化する とき あち 强者 にか 巧され る ことを 知つ ており 同時に 彼等 おおを を 見つけだ 甘 ば 立 
巧に 之を 巧へ て 其 巧を おむ ので ある 彼等は 力に ょつ て ジャングルの 化を を 造り お巧强 をの お央巧 
をつ くつて 化 ホの 現 者と して 任じて ゐ たので ある' レ ' - ‘ . 

甲、 英米 思想に 依つ て どんな 人生 觀が つくられ たか。 

こ、 「花ょり 巧 子」 と‘ か 「地獄の 沙汰 も 金 次第」 とか •唯 利益の みを 主張す る 人生 
觀 をが 巧 「運は 巧つて 待つ」 のでなくて 「寢て 待て」 との 專樂 的懒 情な： < 生觀も 
出 巧た > 又 適 ま 生存に 逆 巧す る 「優勝劣敗」 とか 「生存 競爭- とかい ふ 不平等を 


H 夕六 5ぉ马511ちじ结巧づミ - 侦ぉ身逆」 と力 - ;*^1苗顏爭」 とかい ふす耳笃を 



巧. 認めた合言葉^をれたし> 「樂して德とれ」 の巧取的人生觀もあ5^ 「我も人なリ 
彼 も 人な りと いふ 對 立の か會觀 もつ くつた し、 「金が 仇の 世の中」 だとい ふ 人格 

破 壌の 人生 巧 等々 すべて 海賊 文化 や アパリ ヵ ニ ズムの 派生的 巧產だ •かくて 邪 慾 

篇 

’ と欺瞒 でが 飾す る 道な き 世界が 出 巧た、 これ こそは 正に 王道は もとより 覇道に も 
なばない 世界 觀 ではない かこれ がた を 孔子の 「生を 知らず いづく んぞ 生を 知らん. 
.や」 とか 又 福 澤諭吉 氏の 「修身 齋家 治圈平 天下」 等 ま 洋本 巧の あお 迄が 歪曲され 
巧 利 的 じが 釋 される やぅ じな つ 化ので ある。 




支那 本 巧の 王道 現 道は がを が 仁 おを 用 ひを をが 巧 力 巧 術を 用 ふるに せょ 巧に 闽を 治め 天下を 平 

げ爲 巧の 間に 道義 的 秩序を ぞ現 する じと を 目的と する ものである‘ がるに 西が みち 主 

々義 ，酉 候 主義 •帝 凶 主義の お 則には かかる 道義 巧が 皆無で ある C 昭巧十 セ 年 九 巧が 巧を 人 巧 

村 貪 居 巧) 

甲、 舊 秩序 思想は 末 だ巧存 する か。 

こ > 英米の 世界 巧は 末 だ巧存 して ゐ るので ある •事 ま 我々 の 人生 巧に ついて 考 へて 


I 


i 


% 



巧 

巧 

巧 


もを ぅで あり 其 化 i 切の 生活 還 境に もま だくつつ いて 居る •卑近な 例を とれば 玉 
巧の ホが わか、^ ずな 茶が よいと か巧增 ホよ リォ ー トミ 八の 方が 溢 養が あろな ど 所 
爾 「网籍 不明 巧」 の 主がない と 誰が 断言で きる かこれ 英米 思 おの 片鱗では ないか 
孫つ て 目に 見へ ない 思 あの ホれ の 中に も 例へ ば 八 綻一ぞ の 言葉を 用 ひて 國際主 
義の お理を 表現せ， ん とずる もの •又 日 支帶携 論ゃ大 東亞 新 お 巧 論の 中 じ も 自由 主 
を 的 協和； とか 脯盟 論と か、 然ら さる も舊 思想を 十分に 淸算し 切らざる 所謂 日和 
見ま義 的の 思 あ 等々 其 他 學問藝 術を 敎作 品等の 文化 面 じ 至つても 舊 思想の 影を を 
をけ V 居る ものは 未だし 多い •が 同時に 英米 思想の 公式を 離れて 日本 思 おとか 東 
洋 思想に 接近 甘ん との 一が 的 巧 勢に ある こと も 又事實 である • 

甲 •我々 自身の 中 じ 宿る 舊 思想とは どんな もの わ。 . 

こ •英米 化 愚 - i よつ てつ くられた 人； は旣述 のかく であるが 更に 巧々 は 巧々 自身 
を 反省し‘ て 見る 必要が るる •之に 就て み忖 情報 局み 長は 次の 如く 言 はれて いる。 

「思想 戰 のがは 單に外 だけでなく 內 にも •ある 即ち 我々 自身の 中 じ も ある」 と 更に 
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「思想 戰の 敵は 單に外 だけでなく 巧に も •ある 即ち 我々 自身の 中 じ も ある」 と 更に、’ 

巷間 誤々 が へられる 「米英の 武力は 討つ も 文化は 貧 意 甘よ」 との 考へ 方を 拾て ろ 
と共に 闕 民を 自が 「义英 的 物の 考へ 方な り 生活 態度より 脫 甘よ」 と强 調され 即ち 
巧々 自身の 中 じ もを 思 あある ことを 指 縮され 同時 じ 主觀じ 立つ ての 實踐を 示唆 さ 
れて屛 る ことが それで あぷ •夏 目漱 おは 「自 かの 舌で 斌 めて みて そして 之が うま 
いか まづ いかを 決める より 外 じかめ やうは ない もの だ從て 他人が 何と 言は うがな 
分が 美 巧い と 思 ふ もので なければ うまくな いまた 自分で まづ いと 思 ふ ものなら ば. 
他人が 何と 言つても まづ いもので あると」 言つて 西洋 依存を 斷然 排斥して 日本 文 
をを 巧 建てた とい ふことは 有名な 話で あつて、 又 何人も かく ありたい ものである。 
甲' をれ でも 日本は 明治維新が 巧 欧米 文化を 吸收 しで 偉大に なつた のとは 違 ふか。 

こ •日本は 明治維新な 來 欧米 文化を 吸收 して 偉大 じな つたな どかく 思 ふこと 自體が 
英米 文化を 絕讚 する 舊 あおじ 外なら ない、 思 ふじ 一切の 文化が 日本に 於ての み 其 
精粹^ すと いふ C とは それらの 文化が 巧 じ渡來 したので はなく 逆に 最が H 本 か 
ら 出た ものが 再び 自己 還元した もみと いふ ことが 出來 ると 言 はれ 拜外义 化 禮講の 


巧 巧 ぶ 


な 


思な を 排斥され てゐ る。 (巧 讨倩巧 局 ホ 長 ホ送耍 旨】 . 

傕 ふじ 皇道は 生成の 化界じ 存立す る 道で あり 文字通り 足 地を 離れぬ 現が の 逆で 
ゐり •世界を 光 被して 巧く 道で ある、' 此 道義 こを 世が 觀を お成して 居る ので ゐ 
る •我々 はなじ 無限 じ 生成され 行く 我闕體 文化に 自信を もたねば ならない ので ゐ 
る •然る じ 文化人の 中には まだまだ 國際的 文化の 基礎の 上に 化存 して ゐる 誤れる 
ものが あると されて ゐる ことは 注目に 便ずる。 

甲， 日^4_文化のをり方に對して考古學まは何と敎ゅるか。 ‘ 

こ、 紀平 •博 ± の 「讓 道と プ咎 道」 と 題す る 所論の 中 じ 「天孫 降臨 ましまして (蒙が 養-正) 
のた ゆに 費され た 年代 だけで さへ ホ 巧は 一 百と 十九 お 二 千 四百よ 十餘 年と 數 へて 


ゐる 


•とを る」 


我々 は间博 ± の 言は れ^やぅ に、 大生 命の 發展 としての 悠遠な 日本のを を 見る 
とお じ 更に 深遠なる 文此 にお 到し 管 だ'"'-^ 驚異を 覺 ゆる ばかりで ある •ホに ち 崎 

V * 

陽 山 巧の 講演 要旨を 紹 かすれば 「天照大神 時代の 日本の 文化が パピ ロン や ユチプ 


が 


巧 巧 ，巧 


巧 


•陽 山 巧の 誰演 要旨を 紹 かすれば 「天照大神 時代の 日本の 文化が パピ r ンやユ デブ 

■ 

•卜 じがり をれ から < キリン や 01 マの 時代が 起つ た 事に 氣づ くなら ば 日本 こを 實じ 
世界 文化の 源で ある ことが 理解で きる •神武 天皇の 神な 復輿 紀元から 二 千々 百 二 
年 じな ろ ものを： n 本 建阔二 千々 百年な ど 誤りつ たへ て 居て は蔣 かおから' 馬鹿に サ 
られる •況ん や 四千 年の 歴史を 有する ユダャ人に 權 威が 通る 譯は ない。 

ゥ ィブ アム •ペン ー は 地球の 上に キア ノピ ー とい ふ 天蓋が あつた •.轉 代には 化 
橘と 南極との み じ 太陽の 光りが 直が した 化 太陽が 直が して 居る ところが 今の 日本 
に當 るので 日本は H の 本と 稱 して 太陽神を 祀 つて ゐる 人類 中 最も ホい 巧 族で あり • 
をして 天孫 降臨 もこの 犬 蓋を 通じて 天降りされ たものと 信じられ ると 述べて 居る。 

「スメラ ミコト」 は 上代 じがて 化 巧を 統治され た 天皇の 恵 化で あろ。 

其 後 他 民族は 「スメラ ミコト」 を 失つ て 其 中 ふを なくして 迷つて ゐ ろの が化界 
の現狀 である •がに 今 ホ 世界 動魏 にょつて 天皇の 御 穂 威が 世界に 遍 照され て 人類 
が ホの 世 巧 じあ ひん げられ ろ ことになる ことた 世界 神政 復興と いふ 云々- と。 

斯 樣な时 巧の なから して 巧 遠な 日本 义 化を 思惟す ると さ ダゥ ィンの あの 進化論 


な 


•巧 


no 


がが 贊」 ぁったと さへ 思 はれる。 

巧 •大 東亞 識こ 於け る 思想 戰の 目標は 僅 秩序 思想のを 的 否を か。 、 

を •然 .り •だが 外委を 愛する ミが 惡 いのでは S •唯 飽く迄も 曇ぶ 想觀に 
立ち 短を 格で 長を 採るべき は日ネ 精神の 包攝 がと 矛盾し ない 
.畏くも 明治 大帝 室 ヶ倏の 御 誓文 じ 於て 「智識を 冀 をめ 大いに 蠢を 振起す 

ベと と宣ひ •又 聖寞 モ巧璧 をを 「神道は 賽囊 天地 去に 起る て 
人の 始爹說 く 儒 S 菱 枝葉 秦 とを 管 琴 人の 基を 說く雙 は 道の 華 

實 人智 熟して 後 じ 起る て 人の 終 道を 說く强 ひて 之 客み 之を 惡む宣 私情な り 
」 と 敎へ給 ひ 靑だ飽 を も 日本 精神を 巧 本と しで 忘ろ ベから ざる ことを 畏くも 自 

费し給 ふたので ある。 

おの 御聖 .靑 ょりして 外來 文化を 攝取 するとと が惡 いのでは ない •惟 ふに 今日 英米 思 
おが 舊觀 をと して 排擊 される 所な の ものは 英米 思想が 敵性 圈 のぶ 想で あスが 故で あ 
ろと 昏 ふょ リは 今日に 於て は旣に 有害無益な 巧 思 あと 化し 反動思想 となつ たので あ 


な ると 宫ふ よを 今日に 於て は旣 に薑靈 なを 靈 をし 反 藍 想と なつた ので あ 



るから とを な 服せ なければ ならない からで ある。 

巧 • 

甲 •時局 下 巧 迷の 思想とは。 

乙 •所謂 「を 迷 のぶお」 として 評されて 居る ものは 凡を 次の 様な ものである。 

巧 ▲一部 じは 南方 巧大を 惧れ大 東亞 戰爭 は此 位の 程度 じして 支那 事變處 理に專 也す 
べきで あると 論ずろ もの あり。 

▲或は 支那 事變處 巧を ちれ 南方 進出 じ站 ふずべき を 論ずる もの あり。 

右は 何れも 大 東亞 戰爭 .と 支那 事變を 別個の ものと 見る 謬論で ある。’ 

▲更に 最近は 「アジアは 一む り」 の先覺 者の 言葉を 曲解し 闕 境を 撤 腹して 民族 混 

合の 惡 平等 的 生活 倒を 實現 甘ん と企圖 すろ もの すら あるが 如 さも •之 等は 認 おと 

いふょりは 或 種の 狙 ひで あつて •をれ は圖際 主義を お 細亞諸 民放 提携の なじ 變形 

し 日本の 實力的 指導力を 弱めん とすろ の 類 じ 外なら ず惡 質と いふべき ものな り、 

■ 

就中 彼の 人民 戰 線に 硬り 擢ら された 人々 の あ 想 的 傾向は 注な すべ 3 ものと されて 

じ ゐ る。 我々 は斯る 愚劣な 賤民 主義を 赖呑 とし 甘い 人道 ホを や 四 解 平等主義の おお 

• * • 

> , 

，•''ド ム‘ 、ド 1-'-- ; , , こ.- •■ピ A •子、 二！..， f .- rf 卜/ > , ，レ： い 


诏巧ほ 


の 


に 辜 甘ら れ •いと も 高 式 •もの、 誇りを 失は ぬ やぅ 蠻ぶ 甘ねば ならね。 

▲革新 論者 じ 曰 ふ 「を閉 民は. 進' んで 政府に 協力しながら 日本の 思 お界は 昏迷して 

* 

居る」. と • 

をして 其 最大の 理由は 大 東亞 戰爭の 前を に對 する 輕 逸な 楽觀 論で これ こを け自 
.もを 義 的現狀 維持 おの 所 巧であつて 戰爭の 本質に 對 すろ 認識 不输 巧な 證 おで ゐ る。 

蓋し 樂觀 論が 擦 頭 すれば する 程戰爭 遂行の 手段と しで おへられで るる 「革新」 
-の 必要が 弱くなる からで あると。. • , 

之に 對し义 或 人は 斯様 じを ふる 革新 論者の 熱誠には 同 威しつつ も 网體の 大本 か 
ら考 へで 末 だしと 言は ざろ を稱 ない ところ じ 思 おの 巧 迷が るるので ないかと も 言 
はれて ゐ る。 ‘ 

▲ホ じ 極端なる お 励 思 あと 自由主義 的 思想で ある。 

言 ふ 迄 もな く 巧を が 米英と 戰 はねば ならぬ のは 經濟 のに 政治的に 利害 相 だすを 
U も ホる がょりか 上に 化 界觀に 於 てん 炭 相 をれ' さるもの がを リ闽 民生な 態度に 於 


招 


にも ホる がより が-上に 化 界觀に 於 てん お 巧 をれ' さるものが あり 翔 民生 巧 態度に 於 


て も义兩 立し 雞、 ス •ものが あろに おらす • 

「何もを 界觀の 巧 違の 爲に 武器を とぶ ずと も 巧いで はない か 話。 甘 ば 解る こと 

では^いか」 といふのは米英の常套的リ吻であつて.「生命を懸けて戰げずとも」 

「話せば 解ろ」 とい ふことは •ホ英 おおへの 屈 從を强 要する 大式 r 。 誘惑で あつて. 

其 處じ米 祭 思想の お 薄が あるので あつて 大いに 藝戒 甘ねば ならぬ と。 乂 自由主義 

をは 極端なる だ 動 思 おや 不合理な 腿 あが あれば 反撥 力を お 樽して をして 其 お動じ 

行 過 策が あれば 鬼の 首で も 化つ たやぅ に 振 ひ 立ち 自己の なせを 主張し をして 日本 

の 域 民 思 おの 正統 まに 對 しても 時局 便乘の 汚名を なて 酬 ひんと すると。 - 

かくの 如 yo お 動ぶ 想 や 自由主義 化 おは 單じ 迷へ ろ 化 おとい ふょりは 寧ろ 替 巧す 

べき 思想で るるとし 一部 顆 まは 日本 じと つての 最大 巧 必要は 米英 ヵブ レの ィン テ 

\ 

，リ たまを 十九 世紀 的 反動思想 かを 解が する ことで あると 極論す るので ある。 

▲尙 お述の 論旨と 重 おする かも 知れない が、 ま 張の お 態として 少し かわかつ て 居 

，‘ 

る ものを 記せば。 



お な お 


m 


. . .. 一. - . ;' み f 胥巧 >. ふ-;- 丫' ' .一 - 

‘ 曰くが 國ま 義は热 道に あくもの なれば 歐 米の もいで るり 义闊際 主義は ーエ 道— 星 . 
道じ蓝 くもの なれば 東洋 (含 日本 レの ものである とすろ じ獨斷 であると •其 理由 
は网陈 聯盟は 理想と して 國際 協詞 主義を 標榜しながら 現な じ 於て が國 主義に 堕し 
たので あつて 闽瞭 協調主義 とお 闻 主義は おじ 歎 米の もので るつて 而 かも 利己 打算 
の阔際 主義は 道義を を標 とする 皇道とは 勿論 王道 覇道に さへ も 遠く あばない にも 
拘らず 皇道 > 王道 •覇道の 區 別じ對 する 邪見に ょ リ闕際 協調主義を がて ホ 洋のも 
のな りと する 論は 其 意-味 內 をを 西洋の 低俗なる 觀 念に 擦 替 へて 東洋の お 輿に あ抗 
甘ん とすぶ 假 面を 被つ た 西洋の 第五列なる のでる るから 東亞 新 秋 巧を 建設す るた 

めには 先づ かくの 如き 第五列を おおしなければ ならない と 

甲 •大 東亞 戰爭の 日本の 敌 は何處 か。 .‘ 

こ •大泉 亞戰爭 が 「支那 事變 にお ま々 支那 事 獲に 終る」 とい ふこと じ對 しての 認識' 

不足から 、 

日本の 故は 何處 かと 閒 へが 「米 巧」 だとい ふ 間違へ た 即答が 磅 され おちで るろ。 


仏 


♦ 


、 


巧な. ち 


之は 乂 東亞 戰爭の 前進で あり i 環で あろと ころの 支那 事 避の 性格が ホ？ ピ充 々じ 
意識され てゐ ない が轉 であらぅ •あ ふに 我が 我が 賊は H 、 滿 •支 間の 瓦 助 連 環の 
困是じ 則り 東亞の 平和と 繁榮を 齡らす 大方 針の もとに 支那 導變 じよつて 柬 亞新秩 
巧を 樹立し やぅと したので あるが 米英の 援助を をけ 其 手足と なつた 蔣政權 は闕民 
政府 樹立 後に 於ても 何等 反省 どころ か 却つて 英米 化を の 度を 深め】 方 英米の 援蔣 
反日は いよいよ いよ 露骨 化し 茲 にがて 日本は 支那 事 獲を 處理 する がた めじは いお 
蔣國 たる 米英と 蔣な權 との 連絡を 遮献〇 支那 事 變を戰 ひがく 爲 觀爭資 おを 南方 ム 
り 流入べ 米英 勢力を ず亞 より 瓣逐 する じあろ とし、 之が 爲 じは 反 おやを 協では わ 
が闽は ジリ 貧じ陷 つて 巧く より 外にを はない ので 根本的には？^ 衞の爲 に經過 的に 
は 東祖新 秩序 建設の ためな じ 支那 事 變は大 東亞 戰爭 まで 發展 したので あるが 之で 
問題は 叫^いた のでな く 化 然として 殘 つて ゐる •何故かと 言へ ば大 東亞 戳爭 によ 
つて 蔣か 石が が! if でな く チャ ー チ^ や • ズヴ H 八卜が 相手で ある ことが 判然 
したと しても をれ で 方向が か定 したので はだい 「最 かにして 最後の 日本の ま 巧な 




- マ；. •い：^ 


おお 思 


0 


化 


巧手は 米英では。 く 化 然とし パ」 支 ザで るる」 支那を どぅに々 し^ければ ア シアは 
どぅに もなら ないから でる ろ、 こめ ことは 大 東亞 戰爭に 依り 東亞 •新 秩序よ ぶ 大巧 
亞新秩 巧と なつて 大 東亞 共 榮 階の 建設の 第一歩が 路み 化された 今日に 於て 尙大柬 
亞 のを 底は H 本を 中む とする ぶ' •滿 、支が 民族的 じ 資術的 じ 一切の 巧 動の お 懲的推 
^ 砂^で ゐる ことから も容 みに 推斷 される 理 であつ て 日本の ま 嬰な 相を は 始め も 
をり もち 那 であるの であろ。 


曰く 支那を どぅにか せなければ アジアは どゥ にもなら ない とい ふことは 思想 的に 巧 要な 意義 か ' 
ある。 即ち， 米 巧 的な ものの' 船 做す る アジアを 根本的に 處现 する に 足る おおの 準備がなければ 日 
^ て 媳てお 巧を 餘儀 なくされ こで をら ぅ 肖に みへ る 英米は これを 巧 力が 財力ぶ に帷剖 すれば おる 
も自 にを へない 飯は 無 敗 Q 卷族 共を 引 連 誓 ここ 左 先途と 踏み止ま つて 飼 ひつつ るる われわれは 
彼等に 對 して 思が 戟忆 がて は 未ガ完 をなる 勝利を 收 めて はゐ ない 0 でを ろ 系 養 巧 思 お 時評】 

問、 ド ィブのを 體主 をと H 本 精 前の 關係 

を 、. ョ ー n ッパ新 おぶ の 中む 巧と なつて 居る ものは ィ 人間の 改造 n 新 體制じ 盛られた 
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お 巧 ご、 


輿論 ま 持の 濁 哉 巧 治 ハ 利己を 義吞 をのを 禮主 蔑で あるが 之は ムブリ ー ニやヒ ブト ラ 
1 が 亡韵の 因を 爲ず英 ホ 的 化界觀 から 歐羅 巴を 脱却 さすべく 巧逮 てた 新ら しい 他界 • 
觀 じょろ 新 をげ 思想では あつたが 畳は からん や この 渐 らしい 考 へは 日本に とつては 
がらし いもので もなんでも なく 孽 岡が 巧の 傳統 として 殘 つて 居り、 然もな も完 をな 
ものとして咧巧の魂の中に生きて居ることを知つて ム ブ ソリー ニ やヒ ッ トラーは太 

t 

、じ您 さな 扫我 闊を羡 望して 居る をぅ でゐ る、 從て 旣述ョ ー ロ ッパ新 秩序の 中 ふ 巧 
.こる 一二 巧 則は 何れも 我闕 にがては 歷 あに 復古す る こふに："^ リ解 ホす る 問題で ある 
茲こ古 巧 巧 巧强 、资の 質 巧が 能なる 獨 特の歷 をを がする y 本のを が あるので ある。 

. をれ なる に 人間な 造 や、 新體制 やを 體 主義を がか も 敬 明み や 請 巧の 如く 考 ふる. もの 
をし あり とせば をれ はを く 皮相な 見解で るると 言は ねばならぬ。 

曼查 

碼夕 のを 強 主 常は みして 巧き 墙ぎ るので なく 、 S 是靖 神は 盡義な 走を 體義 のでみ 

ろ！ • - . 

獨少は 其を お 主義を 命を 通じて 巧而 的に 日本化し 目 本の あるべ をを をが つて 獨 がに 於て 化る 氣 

• •• i t.. . * ■ 


持が する •それほど 現資の 日本は 目 本本が のをを 失つ てゐる 分で ある、 こ^ 意味に がて 全が 主 護 
は異 C I べきを S で— とい ふこと お出 來る 乍併飽 迄 も 鏡な のでを つて 巧 等が i に發巧 
せんとす る ものは 即ち H 本む 搏 のをで なければ なち ない、 祕 らに獨 伊の 形が を梭 做す る。 であれ 
ぱ全植 主義 も 义我闊 に 何物を もち 獻し 得ざる のみならず 愈々 我 喊の思 おを 惑 節する む惡 おおを も 
伴 ふこと とならぅ 0 (巧 村 巧臣巧 巧が 爭と思 お S 八 四百 W 下) 

甲 •日本は ド イブを 模做 するとい ふ 考へ方 をれ は 間違 ひか。 

乙 •をれ は 認識不足で あつて これは 寧ろ 目 本の 模做 なので ある ヒブ トラ ー 

の獨 創は 悉く 日本の 模 做で 日本 かも 採乂 たので あつで ナチ ス ドイツは 銳じ 映つ た 

日本 •のをで ある 今日の 絲力戰 とい ふ ものを 始めて 世界に 紹介した ドイツ 

の 有名な^ 1 デン ド^フ 著 「獻洲 大戰间 顧錄」 の 中には 「ド イブが 吏を し 大いに 
ゲ 少^ ン 民族を お展 させる 爲 には 闕防剧 家を 作らねば ならね 自己主義 劇ぶ では 駄 
目 だ 网防國 をを 作ろ ためには 日本を 見做は ねばならぬ、. 日本と いふ 劇み 世界に 於 

て 最も 词防闊 家 的 要 索を 持つ た 理想的 典型で ある」 と 語つ てゐる .，：. 、 

即ち： n 本と いふを が ドイツ 製の おに 映つ てを のをに 旧 本人が 巧 ふして 居る とい 



ふこと がが 來る 

獨 逸の 指 寶者阿 ル撕は y 本 原 巧で あつて (日本ち ホの 道) ヒブ トラ I のを 治の やり 
方は 日本 本然のを のな 治を 模 做して ゐるヒ ブト ラ ー は政權 獲得 後が 方面に が 本 的 
革新を 斷巧 したが 敎 育の 改革の 一つと して 有名な 大孽 には 悉く H 本 講座と いん も 

のを 設け 日’ 本の 國體 硏究を 始めた •これが 獨 逸の 政治に 非常 じ 役立つた 

ヒブ トラ ー や ムッソ リ ー ニの 演說に 如何 じ 日本の ことが 巧て ゐ るか 日本を 見習へ 
とい ふやぅな ことを 言 はんば かりの 事が 坦て いるのは 確た に 日本ー ニ 千啤來 のをの 

度 做で なければ ド ィブ もィ タリ ー も榮 へない と 彼等は 確信して 居る 又 

が 界は 日本の 闽體 をの ものの 本然の やり方と いふ ものを 如何 じ 採 入れ やぅ かとい 
ふこと に 嘴んで ゐ ろと いふ ことを 茲じ 責任を がて 申し上げ 得る ''お 村を 

巧 巧 巧巧坦 民に 叫ぶ ホ 四 頁 一八 〇 ち】 V 

ZE • 

ヒット ラ— がな が一 化 ニニ 毕に 政裙 を孽搔 してな 來 特に 力を入れた むは •いけ ゆるを 粗 主 溝ぶ 
巧ち であるが、 こ € を なま おは ミュンヘンの 乂學の ハゥス •ホフ ア I が おが 理論 づけた もいでも 
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T 一 


る •をはみ くを H 乂 化な 附ぶ嘗 として H 木に ななして ゐた とき 化 木の 巧 神が すと を 魂 巧學に 
威 おしこれ こそ 日本の 力の 根 破で をる と 巧 倍し 歸頤 する や阳 ちに この 哲學で ドィツを なお 甘し め 
ん として 早速 ミュンヘン ホ 寧で これを 口 〔導した ので ある 彼。 このな 聲が邱 ち ナチ ス 3 巧學 の 茲調 
を爲 して 貼る 從て ドィツ 敎 す Q 益經 はがに 日本 精神 巧 育で あると いひ 得る (巧 挤辟ま 大使が 情が 部 
ちな) 

巧、 道と をへの 離 係。 ， 

を •日本は 神ながら のな をが 斤す る 皇道の 网 であろ •即ち 養は 君臣 僻は 父子と 賞は せ 
られ たる 如く 人 偕の 大自然 じが ふ 道の 閑で ある •をれ は 始祖 一元の 血族 闕家 である • 
血族 喊 家とは 非 血族 网 家を 排他す ろ もので なく 寧ろ 曲族關 係を 重んずる じがて は 一 
切の 利害 や 權勢ぷ 超越す るが 義を をみ 近親 敬愛と なり •人倫の 大本と なリ而 して 人 
類 親善なる 理法の 册 巧を^ 造ず-' へさ 道の 巧む ので ゐ る。 - 
道は 又 宇宙の 正 法で るつ て敎 とは 異リ敎 なる 道德の 根本を 爲す ものである、 即ち 
なへは 巧な み •か 巧，、 は 道 廢れた 場合 勃興ず ろので あろ •これを 子が 「大道 傲れて 仁 
與 あり」 トー 宫 ひし 所な でゐる •斯 くわ 如く 仁 乾の 垂敎は 道 じ引戾 さんが 爲でゐ る 支 
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巧 巧 思 


那 扎 乎が 現れ 叩を にが 迦が 端れ 巧が ピャ ソが 現れた の も 其 等の 闽の 人間が 道シた 
つたが お 斯祿舉 人が が 現し \」 道を 說い たじ 過* きず 佛敎 と嘗へ 儒敎と 言へ キリスト お 
と 言へ 之 等は かして 道に 非ず しで 敎へ なので あろ (巧 川な ミ 郎巧ま 天む 巧 巧 凹な〕 

戸 @ 


C 


日本は 元來 道の 闊 でぁる 斷 じて 唯物主義の 酉では ない 而 かも 其 道は 人情 3 自然に 從 つて 發賠巧 
ちしおつ たもので ある •人情の 自然人 倫の 大東 である 血族 關 なを 中、 むとして 日本の 文化 文物は 潑 
展 して 來 た、 が處 では 個は を 體に兢 合しを 體は 個を 包 巧して 何等の 矛盾 ある ことなく 總 ては 調和 
であ' り 協力で あり 發展 であった それが 日本の 本質で あり 大和民族の 誇りであった C 

の 命を 性と 言 ひこの 性に 率 ふを 道と いふ この 天の 命に し襄 つで 總 ての 日本は 生诚發 おした 


ので ある。 


「をれ 物の 自然なる や 天下 皆 之を 貴びを の 造作なる や 世 未だ 之を 第ん ぜず われ 閣 あを‘ 放む に 邦 
家の 迭自 紙"‘ に 根ざせり ま那 の 諸 國ぶだ 嘗て 巧らず これ わが 闊を稱 ふる 所は なり」 と 
を銷 . i 巧 聞の 恨を 自 がに 提 ざしみ 故に 强く 大きく 美しき ことを 論じて ゐる これが 日本の 本然のを 
でを る こむ をる がま ま S 日卞 にがては 化 含 主 請も不 巧で をり おを 主義 も不耍 であつ たにを ひない 
を、 逆と いふ 昔 おすら H 木には 必要で なかつ たむ である 木お宜 おは 彼の 〇惧段 盛：} にわて ホの 如 
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く 述べて 居る S である H < 「皇國 3 ぶは さる こちた き 敎へも 何も おかりし かど 下が 下まで 亂 るる 
ことなく 天の下は 穩 かに 治まりて 天つ 日翩 いや 遠み に 傅は りぶ ませり、.. とれば かの 異閣 のぶに 
習 ひて 曾は ば じれ ぞ上 もな き 巧れ をる 大道に して 實は道 おる が 故に 「道」 てろ 言 おく 道て ぅ营 
はお けれども 道は ありし なり •をれ を 事々 レく 言ひ擧 ぐると がらめ との けじめを 思へ、 言擧げ 
甘ず とは か 固の 如く こちた く 言 ひたつ る ことなき をい ふなり」 と 
日本は 道行 はれて 道の 言葉 すら 無 かつを 有 巧い 國 である 上 もな き 巧れ たる 大道 言舉げ せず して 行 
がれ 天の下は 穩 かに 治まつて ゐ たので ある 悠久 一二 千年 天つ 日辭 いや 遠み に傳 はりが ませる 傳統 Q 
國 である 〇 ( 奥が 巧 巧 巧 氏 巧 日本な おのす 巧 二 一一 一四 頁 i ニニ 五 頁 レ 

• ,, 

巧、 物 ふ 一如とは。 ' 

を •物 ふ 一如とは 物と 也とは 一つで 巧して 別物で なく 一つの ものの 兩面 巧で 而 かも 物 
はつねに ふの 支配に 服す る ことを 意味す ろ •試みに 萬 物が 宇宙 雙に 統一され て 居る 
現實 はつねに ふが もと じな つて ゐる ことの 立證 である。 

がるに 英米人は 之を 逆に 考 へた 即ち 也と 物を 切斷 しふが 物の ま 配に 香し 物が 也を 
おむ ずるので あろが じふは つね じ 物の か隸 となら ざろ を 得ぬ 彼等の が巧觀 はかくし 




巧 

巧 

巧 


て 出 巧 t つた かくても/ •ろ、：^' 5|に' もんの、 で、- く、 「を ふが 爲に 生きる」 とい ふので あ 
つて 生.,；^ ミ jO とは 食 ふが た ゆの 和龄 としか 考 へない ので ある •かくの 如きは 人格へ 
の大 な 侮辱で るつて それは 又 宇宙 正 法への 反逆で るる •其處 じ 彼等の おを が あ々 
捏證 があリ 邪見と ネ 盾を お 見ず るので ある、 物ム ー如は 斯る 英米 的 化 界觀を 拂拭是 
正す るので ある • • . 、 


補を、 


巧 


.物は 稱 神の 所産で ある 也の その ま-^ の 現れでなくて はならぬ 之を 物む 一如と いふ 人に •物を おる 
とい ふのは 愛 巧の ぶは お 謝の むを おる ので ある 物と 松とは 則な もので ない 一つの ものの 二つの 巧 
である •父母 等の 命日に 神佛 巧に お供へ 物を ささげる のは それは 子供 等の 止む に 止まれぬ、 むの 現 

れ である 物、 む 一如 S 地は ここ 忆も をる を 失つ た 金 や 物へ Q 臺は 偏を でありを 

やが に 人が 酷使され るに 至る， 勢 ひ利呂 主義と ならざる を 得ない 之を 不可と して 利己を ちへの 倫 
巧 巧を なて たのが 儒 おで あつたが 此儒 おさへ も 西洋 思想の 御 本を たる 唯 物 思な の お 巧を をけ 巧 利 
的に ザ 巧 ~-ご れる やぅに なつた と 言 はれる 其 結果は ぶに お 道 政治を 巧來 した。 

巧ち とは 物の 巧 旨が 也の 修を ょりを しとされ 權 力が 锭 能を 無規 する 人生 お だ •物と 也 田 分離は 


I, .a! む * t 


■ II ご： 


嘗 


此唯物 思 巧の 巧 巧が ホ 巧いて 巧て 居る 西洋 思想に K 胳サる ま 本 主 巧を 謹 巧し 所ち 很 

を 不可侵の かく 解して おる 人は 御 神 物 Q r 五 口が 高天原に が 御す が 庭の ィ啦 をが て 亦 吾が がに" 齡サま 

つるべし」 を递 がする ことは お 來な いので あらぅ， ものは 人に 歸 なする だけでなく 日本 

では 一應 すべて 大巧に 歸« する の だとい ふの がその 信仰で ある (を 原な 巧 巧ち 東洋の ふるさと 五一 ち 
化 下 巧 旨) 


•最近に 至つ て 巧 有權を r 社# 信を」 ガと昌 へられる に 至つ を ことは 同氏の 所謂 r 物む 分離」 の 
巧 巧 是正の】 つの 巧 向で あらぅ 0 

> 死生 一如の 道とは。 

* 死生 一如の 道とは 皇道の 無 巧の 谋展を 信じての 日本人と しての 動作で ある。 
閣の爲 には 生より 巧を 重し とし 悅んで 巧に 就く ことで ある、 「死生 天 じあり」 「巧 
中じ活 あり」 などと 言 はれて 居る ことこを は 日本人 特 をの あ 生の 哲理な ので ある。 
言ひ換 ゆれば 死生 一如の 道は 日本 精神の 精髓 たるを 我の 精神の 中 じ 含まれて ゐ るの 


目本惊 がの 猜插 をが も 端的に 表は して ゐる ものは 萬 葉 集に ある 大伴篆 持の 歌 だ 
■お行わ ば 水 づく屍 山 ゆか ば 草む す 屍 

■ 

大君の 邊 にこを 巧な め おみは 甘 じ 

この 歌 こを は' 日本人の 世界 觀 •日本人の 人生 觀 、日本人の 化生 觀の 表徴 だ •曾て 
ヒッ ラ ー 德統が 日本の 两體 日本 精神を 學ば しむべく 日本へ 派遣され た 獨逸將 がが 
化 歌の 講義を 聞いて 威 極まつ て 例へ やう もない とし 「私の 歸闕 ±產 は 此の 歌 だ」 と 
官ひ つづけた をう ださ も ありさうな こと だ。 

屍を 水に 沈め 莫に 埋める とかめ 顧みず 天皇の み 側に 巧ぬ どい ふ 日本人 特有の 精 あ 
の大乘 觀が摧 如と して 居る ではない か •なじ 日本 魂の 精魂を お 見す るので ある 畏く 
も 明治 大帝の 御製に 

ことし あら ば 乂じも 水に も 入ら ば やと ‘ 
•思 ふが やがて やまとた まし ひ 
う 我等 幾度 か 巧 誦しなければ ならない。 



\ 


日本人の せ ホ 巧とは 日 木 人， らしい 物. の 見方 感じち 力 至 物の 考へ ちを いふ 此 日本人の せが 巧と 死 
生 一 かは つねに 一を する ものと 考 へる。 

历 、死生 一如の 道を 外國 人は どぅ 見る か。 . 

を、 音 だ 驚いて ゐる ばかりで ある 過般の マン ー 戰 線に 於て 彼の 敗 戰の將 「ベネ ブト」 
は 「日本の 軍 おじ 我々 が 敗け たのは 日本の 軍 陈の攻 が 精神が 滨洲の 軍隊よりも 强か 
つた」 と 言つ たを ぅだが 何故 日本の 軍隊の 攻擊 精神が 强 いかは をく 知らないの だ、 
日本の 兵隊と 湊洲の 兵隊とは 其攻擊 精神の 質が 違 ふの だとい つても をれ でも 分らな 
い •最近に 於け る-ー ュ ー スに 依れば 英圓は センタ ー じ 於け る 兵隊 募集の ポ タタ ー に 
「网 民よ なるべく 澤山軍 巧に 入れ、 軍隊の 食事は わい しい ぞ 、仕事は 必ずしも きつ 
くない ぞ •をして 音 樂も聽 ける し 酒を のめる し 尙スポ ー ブも樂 しめる ぞ」 と 書いて 
あつたと あるが こんな 留の 軍人 や！ 一民 じ 日本軍 人の 攻巧 精神の の資 など 分つ たら 不 
化講 だよ •をで 日本 硏究の 一人を たる •ィザ リタの 「チュン バレン」 に 古事記の 硏究 



ぶん V 賞ひ义 日本の 文典を 檢査 して 賞つ た ことがあり •をれ がた め チュン バ レジは 
, r ツン グ^ •ジャパ ニ ー ス」 とか 其 化 たくさんの 本を 害く 等 凡ゆる H 本の 古典 學ま 
であつ たが 彼は 又 驚く 程 日本をから なかつ たとい ふこと である じ 至つ ては 推して 知 
るべき である® 

. ■ 

‘ 死生 觀 じついて 遇般 バスの 中で 千人針を 抱へ た 日本 婦人を 繞 つての 或 外 閑人と 自 

本人 紳± との 間に 操 おされた 問答を ホに 紹介し やう。 

か 西 人……. .「あの 千人針は 出征軍人 じ 贈る の だを うです が あれを 締める と 敵の 遇 丸 

• が當ら ない と 言 ひます が本當 です か。」 

日本人 …… 微笑んで .「 何 1 じあの 帶を 締める と强 丸が 特別に よく 當る のです、 彈丸 

よ 我に 當れ •とい ふ 願 ひのもとに あれを 締める のです •あれは 题义 除の まじ 

な ひでなくて 禪 丸よ 當れ のま じな かです。」 

か國人 …… 驚いて 「をう すると あれは 戰 死を する 爲 です か。」— 

日本人 …… をう です とも 「戰化 こを 目 本人の 最高 最大の おを でず •出征す る 軍人 じ 



篇 ，« 巧 


婚, 


ー ブー ill 


ホ さ 遺ら うな どと 願 ふ ものは 一人 も 居りません •御 阅の爲 に 美事な 戦 化を ず 
る これが 一番の 望みです •を こで あの 白 布を 千 人の 人から かを 通じで 賞 ふの 
が 千 人に 當ろ巧 丸を 巧れ 一人に 當れと 願 A 也です。」 

ホ 西 人 …… が 息をついて 「ホ ー 日本軍 人は をく 偉い もんです ね 實に淸 い 也です ね。」 
日本人 …… 「日本軍 人は 犬 巧を 一番 嫌 ひます をれ であの 千人針は 犬 化を さサ ない 爲 
ともう 一つは 軍人と しての やましい ところが あれば 千人來 つて 我れ を 刺せと 
いふむ です、 日ネ 軍人は 身が を輕ん じる のでなくて 名を 重んずる のです •こ 
‘ れが 千人針の 意味です。」 . 

か团人 …… 一一 一度び つくりして 「ふ 一 だから 日本人は 强 いのでず ね」 

だが 如何 じ當 の外网 人が 驚 吃しても 化 おついて もげ 本人の 特 をの 化生 觀は仲 

♦みらない の だ。 

甲 •化生】 かを 饒 つて 日. 本人から 質問し だ 場合 英米人は なんと 答へ るで あらう か。 
乙 •前例を 逆にして ホの 如き 問答と ならう。 


日 木 人 …… 「我 軍は 敵を お 見す ると 「しめた」 とぶ ひます が 英米 軍は 日本軍 じ 遭遇 
したら どう 思 ひます か OJ . 

巧乂人 …… 「しまつた と 思 ひます。」 - 

日本人 ：… .「我 軍 皆 大君を を 捧げ まつる ことを 無上の 光 榮と思 ひます、 英米 軍は 
どうです か。」 . ' 

英米人 …… 「英米 じは をう しな 中 ふが ありま 甘ん •だから 英米 軍人 中には チャ ー 方 
やン ー ズヴ ユ^卜の 爲 にがを 拾て やうな ど 思 ふ ものは 一人 もないで せう。」 

旧 太 人 …… 「我が 軍は 右へ 行けば 化 > 左へ 巧けば 生き 得る とい ふ岐 がに 立つ 化 場合 
右へ 斤く ことが 國の爲 と 思へ ば 例外な く 右の 方へ 行つ て 巧を 求めます が 英米 
巧は どうです か。」 S 

巧 米 人 …… .「英米 軍は 例外な く 左の 方へ 避けて 生 ふ 求めます。」 . 

日本人 …… 「我 軍は 過去 二十 餘間ま 夜 兼行のを 訓練の 爲お でも 目が みへ ますが 英米 
軍は どうです か。」 
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巧 米人ィ ...，•.「英米 軍は ぶ. 間は 休息の 時間と なつて 居ります ので トランプ •レ n 1 ド* 
一‘：. 'ダンス 等に 耽つ て 居りまず から •夜戰 となれば} 寸 先、、 が おへず 进も巧 口し 
，ます。」 ^ 

日ホ乂 …… 「日本軍の 强 いのは 單リ 軍隊の みがつ よいので なく 瞬 民を 體 がつ よいの 
です が、 英米は どぅです か。」 ‘ 

巧乂人 …… 「我は 我れ、 人は 人で •一線と 銃後な をく 別物で 戰 場を 逃げ 化せと いふ 
人 すら ざら じあります 〇」 

巧 V ユダ- ャ 民族 ル あとが お 動向。 

を •ユ ダャ 民族は 西紀 前約 一四 00 年 前より】 二 00 年の 間 メソポタミァより パ：^ 夕 
チ‘ ナに 漂着した 遊 かの セム 族で あつて をして をの 大部々 は H デ プトに 渡り 一時 奴隸 
の. 墳巧 じあつ 九が 間もなく モ .1 ゼじ率 t れて 「出 埃 太」 となり 曠野に 彷檀 ふこと 
四十年にして西紀前 ー ニ五0年頃モーゼの後媳まョ ン ユ ァの指揮下にパ ン スチナに 
歸り サゥ グ 及び ダビデ ヲを 平定し 西紀 1 000 年頃 ィスラ H ^ 王闽を 建設 甘る も 


い 


巧 巧、 な 


が 支族 禪の教 巧なる 葛藤に 依り 其 王 巧は 二々 され 南 化 二王 閣夕 淫設 したる も 約 半 世 

紀 をが でず 其 一つは バビロニア 王 じ 化は アブ ン リア 王に 征服 をれ でし まつた。 

、而 して 其 等 ユダヤ人の 多くは 征服 留へ 移を された のでぶ つたが 更に 其 後 アッ ンリ 

アホ圃 を 倒 壌せ しめた バ心ロ ニア 帝闕が 叉べ 八 ンア王 じ 征服され た爲 バビロニアに 

囚 はれ •てゐ た ユダヤ人ら 釋 あされみ 種 商業 智識を たづ さへ て 故 地に 歸 還した ので あ 

5 •巧 庭で 斯る歸 還 者を ユダヤ 人と 呼ぶ に 至つた もぶ で ユダヤ 人の 歴史が 化 處じ游 
» . ^ - _ 

醋 せりと 傳 へられて ゐ る々 / 

• 八. - J • 

诏來 彼等は 國家 なく 種々 のを 害を 受けた。 ’ 

クィ リアム、、 ゾ ミグ トンは 西紀 二十 年から 一と 四 五 年 迄の 間 ユダヤ 人が 欧洲を 闽 

から 追 か をれ たこと 五十一 回 虐殺 十一 一一 巧の 歴史を 持つ と 紫まして 居る ことょり ず ホ 
1 - 

ぶ 彼等が 幾多 巧た の 運 かにが たされた かが 追想に 難くない • 

- 

而 かも 追放 や 虐殺を 受けた •ユダヤ人は 隱あ 結束を 固めて 復簿に 巧る ことが 常 で- 
か くし ズ歐 洗の 巧の 歴史は ユダヤ人と 化 民族との 復懲の 連鎖 だと 言 はれて ゐる何 


. と., 


Mr 


6 巧 思 


も 2 




イ r 


故 か？ これ じは 二つの 原因の ある ことを 見逃して はならない '其 I は 欧洲 人は 個人 

本 化で 所謂 ば バラ バラ 的 存在で ある 其處を ユダヤ人は 化 ふとい ふこと である •即ち 

ユダヤ人の 團 おと 相互扶助の 强 みが バラ バラで 個人 本位の 他 民族を 巧 伏さ 甘て 支配 

的 地 化に 立つ ので ある •ユダヤ人が 熙米 人を 輕視 する 原因 もこ こに ある、 乍 併、 ユ 

ダヤ 人の 斯る支 お 力は 自己 本 化で、 人爲 的で 嚴 かなる 天理から 脫し 得ず 之が 爲ユダ 

ヤ 人は 何時も 元 も 子 もな くして しまぅ ことが 其 二で あつて、 かぅ した 理由より たへ 

ず 民族 聞の 巧爭 が展閱 される ので ある。 

/ 

甲 •ユダヤ人は 如何なる 性を の 民族 か」 

乙 •ユダヤ人が セム 巧で ある ことは 巧述の 通りで ある 從て ユダヤ人 をからん と 甘 ば 
ホム 巧を 離れて 理解し 難い。 

アラビアの 沙漠を か浪 して 居た セム 族は 牛 羊を 追 ひながら 時々 交み のた め スメ 
方巿 においた そして 彼等は 女み の 小利を 棄 てて 掠# の大 利に 走つ たかくて 彼等は 
か漠の 負み 業まで あり 同時 じ 掠 おまたる アブ ババ 的が 商と な •つたので ある •セム 


巧/ 


巧が スメ 八を 征服して 建設した バビ n ニア 帝闕は 商業 的帝閣 であつ たので 其 商業 

.巧 達との 共に 六 十進法を がて する 貨带 制度が 創案され たので ある •從て 金融 事業 

.12^ 等の 得意と する 虔 であつ て 今日の 銀行の 先驅 は此處 にある とが へられて ゐ 

る •パビ ロ ニアの 王子べ 八 シャザ ー 八が 羊毛 代金を 一 商人に 貸付た とい ふ 記錄の 

如きは ホム 巧の 旺盛なる 眷利 ふを 典 味 深く 物語つて ゐ る. マ 例で あろ。 

がくの 扣 くして 貿易と 掠を、 商業と 侵略とは 永久. に セムぶ 文明の 特質と なつた、 

■ 

之 等は 嫌媒 なる ユダャ人の 特徴た る 極端なる 巧 利 的が 他 性 不同化 性と 結びついで 
ゐ る、 而 か. も 之が セム 系 文明の 特質で あ.々 從て又 近代 ョ ー ロッパ 文明の 特質で も 
ある •然 ればョ ー n ブパ 文明の 今日の 巧 詰々 は 其 根源を かかる セム 系傳統 じ存す 
る もので あらぅ ことは 容 みに 首肯で きる ので ある。 

甲 •ユダャ人の 守護神は 何で あるか。， 、 

乙 •.彼等の 宗 おは 一柿 おた るユ ダャ敎 である •フ プラィ 語では ユホ パの 神を 守講神 
として 信仰し そんて 其 思想は 獨巧 的で 我等 こを ユホバ の 選民な りと 自 化し 巧を 能 




, 
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の 一 神の 冥 巧と メンア .の 出現に ょる 世界 征服を 夢想して ゐ るので ある。 

巧 •世 巧 じがけ る ユダヤ人 のか 布 狀况。 • 

こ •アメ ブヵュ ダ ヤ 年ち に徴す るに 世界に 於け る ュダヤ 人口 線 おは 約 一千 巧 百 十 
八 萬 一千 お 人であって 其中ョ '1 ロッ パが 約 九ち 一二 十九 萬 四千 餘人 アメリヵが 五な 
一二 十四 萬 一一 一千 お 人 アジアが 八十 一 萬 五 千 二百 餘人 アフリヵが 六十 萬 一 百 お 人、 才 
J 夕 ，トラ リアが 二 萬と 千 お 人で 我が アジアは 世が 總 おの 五％ 餘じ當 る。 

甲 •.日本には どの 化の ユダヤ人が 居る か。 、 

こ •約 一一 千 人で あると 言 はれて ゐる •之は 權威 ある ロンドンの ジュィ ブンュ クロ ク 
< .お 巧の ユダヤ 年 おと 一致して ゐ る。 然し 日本人に して ュ ダサ 思 お 抱 持 者が いく 
ら居 るかと いふ こととは 別問題で ある。 

甲 •'ユダヤ 問題が 我 聞 じ 始めて 公然と 鄉 々された のは 何時頃 か。 ’ 

乙 •，一大 お 十 年々 月 東大 助を 巧 今 井 時 郞氏發 表の 「所謂 化界的 秘密 結 お」 で ホ じ 大正 
十；. 一年 一月 陸軍 大學巧 巧 語 敎お巧 口 お 之 か 氏 お 表の 「裏面ょ 少觀 たる 西 伯 种亞事 


情 等が 始めて だと 言 はれて ゐる ‘ 、- 
•其 後の 経轉 はどぅな つて 居る か。 

•爾 來學界 •ぶ あ界 •政界 等じユ ダヤ禮 讚を 处至 無批判なる ユダ个 抱擁 慈ち 論 ま 
等 巧で 特に お界 には ユダヤ 追随 主義者が お出した 更に 彼の フリ ー メ ー ソンの 外が 
闻歷 であり 拜 かま 義 をの 火ッポ であると. さへ 評 ろれ た タリ 俱樂部 (前身は. 西 お 
。— タリ 俱夕 部) 目 本 ペン 俱樂部 (前身は 西 お ペン お樂 部) 與化 曾ての 昭和 硏究會 等 

には 相 當數お 令 上流 まが か 入し でゐた f . 

.•ユダヤ 問題が 危險視 をる る 理由。 

r ユダヤ 民族は 前述の 如き 性格 じ 加へ 德體 にな 產 者で なく 寄生 军を簽 章 

ある •即ち 牠 民族 じ 寄生し これを 捣 取す るの 外 生活の 道を 知らない 民族で あつて 
目下 巧 伊は 巧當 徹底せ る. 反猶 ながを 確立して 居る と ある •從て 今次 獻洲戰 爭に於 
て 巧 ホが 最後の 勝利を 獲な ばョ ー ロブ パ ユダヤ人は 身を 置く おなきに 至る ァメ 
ブ 々又 有力なる 反 お 運動が 底流して ゐ ると 言 はれる。 • 
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されば とて 彼等は 未開の 地を 開な して 新 天地を 創造 するとい ふこ ふは 寄生を 巧 
の 特徴 じ 兔み爲 すと ころで ぶく かく なれば 彼等は 一 體何處 を 住家と すべき か •結 
局 東亞 移住が 必至と されるな らん.、 現じ 最近 ユダヤの 指導者た ちが ユダヤ人 五十 
萬の 滿洲 移住を 企てた 敗した 巧 も あり 更に 支那 事變巧 上海に 於け る ユダヤ人の 刹 
到は 一時 恐るべき ものが みつたと いふ。 、 

かくの 如くん ば 今後 東亞に 於け る ユダヤ 問題が 蹇に 重大な ろ 民族 問題と なる 危 
險牲が 多分 じある •ー ホ 斯界 入 文化人が 查く ユダヤ 勢力 じ 浸潤され てゐ ながら 之 
を替戒 する の 用意な く 從てユ ダ ヤ硏究 は學界 ともおが 薄く 其立證 方法 も 立論 表現 
も 極めて 不手 巧で あつた ことは 事情 已むを得ない ことながら 不幸な ことで あつた 
と 言は ねばならない。 . ' 
をに を ふべき は 其 本質的 問題で ある、 一部には 在日 ユダヤ人が ド^ 買を やつた 
とか 密輸を やつた とかを 「恐るべき ユダヤ 禍」 として 取 あつて 居る 向 も あるが 其 
樣な些 未な こととは 達 ふ 即ら巧 「恐るべき ユダヤ 禍」 とは 我 間民經 巧のを 趙が機 


.が 


宿な 巧 


構 的に ユダャ 岡 除金觀 資本に 從巧し 其の 意のま^ 巧 かを 制せられて 居た ことが な 
.想 じまで 浸潤して ゐる ことで ある。 

をれ なる じが 述の 如く ユダャ 問題が 等閑 視 されて ゐる ことは 極めて 危險と 言 ふ 
可く 時代の 様 巧と 照し 不可々 的に 熟ち ざれねば ならない からだと されて ゐ る。 

巧 •フリ 1 メ*— ソンとは 何 か。，， . 

乙 •フリ ー メ ー ソンは 困 瞭が密 結と 解され てゐ るが 其正體 じついて は 甲 論こ駭 では 

つきり と 巧 まれて ゐな いが ホ權咸 をは ホの 如く 言つ てゐ る。 

フリ ー, メ ー ソンは 其 外巧齒 瞳と 同じく 世 巧を 幾 十 かに 區 割した 怪奇な おおと ぞ 

盧を 有する 「地下組織」 の 留體で 其の 例と しては 赤色 帝國 主義が をれ である、 フ 

リ ー メ ー ソンが お實 なる 歷お的 存在と なつた のは 十八 世紀 初めち で 其の 場所は 英 

/ 

國 であつ た、 これは 反を お 的なる 啓蒙思想の 鬼子と も稱 せられる 一種の 代用 宗あ 
の お 格を 帶 びた 怪奇な 半を 開 秘密結社で 人道主義 的 陰謀 結社で ある、 之 じは 最近 
まで 英闽系 及 大陸 系の 一一 系統が あり 前 まは 巧國の 世界 侵略な 策のを 巧を 爲し後 ま 


は フランス •ホ 色 ソ聯の 支柱を なして 居た •マ^クス ホを の 開祖 マ^クス もュタ 

■ • 

ャ人 である ことは 周 かの 通りで あり - . 

フリ ー メ ー ソンの 純 ユダャ 秘密結社を プライ •プ リスと 言 ひ 現在 アメリヵに 本 
部を 有して ゐろ •フリ ー メ ー ソンの 地底 組 掃 じついて を 目す ベ 式-は 「聖書」 と 「挪 
お」 と 「洞 {八」. で化裝 具の 意義を 認識す る もの S みが、^ 1 ズヴ ュ^ 卜 •チャ ー 
チ 方、 イン デン、 ブ f ゥイ ノゥ •おかおの 行動を かつて 居る ので ある •をして 此 
地底 勢力は 偉大な もので 英米 的を 權 政治 も •唯 物 思想に 立つ 赤色 政治 も、 重度な 
锥も此 地底を 力が 支 おして 居る ので ある •地底 組織 じは 「大 救急 信號」 とい ふ も 
のが あつて 此信 就を 受信した ものは 萬 事を 镑 おにして 救援 じ おかねば ならの 盟約 
となつ て 居る ので ある • * . 

而 して 此 おせの 目標は 何かと 言へ ば •世®^ 命の 手段に 依る 世界み 和圃 の建讓 
である •巧 巧聯 照は 化實 現の 爲じ同 結社 負たり し クイ 八 ソンが 一役買つ て 出た も 
のでみ る。 



上述の 目標と 手段 じ 適合す る 限りに 於て は 如何なる 方法 も 採用され、 從て阔 巧 
主義 思 あが 勃 典す ろと 見れば 「闽民 政府」 の 名を 借 稱し义 民族主義の 風潮 じ際會 
しては 「民族 巧 立」 をお稱 する ので あろ •そして 化 巧 得べ くば 世界を 攪谢 しやぅ 
とする ので ある •從て 彼等は を 次 世界 邸亂 にがても 反 樞軸國 の弱體 化が 望ましい 
と 即時に 樞軸閣 の 弱 體化も 望ましい のでる る」 と。 

。.兎に角 地球を 触む 惡 巧では るる。 ，. 

甲* 今み 大戰 じがて 英米 崩 壌 巧を 敎 ゆる もの 
ユダヤ人 じある と 云 ふが 其 根本的 理由 如何。 

乙 > 巧 伊を 除く 今日の 欧米を 國が 所謂 「二重 國 家」 である ことが をれ である 「二重 
國 を」 とは 今日の 英米は 巧の 英米人 國 までな く ユダヤ カなる 冀面 勢力 じよつ て 支 
おされて 居ろ ことを 指す。 ' 

凡を ユダヤ カじ繫 がると も 巧るべき 今 ホ大戰 は戰署 的には 戰線 纔大と ゲリラ戦 
じ 巧る 長晓截 化で あ々 •政治的 じは を蹈 じ化會 革命を おを しめ 政體を 漸次 崩壊せ 
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しめんと する ことが 彼等 ユダヤ人の 姐で ありを に ユダヤ 謀略の 信條 たる ィ民巧 巧 

がの 破 壌に がる 唯 物 化 n 階級の 對立 化、 ノ 不和 戰術二 眞實の 歪曲 化 ホ 他 民族の 面 巧 

依存 化?' 道義 责 巧の 歪曲 卜兩建 主義に 依る 利己 要請 チ觀 察と 網 巧の 末來 指向 リ圓 

體 のを 定 t-T 個人と 西 まの 對立八 言論 靴 關の獨 占 的 動員に 依る ユダヤ 化ヲ】 巧の 巧 

取 等々 である、 而 かも チヤ ー チ グや八 1 ズヴ ユ グ 、卜は 其 裏面 巧 力た る 元 網を 捏る 

ユダヤ人の 愧化 であると 言は るるに 於て は、 がくの 外は ない。 

米 西の リンド パ ー ク 大佐 夫人 アン •モ nl は 其 ま (末 巧の 化) の 一節に 曰く 「火 

1 ズヴ ユグト I 破は 米 因に 侵入 せんとす る ド ィブの 機が 化 部 除に おして 防禦を 固 

ゆょ と 蹲ぶ が 其 前に われらは 巧ぐ る 第一 次 世 ホ 大 載な 巧 凡ゆる 民主々 ま 巧が 巧を 

れて來 た 巧 類と 弱 體と营 目じ教 して 面 ふべき である。 

% 

われらは 現在 空 おの 危險 よりは 摩ろ 歐洲に 不幸を 巧 巧した と 间じ狀 態から 巧た 
危 險に躁 されて ゐ る」 と 悲痛な 叫びを して 居る が 此が顏 と 弱 度と 旨 目が 現今の 獨 
伊な かの 歐 米に 一貫ず る 現象で をれ が 所謂 「二 蛋國 家」 なる 歐 米の 巧を 巧で ある。 


ク / ド *へ 1グ たをた、0斗，少ょ W 1 で ゲ M が 卜 に淫 、‘たいゥ 
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甲 > .リンド バ ー ク大佐 夫人の 叫びは^ 1 プヴ エ グ トに灌 いたか。 

こ、 ブンド パ ー ク 夫人の 叫びは グ ー ズヴ ユ 八卜 にして 見れば 啸 話に 等しい ものと し 

て 受けた であらぅ。 何故かと 言へ ぶ アメリカの 識者 中には 合 ホ國の 今日 あるは ユ 

ダヤ 勢力が ある 爲 だと 考へ從 て アメリカニズムを 呼ぶ ところの ものは 貴は 蒸 沼を 

れた ユダヤ 精神に 外なら ず^ 1 ズゲ エ八卜 自身が 又 ユダヤ 的 思想 抱 持まで あ々' 

.して グ 大統領 榮化 一二 巧の 巧 得 も ユダヤが 間の 力に 負 ふ處歡 からず 更に 大統領 夫人 

エリナ ー は ユダヤ人 ょりお 巧の かく 慕は れ從て 夫人の ユダヤ人に 對 する 裤感 のが 

、は 巧の 外 篤く 今次 大戰じ 至つても おおした ユダヤ人 子弟の 菱 護の 爲大 々的會 員を 

募集した と傳 へられて ゐる •が 之^ 1 ズヴエ 八卜は 大統領 一二 選 お爐邊 談話に 於て 

「アメリカは 民主々 義の 巨大なる 兵器 巧で ある」 と 表明し‘ 而 して 巧 背なる 英米 共 

■ t 

间 宣言 すら 行つ て 居る からで ある。 

甲、 火 1 ズヴ エ作 卜は ユダヤ人 か 

乙 •八 1 ズヴ ユ^卜は ユダヤ 人の子な なりと 言 ふ もの も あり ホは セム 巧の 第二 世 だ 


巧 巧 
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とも 言 はれ y ゐ るが アメリカでは ユダヤ人と々 トリ ブク敎 徒とは 大統領たり 得ず 
との 不文律が 存 する ことよ々 して^ 1 プゲ 卫^卜 をが て 直ち じ ユダヤ人と 看做す 
ろ ことは どぅかと 思 ふ* 而 かし 生 巧ジエ ー ムスを 中 也と する^ 1 スゲ エ^卜 一 ま 
と ユダヤ人との 關 係が 極めて 淺 からぬ ものである ことは 事實 だとされ てゐ る。 

甲 •ユダヤ 主義と 歐渊 樞軸國 をとの 關係 

乙 •ヒ ブト ラ ー は 前歐洲 戟爭時 ユダヤ人の 魔手に 踊らされた ことを よく かつて 居る 
し 父 今 ホの 大戰 に對 しても イ ，キリス， アメリカ •フランスの 一二 闽は闽 なき ユダヤ 
•人に とつての ム 地よ 言 溫ホ である ことよ々 して 今回の. イザ リス、 アメリカ 兩网の 
懸かなる 合作 行獻も 畢竟 其 背後に ユダヤ人 あるとの 觀點 より 今み 大戰は 正に ドイ 
ブ對 ユダヤ 金權 との 抗争 だと さへ 見て ゐる だら ぅ •故に 一九 S 九 年と 月 イザ リタ 
の お ドイツ 宣 戟布吿 に對抗 して 曰 X 

「ユダヤ人の 反 ドイツ お 動 こを イザ リス 並 フランスを 驅 つて 對 ドイツ 宣戦に おか 
しめたので ある-と 宣 音し ホで 昨年 五月 ナチ 黨宣傳 部長。 1 ゼンべ^ グも义 フエ 
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少キ ッンエ 八-ベ ォバ 、ノタ I 紙上 じ 於て 「ユダ ャ金顯 が閱は 其を 力を 擧げ て獨を 
じ 宣戦した 之は K イブが ユダャ 金融 围 家の 巧 裁を 巧 破し ドイッの 文化 並 じ ド イブ 
の 過去を 巧ず ものを が遂 したから である ド イブに 對 して 今日の 宣戦を 爲す ものは 
即ち ユダ ャ的イ V リス 的 利潤 慾に 導かれた ま 本 主義 的 十九 世紀で あり ドイッの か 
方じ立つもの^^^ち目覺めたる二十世紀である」 と言明してゐる。 

更にべ グリン 特派 記を の傳 ふるところ によれば 
「ナチ スド イブの 考 へでは 西歐 文化は ユダャ 文化に 餘リ にも 毒され てゐる 欧洲を 
これな 上 西歐の 支配に 委ねるならば 歐洲 文化は 結局 ユダャ 文化の 支配に わかれて 
沒 をの 一途を 辿る ばかり だ •かくて ド イブ 人の ユダャ 民族に 對 する 悅惡の 强烈さ 
は 未だ ュダャ 人の 害を 被った 經驗 のない 日本では 想像 もっかな いし 理解 も 困難 だ 
が ドイツ じ來て 始めて 知る ことが 出 巧る 前歐测 戰爭は 戰敗閱 としえ ドイツ 闲 民が 
塗炭の 苔し みを なめた 當時 政界 •財界を 牛す りち 利を 博して 豪奢を 極めた のは ュ 
ダャ 人で あつたを の當 時の ユダヤ人に 封す る怡 しみは ドイツ 巧 民の 脱裡じ 式」 ざみ 
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こまれて ゐる この 阐 民が 情を ± まとして 成長した のが ナチ ス 運動で あ々 從 て反ユ 
ダヤ思 おが ナチズムの 根本 思 あとな つて ゐ る。 ‘ 

ドイツが 軟洲 大陸に 於け る 戰爭に 勝つ て 歐洲の 現 獲を 握る ときをれ は 必然的 じ 
巧 研からの ユダヤ 勢力の 一掃を 伴 ふ もの だ。 •、 

すでに ド イブは 其 占領下の 諸國じ 於て 眞 ホに ユダヤ人 問題の 解かに 手を つけた。 
要するに ドイツの お 秩序は 反 ユダヤ 主義を 度外視して 考 へる ことは できぬ 一二 巧 
同盟に ょつ て ドイツと おんだ 日本は 化 ドイツの だ ユダヤ 主義と ユダヤ人 其の もの 
.をょ く 理解して かからねば ならない。 、 ‘ 

巧と なれば ドイツの 戰は ユダヤ 的な 一切な ものに 封す る戳 であ リ此 ドイツと 日 
本が おばれた 限り 世界 じ 散らばる ユダヤ人は 其 金力を がて 結局 日本を も 政と する 
であらぅ からだ。 

日本は ユダヤ人に 對 しての みならず 如何なる 他 民族に 對 しても- < 種 的 お 惡を持 
つたこと はない がユ •タヤ 民族が 唯一の 武器と しての 金 獲 主義 (金力) がすべ てを 义 
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配 するとな す 思想は もともと 我が H 本 民 巧と 巧 容れぬ もので あつて この 思想に 對 
しては ドイツを 待つ まで もな く 徹底的に 戰 はねば ならない」 と 
巧、 ユダヤ人は 戰爭 じどん な 手を 打つ か。 

を •伊太利の 「八ブ アブ チト」 とい ふ 乂の回 お錄じ 「日露 戰 争の 始まる 前 フランスの 
ニユ I ス會議 に 世界を 國の 要人が 列席して 日露 閣 交には 危驗 はない と 見 おを つけた 
が をれ から 巧 もな く フランスの ユダヤ 財閱 から 「日を 戰爭 始まる」 とい ふ 通報が あ 
つたが 果して 戰爭は 始まつ た實に ユダヤ人は 一阐を 相ょりも 阐 なに 通じて 居る」 と 
述 僅して ゐる とかなる がられ 带 ユダヤき 本閱は 世界的な スパイ 網を 張り巡らして ゐ 
る、 又 ユダヤ人の 秘密結社 とも 目せられ て 居る、 「フリ ー メ ー ソン」 は 前歐削 戰爭開 
始前 にあの 導火線と なつた 「フ H . 作 デ ナン ド 太 公」. が 暗殺され る 前に 旣に 「フエ 方 
デ ナン ド 太 公 皇位に がく 前に 巧ぬ」 とお 表した をぅ だが 果してが り、 して 見る と畢 
を 前 大戰の 導火線は ユダヤ人 にょつて 豫吿 をれ てゐ たと 言は ねばならない。 

而 かも 前 大巧に ユダヤ人を 利用し を こなつ た、 ヵイ ゼ 八は 敗れた ではない か、 衷 


V 


« なお 


% 


雄 ナポ ン オシは ユダヤ人を 利用し あれほどの 大 仕事に 成 巧した が 後には ユダヤ人 じ 
寢 返りを 打たれて 遂に 失脚して 居る ので ある。 

斯様 じ ユダヤ人の 勢力は 非常 じ 大きい もので 世界の バランスは 彼等が 主力と なつ 
て 操つ て 居る ので ある、 で 常に 何 おかに 戰爭を 起さして 一儲し やぅとの 手を 打つ の， 
である 其 一例と しては、 ノ ー スト 系の 新聞が ある • up、 AP •等 皆然 りで 兎に角 世 
界中 のま 要な 通信網を 握つ てを して をれ じょつ て 戰爭を 煽動す るので ある •戰爭 さ 
へ あれば 儲かる と 思 ふから だ、 前 大戰を 焚きつ けた 裏に ユダヤ人が あつたく せに 平 
巧 會議の 裏に も义 ユダヤ人が あつたの である •今 ホ 戰爭を 勃 おさした の も 义 ユダヤ 
人で あつた 事は ヒット ラ ー 洁 がが 屢 宣言され て 居る ことで あり* 獨 伊の 强烈 ななお 
■を 策が 之を 裏書して 居る ものである ことは 旣述の 通りで ある。 ‘ 

ユダヤ 問題を 考へ ると ソ嚇の 共 產黨の 問題が 自ら 解 巧す る •ユダヤは み產 主義 じ 
ょつ て 世界に が戰 して 居ながら 一方に 於て は 戰爭を 嫌つ て 平和を 昌へ るので ある • 
こぅした 兩巧 端で 世界を 掩亂 する ので ある。 


斯樣に ユダャ 系統から 來る 思想と これに 絡な •絕濟 的終蜡 性と が 未 恐ろしい 火 敵 
で此 流れを 吸む もがに 我等の 敵 ィザ リタが あり アメリヵが ある 場 冷 じょつ ては 獅子 
身中の 虫が 巢 をつ てゐ ない とも 限らない ので あらぅ。 

、中 困 共を 巧は 如何に 暗 おする か。 

• I ’ 九 二 云 年の 第と 回 n ミン テ グン 大會の 結果 •戰 術の 傳换 後に 於け る 彼等の 宣傳 
は 目立たず 微妙で ある、 みに 彼等の 謀略は 巧妙に して 恐るべき ものが あるので ある 
じ拘 らず阁 民が 之を 巧く 知らないと いふ ことは 不幸な こ. とで あると さへ 言 はれて ゐ 
る •をして 又 現じ 日本が 一番 困つ てゐる 北支の 治安 攪亂の 常の 相手 だから じは 其 貸 
相を 巧內 にもつと はつき りさせる 必要が あるので はない かと •斯様な 理 で一說 には 
今 例へ 蔣 かおが 南京へ 和平を 申 をんでも 化ち 那新疆 省等廣 域に 巧を 下す ホ產 黨を赖 
討 せん 限り 浊も 支那 事 お 處理は 言 ひ 得ない との 觀點 ょ々 識者は 之を 重要視して 居る 
ので ある。 

阿み 彼等の 宣傳ホ かは 底流に 合流 場面を 利用す るから 非常 じ わかりにくい 從 つて 
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捕まへ て 蘭 ベても 仲々 共產 主義と いふ 證據が 畢らず •をれ ホけ 樓换性 も あるので あ 


今中國 共を おの 內 幕に 酣し報 導され てゐる 一、 二を 拾つ て 見る と义の 如き もので 

あ ミ 

一 通貨な 策 •物資 政策に 於て 相當 生きた 謀略を みつて 居る ことで ある。 

其 一例と しては 化 支那の 嚇銀 おは 0 本の お 力お團 から 品物を 買 取る 場合に のみ 使 
用し 自分のを 力 おおでは 使は 甘ない ことで ある、 從て自 々の 巧 力お留 では 別な 紙 
巧を 大お 四つの 主なる 共產 巧の が 行に 巧 行させる •をして 僻々 日本の お 力 お函か 
ら •品物を 買 ふとき には 跪 銀 券を 引み へて 必要な も；^ を 買 ひに やる •つまり 自分 
の 方の 必要な ものは 出さぬ とい ふやり 方で ある、 從て 品物が こちらょり' も 比较的 
巧潭 であると いふ こと もな じある ので あつて、 斯様に して 日本の 經巧 工作を 妨害 
して 居る ので ある。 

ニ ホ じ 共を 工作 じは ァ^フ ァベ ブトで 支那 語を 傑め る 運動 も爲 されて 居る と 言は 


巧 


巧 想 お 


れ 、其 他 女 商 丈のを 剣な お 劇 活動 も 行 はれて 居る らしい ので ある。 

ゴ ホには、 支那 共を なのぶ お 謀略 宣 傅の 中ム學 校と なって 居る 巧 安の 「共を 抗日 
大學」 であるが 此 おでは が 日が 育と か マ^クスの 理論 戰術 をを 得する ので あ 


る_ 


而 して 共を 祝日 大 をは 支那 靑 年の 憧れの 的であつて 一時 應募 まが 一日 五 萬 人 も 
あつたと いふから をく おくの 外は ない •從 つて 入所 者は 嚴選 主義を 採り 濫りに 採 
用 しないの である。 • 

其 化 幹部 養成 學巧 も澤山 ある •では 共 產黨の 思あ宣 巧と いふ も かを】 體 どぅい 
ふ 力で、 抓 何に 抑へ るか これが 我 國並化 支那 當 局の 最大 關也 事で あるが、 本 巧 的 
な問留 としては あおに 對 がする 爲 には、 をれ が 上の 思 おを がて 巧く ょり 外にを が’ 
ない とそれ ている。 、 

邮更じ 彼等の やつて 居る 思想 謀略で 警戒す べきは 科學 主義 — つま々 日本が 今を 
困を 擧げ ての 巧學あ 巧と いふ 波じ乘 つて 閣植 明徵 とか 日本 精神の 涵養と かいつ て 
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も をれ だけでは 話に ならぬ ので あれば もつ と科學 的で なければ ならぬ」 ととい ふ 
やうな 思想 運動が をれ である。 

此巧學 的と いふ 態度が 日本の 新 建設の 思想 體 系の アンチ テ ー ゼ であつて これを 
ぐんぐん. 引伸ばして 行けば、 そうい ふ 素地が 巧て 來 ると 言 はれて ゐ るので ある。. 

今一つは 「ヒユ ー マニ ズム」 である •これは 一、 見誠實 にやつて 居る 仕事で も實 
巧には 敦巧 方が 逆さまに なつて ゐる やうな 結果 じ 導かれて ゐる ことで ある。 

更に 彼等の 姐つて ゐ るのは 軍 官民 離闽 、厭 戰反戰 思 お、 樞軸 離間策 動で 今後に 
於け る 之 等 思想 動向は 嚴に警 巧を 要ず る もので あらう。 

巧 > 重度は 思想 的に どんなに 變 化を 巧し つ/' あるか。 

を •新聞紙の 報ずる 處 にょれば 支那 事變勃 あが 巧に 於け る 日本の 努力に も おらず 支那 
人には をく 戰爭の 理念なる ものが 徹し V ゐ なかつ た、 日本は 支那 人を、 敵と する もの 
でな く 「東亞 永遠の 安定 確な」 の爲 己む を 得ず 抗目蔣 政權を 膺懲 甘ん とする もので 
みつ y をの 姐 ひは 其の 巧 元を 爲す 英米 勢力を 東亞ょ リ驅逐 ずる じある の だとい ふ 戦 
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爭 理念が 殆ん どの 支那 人の 實威じ 受けを れら れてゐ なわつ た、 偶々 巧る 戰爭 理念を 
耳に する もの も •「でも 白 本の 爆を を 受けて ゐる ものは 自か 達で 米英では ないで な 
いか」 とい ふ 風 じ 誤々 傳 へられ V ゐわ •然る じ大 東亞 戰爭 が 來 日本の 眞の 敵は 米英 
であると いふ 現 實の證 明を つきつけられて ょりお々 じ H 本の 戳爭 理念が 闡 明され つ 
つ ある •最近が 日陣營 じあ々 て 評論家と して 活躍して ゐた 「陳友 仁」 は大ま 亞戰爭 
の 勃興を 知つ V 次の 如く ふ 境を 洩 して ゐ る。 

「ん ，迄の 戟爭は 日本と 支那との 戰 であつた •この 時期に 抗戦を 主張し H 本 じあ 
抗 する ことは 當が であ々 正し かつた •然るに 今や 事情が 違 ふ •日本は 東亞の 侵略 
まで ある 英米を 敵と して 開戰 したので ある、 抗日 運動は 即時 停止すべき である」 と 
其 主張た る や 日 支の 同 甘 共を 迄み 行かざる も反馨 がしと せず。 

又 近くは 祝？！ 論まで あつた 支那の 或靑 年は 

「支那が 日本の 攻を じ對 して 飽迄 抵抗す るのは 團を 亡ぼさない 爲 である •而 かし 
日本が 東亞 じ 於て 英米 じ對 おし 解ない 迄國 力を 消 おする ことを 香々 は 希望して ゐ 




がるので はない •何な なれば 日本が 東亞に がて 實力 をを えした 場合 お 巧 甘る 支那は 
■英米 ソ嚇の お あ 下に 益々 植民地 化され、 而 かも 其 弊害は 事變 前に お 培す るで あら 
ぅ、 だから 吾々 は 日本が 英米に 勝つ ことを 希望す る •又 日本の 實 力を が存甘 しめ 
る爲 じは 適當の 時期 じ 事 變の結 未す る ことを 期待して ゐ る。 

をれ は 吾々 のみでぶ くム ある 重度 人の 巧で ある。」 と •• 

..斯 くの 如く •抗戰 陣眷の 動 搖に伴 ふ 思想 的 反響は 大きい 波が となつ てが ホを « ず 
えで あらぅ ことは 想な じ 難くない、 之 蓋し 「希望な き 抗縣の 永遠」 と大 東亞が 爭の 
お 展じ伴 ふ 「抗戰 思想の 分裂 作用」 を 意 おする もので あつて とりもな ほさず 重を な 
巧の 抗戰 低下を 裏付す る もの じかなら ず。 

ザ、 支那 民 ホへ 戰爭 理念が 浸透す る B は 近 i わ。 ’ 

‘ 乙、 谷水 大每 上海 支局 長談に 依れば。 

巧. 「なじ 部分が には 浸透し つ、 あるが 而 かし 重度 下の 民 ホは 巧 重なる 言論 統制を を 
篇 け大 東亞 戰爭 がが はれて ゐる こと すら •未だし 知らない ものが 大多お ある 現が で 



ある 而 力し 民 ホの 目に 映ず ろ 現實は 彼等の ム理 を批剧 的なら ずに わかない ので 
米英 依’ を體 勢の 崩 獲は 時期の 問題と なつた •かくして 大 東亞 戰爭お 巧 お まと 百 五 
十 萬 平方 巧の 支那と 四 億 民衆の 面貌が 變 々つつみる ことは 事實 だ」 と 
甲、 を 面 巧 平 促進の 鍵と して 残されて ゐる ものは 化か。 

乙、 王 主席 談 としての 南京 特電に 徵す るに。' 

「を 度の 斯 載ム理 じは 新ら しい 變化 がを つた、 をれ は 我々 は 英米が の 巧 おじ 供 さ 
れて戰 ひつつ あるの だ」 とい ふ 米英 じ對 する 重度の 見方な々 考へ 方が 近來 著しく 
變 つたと いふ ことで ある > 從 てを 巧 和平 促進の 鍵と して 巧され てゐる ものは •日 
本を 依 おさせる • いふ 工作 だ、 之が 爲 には 大 東亞 戟爭の 成否は 中圖の 存亡に 閱 
ずるのだ事を强調しを困民に <;.ブ キ リ認識させることが肝要だ之が又和平エ作の 
巧 本を 巧す 苗巧强 化の ま おで も ある」 と . - 
尙 •谷 蘇 大本 眷 陸ぶ 報 導 部長の 言 案の 中に 最近 重を ょり 困 巧を 府に參 加して 巧 
た 要人 等が 「ま； 巧 側 じがて 最も 危惧され てゐ るのは 日本側の きをに ょる 支那 受ム 





の 離反で ある」 と 語つ たこと を傳 へられて ゐ ろし 义 湯绿內 巧が 度 事 變處理 新 建設 
の 巧を は 善政が かじたい と 言 はれた ごと 等を 綜合して 考へ ると 善政と 大 東亞 戰爭 
かが：^ を敲識 さす ことが' 和平 促進の 鍵で ある。. 

甲 •英米の 深刻なる 敗邊 にも拘らず 蔣な權 の 抗戰專 由 如何。 

こ •米英と 蔣政權 との 關 係を 遮斷 すれば 支那 事變は 解かされ ると いふ 考へ 方は 單純 
過ぎる ので ある •今 彼等が 抗戟 をつ づけて ゐ をと 言 はれて ゐる 事由を 槪記 すれば 
ホの 如きで ある • 

ィ蔣 一派は 一を に 英米に 依存し 窮極の 勝利を 旨 信して ゐる こと。 

.口’ 蔣 自身が 戰 ふこと じよつ て 英雄的 自己 滿 足に 晒醉 して ゐる こと。 

ぺ反搔 •協力 共に 無表情な 支那 お 族の 性格が あらゆる 苦痛に 耐 へる おくべき 强勒 
な 性格と 結びついて ゐる こと。 

二 民 ホを 自己の が 內じ封 じ をんで ゐる こと。 

^ 蔣かおは便宜主義的樂天的第己勢力利用に誇りをもつ支那民おの性格を巧みじ 
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利用して 惡質宣 傳を行 ひ 其方 まとして 米英な 信と ± 地の 巧 大と 人口の 夥多を 利用 
して 居る こと。 

問，、 南方 占領地の 思想 動向。 

を •現地 通信は ホの 如くが へて ゐる 

過般 大每 現地 特破 員が マニラ 德攻 巧を 前に 投降して きた フィ リツ ピン 人に 對し 
「をん なじ 皆が 不服で 投降した いと 言 ふなら ば大擧 して 上官を やつつ け 投降して 
巧たら ょいでは ないか」 と 巧いた ところ 投降 兵は 異口同音に をれ は 仲々 困難で ゐ 
ると いつたを うで ある。 

彼等は 义葫 巧、 スマトラ •昭南 島と 周菌の 地域が 悉く 日本軍に 占領され て 何處か 
らも 援軍の 來や 答がない こと 明瞭で あるに 拘らず 矢張りい つか 援軍が 來て くれる 
もの だと 信じて 居る •斯様に 米 困が 四十 年間に 豆 如 フィ リブ ピン 人に 化 付た 拜 米の 
巧を は巧强 いと 報じて ゐる •こうした 傾向は 蓋し 苗 方 一體の 現象で も あらう。 

甲 •斯樣 に 多年 じ 直つて 培つ た 彼等を 思 あの 匡正は 可能 か。 


. . 
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乙 •南方の 現 住民で ありながら やじは 目 本に 電車が あるかと か 巧 車が るる かと か • 

m 

聞く ものが 歡 くないら しい、 をして 义 日本の 飛せ 機が 飛んで 來 ると 獨 逸人が 操縱 

して ゐ ると 思 ふて ゐる もの も あろと いふ •又 中には 顯微銳 の 様な 精密機械を 示し 

て此 機械が 日本に 巧 巧る かと 質閒 する もの も あると いふ 様な 風で H 本じ對 する 理 

解が 極めて 乏しく 偶々 見せる 彼等の 協力 おは 表面 觀に過 ざざる ものが あるので H 

本、 則 じ 於て は 之を 見て 憤慨す る 人を へ あるら しいが •をれ は 憤慨す る 方が 誤り 

であると されて ゐる 程を あならぬ ものが あるが みして 不可能で はない。 

i . 

德富お 峰 化生は 「平和の 戰爭」 と 題し 次の 如く 述べられて ゐ る。 

「我等には 我等の 與困 ド， ィブ 人ょりも 倍加の 困難が 降つ て 巧る •をれ は 我 東亞 
の隨 所に 於て アングロサクソン 人 崇禪の 陋習が 牢固と して おくべからざる 根を 下 
し 株を 張りて 居る こ. とだ、 をれ はヒ リツ ピンで を マン ー でも 蘭 巧 諸島で も ビ八マ 
でも化有る方面に於て其程度の度淡摩巧はあるが皆然り-^^言はねばならぬ。 
彼等は 自 から 卑しめ 英米人を 崇拜 し^つ ある •されば 如何に H ネ 人が 戦勝 した 


が 
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りと てを はおね 一時的の ことと お ふて ゐる なじ 彼等は おが 流儀の 巧 謂 「而從 腹背」 
で 如何 じ 即今 我 皇軍を 歡迎 したと ス それが 彼等の 我皇 咸じム 服した 證據 とはが か 
じ 断定し 難き ものが ある。 

、ドィツ人の 占領地に 於け る 只だ秩 をと 安寧と を 保持し 利用 厚生の 措置を 施 甘 ば 足 
る 然る じ 我等は をのみ 外に をれ な 上に 彼等を 思想 的 じ 信 撒 甘し，^ るの 道を 講’ かね 

ばなら ぬ、 所謂 ば 平和の 戰爭は 思想の 戰爭 である 

.更に 兎角 日本人は 己を がて 他を 度る 齋が ある •同じく 柬亞の 民族で を銘 々特殊 
Q 性を が ある •それを H 本人 同様 無差別 じ 一視す るは 大 なる I 間違 だ 云々」 と 提言 
さか 思 あ 的に む 服せ しわる 方途を 講ずる ことを 强 調され てゐ る。 

甲、 占領地 じ 於け る 原住民は 皇 化. じ 感激な し 居る や。 ’ 

こ、 砂田軍な顧問談に依ればマ ンー人が皇軍の差別待遇撤悠で日本人と同じ化で化 
事が 出 ホる のを 威 激し 献身的に 働いて 居り をれ は 原住民 程 日本の 兵 豚の 强 い-のと 
其を ± 道 的 統治に 信賴を かけて 居る とかなる 、そしで、 
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皇 化を 自負す る ものは ょ 領地 住民 だけで ない 其 影 攀が實 じ 世界的で ぁる •、ノン 
ボリ ー、 フィ ランド 國 民で すら 「我々 はおは 歐 測 化して ホた がわれ < の 祖先は 

ァジァ 養？ 塞 之 ミ 冒豪大 7 ジ 7 霞に 雄 こい 戰を 挑を 居る ふ 
から 慶祝すべき だ。」 と 
語つ V ゐる らしい。 

ず、 思 お 善導の 考究は なされつつ ぁるか。 

こ、 之には 先づ 多種 多樣の 南方 民 蒙 堯が必 喪 だとされ 我 現冀な 部では ず 年度. 
み算に 一二 百 萬 固を 計上し V 民族 硏究 巧を 設立 せられる ことにな つた 去る 五月 叶 九 
日の 文部省の お 表に も 民族 硏究 所設ホ 準備'^ 員が 證衡 され 本年と 月ょ々 共を 围巧 
の 人種 •塞 帳を 作製し V 養 検討^ 始甘 をを ぅにな つた 事ち 露が 報 導 

の 通りで るる。 

更に 現地 軍曼 窒寞 方策と」 V は 抗日 堇黨奮 分子は 養 蠢し其 代り 

日本の 統治 じ 忠誠を 替ふ ものは 誰でも 傲 底 的に 保護 するとい ム 所謂 巧 新 主 まがれ 


はれて 居ろ。 

•民族的 も 通の 反證 はない か。 ' 

• 乂 東亞 戰 爭が來 英米 軍が U 本 軍に 數ほ ずる お 力と 武器を 擁しながら 敗 化を つづ 
けて 居る あ 本 的な 原因は 巧 族の むの 底 じ 流る る 巧 本 的な ものの 衝突で あつたか も 
知れない ので ある、 をの 一例と しては 米 比 おの お 降 者が 炎熱 街頭で 水を 飮 まんと 
順番を 待つ て 居る とき 此中 じは 米 兵の 將 校が 多 •くさん 居た とい ふから 從て普 逆な 
れば フイん ブ ピン 兵を 押 退けて 米 兵が 徑先權 を 握る 答のと ころ 一 丹 投降と なつて 
は 平等の 觀念 どころ か •彼等 米 兵には 無意識の 中に 日本軍と フイ リツ ピン 軍とは 
同じ 東 お 民族で あると いふ ことを 自覺 して か 米 兵は 頗る 遠慮が ましい 素振りで を 
ろ フイ ブツ ピン 兵の 俊 越を 認めて 居る かの 様；^ さへ 見へ たと 現地 通信が 報じ. て 居 
る ことは 民族的 共通の 反經を 物語る もので あらぅ。 

そして 之 等は が 米の 物 賢的壓 制に 對抗 ずる ホ 通 民族の 自然 的 矜持で も ある。 

，、を 族 思想 善導 上の 要 諭。 
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こ •宾 地域に 豆る 戰後 經替の 困難なる ことは 何れの 觀觀 よりす る も覺悟 甘ねば なら 
ない ことで ある。 / 

巧洋 人の 東洋と いひ 東亞 新 秩序 建設と いひ をれ は現實 から 游 離して 成り立つ も 
のでない こ. とは 之 父 現地 通信の 報ずる ところで ある。 

而 かし 幸に して ま 亞共榮 圈一帶 がわ 互に 東洋人 種で るるとい ふ 共通の 運命は 如 
何に しても 拭 ひまる ことの 出來 ない 巧々 の强 味で るつ て 其 意味で 我々 の 努力に よ 
つては 之 等一帶 民族の 必 からの 祕 和と 谅 力とは 巧して す 可能では ない ので ある。 

巧に 英米 文明の お 力の みに よつ て 其 傲慢 さを なて 東亞 民族を 制御し 將义 輕視し 
巧る 巧 本 的 錯誤が 明確に きれて 巧た 今日 じ 於て は莱亞 民族精神を お 錫す る ことじ 
依つ て 彼等を 舊 思想 的 雰圍氣 よりを 易 じ 脱却さず る ことが 出 巧ので あこ > 之が爲 
じは 東亞 一 帶 民族と しての 誇り* ii 埼 場し 其 反；^ を强 める ことで ある。 

を か 巧は 就任 直後 新聞記者 阐の 問に 對し 次の 如く 述べられて 居る。 

「從 巧と 變らず 其を 圈內巧 立 諸が の獨 立を】 ち 尊重して 巧く つもりで ある、 弱 


いおの 謠吗諸 民族は を々 が 離れ"' では 立つて 斤かない もので るり •新 秩序の 建 
設も 協力を 耍 ずる もので あり •ここに 諸 聞の 獨 立を 十み 尊 ましつつ も 必然 他人 斤 
かかか4がお影的關保を持つ ベ きものであると化ふ」 (ホ月^八日 
記 ま 報 導) 、 

•英國 は 滅亡す るか。 ' 

•英國 がが 亡す る ことは 今更ら 起きた 問題では ない •英人 ヴィヴ ィアン •グン ィ著 
「英闽 衰亡 あ- The Dec ザ； ne ardfa ぎ of を〇 蚕 なを E 弓 Pire に 依つ て 今から 一二 十 年 
前、 旣じ豫 言され てゐ たので るる •同書は 今から 一二 十 年 前、 英國は 二十世紀 にたび 
たとい ふ假 あの もとに H 本 詞民敎 課 書に 假 記されて ゲ 氏が 執筆した 未來 記で あろ* 
问善じ 依れば 英國衰 とは 必然な りと し 其 第一の 因は 英闕 民が 都市 生活に 醉 ふで 人 
生の 本義を 忘れた こと •就中 快 築を 人生の 目的と して ゐ たこと •第二に 利己 觀が骨 
頂 じ 達し 學問藝 術 其 化 一切の 趣味が お廢 した こと。 

第一 一一 じ 崇高なる 信仰と 義に 燃へ る不 巧の 愛が なくなつ たこと。 
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第 四 お 育が 形式 化し 實 生活と 懸け離れ たこと。 

、 

其化勞 働の 輕視 •な活 の 腐敗 惰落 等が、 指摘され て あるが この ことたる や 其 後の 
爲 なまじ 於て さへ 識 刺を おへて 居る ので ある、 曾て マク ドナ 八 ドは 其 就任の お說の 
中 じ ホの 如く 述べて 居る ので ある。 

「我々 の 生を 中に 此大英 帝 國が崩 壌して しま ふ ことがある かも 知れぬ •英國 が 今 
の 政治の 方法を 改善し 英 倒の 政治家が ゴ^フ ャ宴會 にうつつ をが かす ことを 止め 
闲民 をして 正業に 奪 晒せし め英 闕の國 防を 充實し •一時を 糊塗して な延 しを ずる 


が 如き 陋習を 悉く あ 止す る じ 非 ざれば 英ホ國 の 崩壊は 無て 通を 接して 至る であら 
ぅ V 時は 今 刻々 と 進んで ゐる驚 鐘の 鳴る とき 旣に遲 牛を 發を ずるで ゐ らぅ」 と 之 
じ對 し英闺 のお界 言論 界は擧 つて 大攻擊 をした とい ふこと である。 

更に 英闊 がた の •外形を 捉 へて 東 日 副 主審 楠 山 義太郞 氏は 過が 「英 帝國 必滅 論」 
と 題す 報 導 論文 じ英网 衰亡の 特異性の 第一は 國巧的 地位の 弱體 であり、 其 第二は 內 
面 的 弱 描 化 就中 經濟槐 構の 弱體 化、 第 S は英 聯邦の 離反で あつて •而 かも 之 等は 前 


巧 
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大戰來 じ 於て 必然的に 運命 づ けられて ゐた 化で るつ たと 述べて ゐ る。 

今 英圃滅 たの 必然性が 何に 原因して 居る かを お兩 氏の 說を假 りて 梗槪 すれば ホの 
通々 である。 

X …ヴ巧 著 「英國 表た あ」 要旨 

‘ 國 民が 调 をして 巧く 第一の 徵 は暗檐 たる 都ボの 重を るし^ 光輝の 中で 生きた が 
つて 農が の靜 かな 喜びを 棄 てたがる ときに 現 はれる ロ ー マが をれ であつ た •その 
結果は 國外 移住を 嫌 ひだし V 崇高な 神を も 自己を も 信ぜない やぅに なつた これと 
同時に ふ 身が 脆弱 化して 他力本願と なつた •二十世紀の ィ V リスは、 そぅで あつ 
た。 ' . 、 

彼等は 如何に 生きるべき かを 敎 はる じは 簡易の 生活を 說 いた 卜八ス トィ、 フグ 
ナ ー、 ソ ー ロ •ゥ のをと に 行かねば ならな かつた •いかに 巧すべき かを 學 ぶじは 日 
本人の おへ ホらねば ならな かつた。 


...今.； 
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却ム宗 


口' 1 マ 人 V ボンな 01 マ 衰亡の 罪禍を 指摘して 「か樂 をが て 人生の 目的と し資- 
潭 なる 宴會を 巧みを して 增へ 行く 無責任なる 大 資本家は 居 額の 金を を 消し 親から 
受けつ いだ 安逸を 社會 公共の 爲 ささげる ことを さつ ばりし なかつ た、 一方 まち か 
ねた 群 ホは ホ 明ょり 劇場に 巧 寄せ 場 席を とる ため 詰め かけた」 と 言つ てゐ るが ィ 
V リス 人じ對 してを 同じ ことが 言へ る だら ぅ •彼等は ン H クス ピアが 昭らず 其 他 

偉大な 劇 曲 作家ら も 解らぬ くせ じ 芝居と 來 ては 目が なわつ た 

•ネ ボンは 又 「詩人の 名は 蘇ん ど 忘れられ 雄 辯 家の 名は 跪 辯 家に お 甘ら れた 批評 
家 や 編輯 まが 學 問の 面目を 膜まして 天才の 调落 じついで 趣 巧の 顏 風が 起つた」 と 
云つ たが •をれ は 又 フランス 文學 中の 劣惡な 分子の つまらの 模 做が ィ •キリス 化藝 
術と 生活の 大部分 じ 行き 直つ ていた かじ おへる これは 當 時の 解が された ィザ リス 
婦人が 自由を 团 家の 目的ょり を 私益の 爲に 利用した とた ふ事實 が】 因と なつて ゐ 
た 义夕は 「デカダン-たる ことを もつ て 誇りと して ゐ た。 



ホに 中世が のィ •キリス 人を して 一二 •四百 年に も わたる 歲 月を かけて 一大 伽藍を 造 
營甘 しめた 化眷 崇高な 信仰は 何處へ 巧つ たか？ . 

.義に 燃ぇろ 不滅の 愛は 何處 、へ 斤つ たか？ 

これらは すべて 消へ 去つ て をれ とともに 德行も 永久に 跡を 絕 つた 德斤 

こを は 同胞を 信服 さして 確かな 勝利へ と 載んで 行か 廿る 所な の もので るるに 

幾 百 千と いふ 富まが 年々 入る 配當 金の 一部で も おげ 曲して 使用人の 勤務時間の 輕 
減に 使 ふなり 貧困 まに 仕事を 授ける に 使 ふなり する ことな ど 夢にも 思は ずに ゐで 
をれ でゐ てお會 問題を 嚷 々したり •滅な 奉を の 美し さを 說く 數限ク ない A 氣とリ 
本を ょんだり して ゐた而 かも 其 中で 深慮を なて 其 時代の 大 問題を 敢然と リ 組まぅ 

とした ものは 殆 んどゐ なかつ た •キ ボンが ロ ー マに あつて 多くの 邪敎 のこ 

とを 說 いて ゐる やぅな 數多の 迷信が ィギリス 人の 生活に 盛つ てゐ たとい ふこと が 
解つた •ロンドンの 社交界 じは 聖典に ょる 精が 療法を 說く 「クリスチャン サ ィエ 
ンス」 と 鑑定 術が 大いに 廣 まつて ゐた •實證 論と 不吉 論は たくさんの 社會 主義者 
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や 職工 じを の 力を 弱 ゆる 信 條をさ づけ •文 學氣 なの 富裕な デイン ッ タントは ォゥ 
マト •ヵイャ ー ムの 悲しい お 學の中 じ隱れ 家を 求めて ゐ た' 其 信仰た る や 「空し 
く 食堂に 費した 時を 酒場 じ 償は う」 とい ふ 一言 じつき るの だ 

★ ★朱 t ♦ 

ミ少 トンが 二 世紀 前 じかいた ことが ネ當 じな つたの だ •ところが 寺院 もを 奈敎 
の お 導 者 も 盲ら になつ てし まつ V ゐ たの だからた まらない •寺院が 眠 ゐ るう 
ちに 國 民が 亡びて しまつた、 尙敎 育の 眞の 目的は 善良な 闕 民を つくる こと > ホに 
己れ の 生活を 營んで 行か 甘る やうな 智識を 少年に きづける じある に 拘らず 二十 世 
紀の イザ リスでは 宗敎 的な 摸の 上で 爭 論が 巧 はれを して 誰も わを が 隣り の 人の子 
の 巧くな おの 國民學 校で 敎 はる こと 於 一生 憑か じ 病んだ 而 かも 誰 一人と して 子供 
が 家庭で 兩 親の 口から と 行 ひからで なければ 學 ベない ある 人生に ついての 神聖な 
眞理が あると いふ ことを 悟つ てゐ なわつ た、 少年は 其 母親を 貧 敬す る ことを 學ば 
ずして かを を 本能 的に 曾 重す る 念を もつ て 胜會に 出られる だら うか？ 巧 民を か 育 
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する じ 最上の 學 巧は 家庭で あつ y 敎 室では ない > 家庭の 兩 親が ユダャの 王たち の' 
名 巧 や 使徒の 年代記な どじ 對す るので なく、 新約聖書の 單 純な 說 話に^^ での 敬 
神と 虔 ましい 愛で もつて 巧 子を 敎育 ずる 責任を 果 すのは 子の」 生涯の 幸福 じ 賭け 

て^るの だ •. 又資際 的な 方面に 眼を 轉 じて 見る に ィザ リス 國民 が敎育 

じ费 した 金額の 莫大な^ とと 其 金額に 對 して 何等の 見るべき 巧績 も擧げ V ゐ なか 
つたみ 第が か/ れてゐ るのを おる とを く 馬鹿げた ぐらいだ。 

學お兒 まの 大部分は 長して ± 地を 耕す か手藝 にした がぅ かすろ の だと おはれる 
のじ 農業 も 工作 も 機械の 蓮轉 もを おからぎ 地の 產 業に 關 なの ある、 何と ひつの 事 
巧と しても 敎 へられない、 をして オブク スフ ー ド大學 、ヶィム プリ ブデ 大學 出の 
巧 年が 視學 になつて 農工 業勞働 まの 敎 育を 監督す るを の 結果い く^も 居ない 細が 
りが 仕事に 眞の 趣味を 失 ひ义熱 練した 職人で あつた 答の 幾 百 萬と いふ 人々 の 願望 
が 新聞 賣 子になる か 片手間仕事 じ 集中され る やぅに なつた。 

勞 傅を 輕視 する じ 至つた 結果は 多くの 靑 年が 海を 拾て ± 地を 拾て 手工を 抬 てて 
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巧 業 じ まること じな つたので つ ひじは 競爭が 烈しく 起つ て 商業 上の 不正が 廣まリ 

取引が 停滯 不振に おる ことじな つてし まつた ’ 

女が 乳を 喻 ませ なくなつ たりす る やぅな 文明では 間違つ て ゐる大 が だ 

又敎 育の ある ィザ リス 人の 多くが どの 様に アテネの 民主政治は 煽動 政治を の 事 じ 
ょつ てが びた とい ふこと を 讀んで 知つても やがて ィザ リスの 未 巧の 壊滅を 誘 ふ 重 
大 原因と なつて 行く ものが 自國の 政治的な 地方自治 的な ぶ 又勞働 階級 的と 煽動を 
だと ふこと には 思 ひを ク わない ので ゐ た。 

結局 ィ睾 ブスのを 上流 人 ± じは 彼の ジ ドニス ミスを し y 「わたくしは 如何なる 
なおが な 權を提 つた 處が 怠に かしない ただ 公義と 常識を 熱愛して ゐる のみでる る」 
と 叫ばし めた 様な 精神が なくなつ てゐ たの だ。 . ‘ 

X ..: 楠 山 義太郞 氏 「英帝 巧必が 論」 要旨 

英帝 國は衰 たおくべからざる 運が じある* 茲 にを 二次 歐洲 戟爭に 於け. る 英帝幽 
の 持つ 呪 はれた る お 異性が ある •がら ば 其 特異性とは 何 か。 


其 第 I は 英帝闽 の 國巧的 地位の 弱 想 化で るる •これは 前 大戟時 旣に歷 がた る 化 
候と なつて ゐる •即ち 一九ニ ニ 年の フン ン ドン 條約 一九二 10 年の n ン ドン 條約之 
等 海軍 軍縮 條 約を 通じて 英国 永年の 巧統 たる 二國お 軍標牟 政策を 放棄した •ここ 
じ 英闽の 化界制 おの 大 破綻が 化して 居る •何故ならば 英 画は 世界的 植民 帝闕で る 
る 其 性質 上海 軍兵 力の 五々 の 一二を 東洋 じ 割いて 西 太平洋 上に 對 0 均等 海軍 勢力を 
常駐 甘し め 得ない 事情が 存じて ゐ るからで ある •况 んやフ シン トン 軍縮 條 約の 成 
立と 同時に 米 國に氣 兼して 英帝國 東洋 政策の お 幹で あつた 日英 同盟を 悠棄 してし 
まつた ことは 恰 かも 日本と いふ 虎を 巧に かつた が 如き 觀 である。 

兜 はれた る 特異性の 第二は 帝留 組織の 內面 的弱體 化で ある、 之畢 覚前大 戰後英 
國が國 家的疲 勞に陷 つたこと にかなら ない ので ある、 お 炭 文明の 終焉 もさる こと 
ながら 最も 重視す べきは 經お 機構の 弱化で あつて、 戰 後龙大 なる 戰を補 塡と對 米 
戰債 等に 伴 ふて を 業 不振た 業 問題の 重大化を に 世界 市場への 脅威 等 も あつた。 英 
閣が 巧みなる 惡宣傳 じ 依 j 「を 巧 お 造の 日本 商品の 洪水 化」 を 叫んだ のも此 時で 
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かくして 英國 み年自 巧の 自由 貴み はを じ經巧 的鎖閣 主義 じ 還元した これ 英帝圃 
滅亡の ホ 因を 爲す 自殺な 巧で あつた、 これに 加へ 日英 戰爭 こを は英國 にと つて 致 
か 的であつた •日本が 立つた ばかり じ 東亞で 香 灌や新 嘉坡や ビ^マ 等々 の 植民地 
や 主要 軍事を 地を 喪 矢した 今 日英 國を表 式 甘 ば (み 或 凰)— (か 州谦 がが が段廚 巧な) 

H 何が 巧る かで ある。 

殊に 英聯瑟 所領は 雲 千 一二 百曼方 マィ グの 龙大な もち 冀の約 五み の 一 
を 占め 線 人口 五 億 中を 色 人種は 四 億 一一 千餘 萬の 多き に 達し、 從て咸 令 行 はれず 其 
雜反 必至は 先轉 的に 約束され て 居た ので ある •故に ィンド •ま 測、々 ナダ •南阿 

等は 英 SS を ふ V 英畜 をの 離反は 又蓄で るらねば ならち 新て 雲 

は 如何と いふに^ ぐ 食 賴逆お 鎖に 加へ 永年の 對米 媚態 外交に 依々 一人 賴 める 米 固 
との共同制兩も夢と消へんと、 正しく半身不隨の^^巧である。 

かくして 一二 百年の ホを ある 大英 帝剧は 今み 歐渊 が爭を 一期に 歷お 上から 株 殺、 を 
れ やぅと ずる 前夜で ある。 


% 


•フブ ンスは 何故 敗れた か。 

•今次 獨 •佛 戟爭時 フク ンス のを 落の 運命み する や ペタン 元帥は 曰く。 

♦ 

「我々 は 敗 戟の敎 訓を學 ばねば な •いない フランスは 前 大黙時 ドィッに 大勝が 巧 

ィ總 ての 則 民は 享樂の 精神の 爲じ犧 性の 精神を がして しまつた。 . 

* 

口 他人の 爲 ょり 自分の 爲 ばかりを はかつ た。、 • 

、ノ巧 力す ろ ことを 惜んで 怠けた。 

敗 戰の原 巧は 其處 じあつ たと 指摘して ゐ る。 

X … アンドレス •シモ ー ヌは 「みは 就 揮す」 の间 人の 著書に 次の ことを 述べて ゐ る。 
「フランスの 敗因に 就いては 或は マデノ クィンの 要塞を 過信した とか 或は フラン 
ス參謀 本部が 近代 戰の戰 術に 氣 がつかな がつ たと 言 ふが 併しを れが慘 敗の 原因で 
はな かつた。. • 

をれ は フランスの 軍部を 政治家 も 共に 社 會的動 靜の涧 察を 誤つ た 結を じ 外なら 
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巧 前旣じ フラソ スけフ ラソス 人の 信镶 たろ 自由主義と 民主 蕊の 行詰りに 氣付 
わな かつた。 

特に 彼の 「二な 家族」 フ グン ス 銀行の 株主 中 實權を 握る 二な 人は フラン 

夕お 巧の 約 十六 人の 重役 渾 と一聯 となりな 巧を 黯 使し 圃 策を 左右し 政府 軍部を 悄 
をに 導いた の だ •一九 一二 一二 年 ヒット ラ ー が 政權を 執る や此 重役 連は ヒット ラ ー の 
手 並に すつ かり 魅せられ フランスを ファッショ •ナチ 型 じ 改造 せんとを へ 巧 也し 
た 程で フランスの 敗北は 戰前 すでに 化して 居た。 

開戰と 同時に フランスの 化 ゆる 社會と 階級は 對 立し 分裂した 其 原因は 戰爭其 も 
ので あり •戰爭 に 導く 諸 情 巧で あつた •を レて を 部の フランス 人は 「なぜ 戰爭す 
るか」 について 疑惑を 抱いた 從て 一人 だに 戰爭氣 分に 巧を する ものが •なかつた 
政府は 「今 こを を圃 民が 一を 團結 すべきが である」 とお 叫しながら 政府 自體が 分 
裂して ゐ た。 ' 

新聞は 一面 じ フラン _ ス國 民の 勇氣を 讚へ ながら 二 面では 巧 變らず 昔ながら の不 


m 


〜据 •巧 ，育’ 


やや 論 爭や讓 論を な 巧つて 居た、 デモ クラン ー の爲 の戰爭 だの ス。 1 ガンは デモ 

/ 

ク ラ ンー其ものが襄切リや不ぶをと握手して居ることをかつてゐる フ ラ ン ス國民 
の 半分には 無力で あつた。 

又 ヒッ^ ラ ー 防衛の 巧 巧もヒ ブト ラ ー が 其を ま義 の防衞 であると 考 へて ゐる國 
民の 半分には 無力で あつた •而 かも ナチ スの宣 傳は戟 前戰爭 時を 通じ 此處 を拔け 
目な く 利用した。 .. 

をれ とい ふの も フランス 國家組 緑の 中へ ナチ スの 第五列が 峻ひ 送んで ゐ たかで 
ある •だから 戰爭が 始まつ たと きじは ヒット ラ ー はずで じ フランスの ふ 蝶の 中へ 
が ひ这ん でゐた •フランスは 外部からで なく 內 部から 崩壊した ので ある > 更じ戰 
爭 段階 じ乂 つてから 五 期に 區 分して 述 ぶれば 次の 如きで ある。 

第一 巧、 . 

ィ ヒット ラ ー は 「余は フランス 國民 に戰 つて 居る ので もな く 父 フランスを 攻撃す 
る考へ もない」 と演說 したが ド ィブの かを も ブラン ブ閣內 の ナチ •スパィ ピ これ 
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をく りおへ した •これが 爲 フランス 巧 民に 樂觀的 印象を 與へ •フランスん 中には 
「ドィッは フランス 人 だけは 非道な ことは やりません」 とい ふ ものが 績 出した、 

〇英 闽の應 おおが 戦線 じを を おせな かつた のを 利用した ドィッの 第五列は 「英國 
兵は 一 體何處 じ 居る の だ」 とブ ップッ 不平 播 さの 宣傳を した。 

第二 期、 - 、 

^ フランス 內 部の ヒブ トラ ー 主義 君の 攻勢は 窩 調し フランス 人 ふの 奥深く 腐 鉢し 
た、 をして す チ 宣傳の 論調は 次の 如く 變 化した。 

「何な この 戦爭 をつ づける の わ？ ボ ー ランドは もぅを 在し ないで はない か 共 
產 主義が 歐洲 にち 歩を 印して ポ ー ランドの 半々 を 占領し •パ^卜 兰國 には ツ聯の 
軍隊が 進駐して がるでは ないか •もしみ じして 之. を 制止し なければ 萬 事がず ると 
きがくろ かを かれない •ソ聯 の 進擊を 阻止す る ものは ヒット ラ ー を 措いて 化に な 
い •だから こを ヒブ トラ ー と 協調す る ことが 絕體 じ必裝 なの だ。 

これが 爲 、フランス 新聞は 一般に ソ聯を 平 巧の 最大の 敵と 看做す る やぅに なつ 


だ， パリ ー の貪議 にぶ 席 中の 英闽 議員は ’ 

「此頃 フランス 新聞を ょ.^ びと 丸で フランスが ソ聯 と戰爭 して ゐてド イブとは 単 
じ 忡が惡 いだけの やぅな 印象を 受ける」. . 

と戚 懐を をら したと いふ。 . 

ドイッ ゲブ ベ^スの 化 業と 思 はれる 「神 經戰 術」 に 依る 攻擊 宣傳じ 踊らされた • 
フランス 國內 には 流言 辨 語が 間斷 な，、 流 ホされ、 繫張 せろ も ヒット ラ ー の攻 をが 
ほんとぅ じ閒 おされる とき じは をれ は 不幸 じして 不意 打に 巧 はれろ の だつ た、 
議貝中 じは フランス 軍の 戰果 の舉ら ない のを 憂慮す ろ もの も あり 或は、 をを 喜ぶ 
和平 論者 も あつた •フランスを 大の 八、 プライ、 パリジ アン 新聞 おの 如きを ナチ 
ス との 協調 可能を 取上げた。 . 

ミ 期、 •- . . 

ダ ラジ M は フランス 國 內の對 立と々 裂を 助長した 罪を 負ひ辭 職した をして ポ ー 
八 •レイノ I がを を繼 いだ。 
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tT レイノ ー は 人間的 •社を 的樣 巧を 把握し 得ない 人間で あつて フランスが 必耍と 
して ゐる •眞 じ國 民の 信賴し 得る 人 •ではな かつた。 

彼の 愛人 ド •ポ^卜の 知ち お •ボ ー ドアンは ムッソ リ ー ニ祟拜 をで るつた‘ 
をして なで 彼は 其ボ ー ドアンを 愛人に した。 

第 四 期 •祭 五 期、 ' 、 

バ レイノ ー は フランス 勝利を 過信し 樂觀 論を 述べた。 . 

ロ レイノ ー はヒ ブト ラ ー に對 おさす 爲 ヒット ラ ^ ~ 主義を なるお 翼 おか 黨 首^ イマ 
ランと 「銭 十字 團」 の 副總裁 ジャン、 イ パ^ネ ガン ー を 入閣 させた。 

これ じょつ て 恐怖と 凶事の 前 化かの 如く パリ ー は 一瞬 じして 變 つた をれ から 間 
もな く ヒット ラ ー の 軍歐は 佛國へ 進入した。 . . 

パ フランコ 將 軍と 仲の 良い' ペタンを 副德理 として 入閣 そす を 始めと し 閣防相 •か 
巧、 內巧等 じ も 散の 第五列と 目 がられる ものを 入れた。 . 

これが 爲職合 軍は あ 二つ じ 連絡を 割かれて しまつた。 


田 


流言 垫語 はが 情の 火の 如く じ猜 まりみ 新^は 「第五列— 第五列と 戰へ 一」 と金 

趴|?を上げ巧した內相マ ン デ 八け遂じパリーのサ ロ ンと新聞雜誌胜からヒ ツ ト 
ブ ー の スパィを 一掃し やぅと 企てた。 

寒 まじい 空 巧 じ わびへ て お 十 萬、 の 人間が 避難し パリ ー は 空つ ぼ じな つた、 政府 
を 逃げ出した。 

さるに しても ナチ ス ドィツは 實に 詳細なる フランス 网內の 情報を 入手して 居た 
ことは をく 驚く ベ さ 事 實でゐ つた' 就中 フランス 沒 落に 重大なる 役割を 满 じたの 
は 議會と 新聞の 墜落で あつた、 これを 列擧 ずれば。 

新聞記まは外務省や大藏省で聞き么んだ惦報を彼じ賣つた。 ^ 

議員の 中には 兵役の 免 於を 幹旋 する もの も 出した •クレマン ソ ー は 嘗て 「フラ 
ン スの議 貴は 議論と ノ ー トを とる 他は 能無し だ」 と 辛辣な か 評を 下した。 

軍情 報 局譜報 員は ナチ スの 手先と なつた ばかりでなく 地 化を 利用して を 蜗 やす 
正 取引を やつた。 . 
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聞 防 保安 部 官吏 も 稱密を 通じて ゐる ことが 巧 見され た。 

軍の 高官 連は 大會 社と 駒な をつ ける ためじ 血眼と なつた 

かくて フランスは ヒブ トラ ー の爲に 敗れた のでは ない をれ は 政府 部門 や 大產業 
や 闽家巧 政 組織 や 軍部と 極めて 有力なる 關聯を 持つて おた 第五列 じょつて 國の內 
部から 破壊され た。 . ' 

X … ベ^トラン •ド •ジ ゥグ ネ^は 同人 著の 「若き 理念の 勝利」 の 中で フランス 大 
敗 化の 一つと して 次の ことを 擧 げてゐ る。 • - 
「私的 生 巧が 我々 から 我々 の軍啄 をを つた」 と 題し •大戰 前の 「宣言書」 に 於て 
を體の 利益が 個人の 利益に 俊 ホし なければ ならぬ と フランみ 人に 繰り おへし 言 ふ 
のは 徒な 努力で あつた、 若し ド イプ、 イ タリ ー、. n シアに 於て 剧民が 個人の 努力 
は 集 團の爲 じある ことを 承認して ゐた とすれば をれ はを の阁 々が 貧窮の 經 験を お 


つて 居た からで あつた •と 述べ 


自國 フランス がを 體 主義に 負けた ことを 蜗 破して 居る。 


m 
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おな. 西 


巧 •これからの 地界は どぅな ろか。 

を •▲是 からの 世が は 歐洲圈 •.火 東亞 圈 •亞 、米 利加簡 とい ふやぅな 數 個の 固を おが 構 
成され 巧し い國瞭 秩序が 出來 でく る (ちが 情報 局み 長) • 

▲幾 巧 年 かの 後 世界は 一一 一つの 大きな 文化 ブロックが 生ずる 其 一つは アングロ サク 
ソンを 首班と ずる 米英 的 文化で あり •他の 一つは 日本を 盟主と する 大 東亞 文化で あ 
リ •今一つは ゲ^マン 民族に 厲 ずる ナチ ス 文化で るる •をして 其 時に 於け る 米英の 
文ヒ は物寶 文化で あり ナチ スの 文化は 物 也 併用の 文化で あ々 獨 リ我大 東亞 文化の み 
ド 物、 レー 如の 境を 行く 世が 最高の 义陽 文化と を稱 ずべ 式」 もので あらねば ならぬ、 
(大本 替 陸軍 報 導 部 や 摘 少佐) 
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.♦防 課篇 

巧 •防 謀とは 何ぞ や。 

を •巧 誤とは お密戰 術に 依る 敵性 行爲 を防衞 すろ ことで あろ •.言 ひ換 ゆれば 外國 のが 
密戰に 對し閣 家を 防衞 ずる 行爲 の線稱 である •そして 防 謀には 特に 日本人た るの 自 
を じ 徹する ことが 巧 本 的に 要請され るので をる •從て 防 謀を 狹 ，、解し 單 じが 密を洩 
ら さぬ こと だと か 又は スパイとの 對抗 だと かの 如く ル 手先の 技術の 様に 考 へ-る こと 
は 防 謀の 片巧 的解釋 であつ て •防 謀の 本質は 日本人た るの 悟入を 先 かとする ので あ 
る •なに 於て 瞬 民の 平素ょりの 自肅自 がの 精神 訓練が 必要と される 理 であろ。 

自本 八で あリ ながら H 本人た るの 自覺に 徹する ことが 何故 じ 必要 かと 言へ ば明始 
維新ぶ ホ 拜外思 おとか 恐 英米 思想と かが 侵入し 一般的に 國民化 想が 歐米 化して 其 結 
架眞の H 本人と か國 人との 限界が 忘れ かけられて ゐた觀 が あるので 從て此 欧米 化せ 



る 强巧化 おを 純 H 本 的な ものにせざる 限り •敵の 奸策 におり あいから である 
•蓋しが 密 戦の 內容 たる 謀 おも 宣傳も 謀略 も歸 する 處 相手の 中 じ 味方の 所謂 第五列 
.やみ 列が 居なければ 何も 出來 ない ので あつて 之を 換言すれば 味方と いふ 細 さへ なけ 
れ ピ謀赂 とか 宣铸 とかの 種子を 撒いた ところで 育たない からで ある •從て 其 畑を 掘 
り 起して H 本 化して 置いて どんな 種子が 撥 かれ やぅと を脊 たぬ 様に せねば ならぬ こ 
とが 極めて 必要 紫 切で ある/ので るる。 • 

防 誰が 戰時 平時を 問は ず 必要な ことは ここに 言 ふ 迄 もない。 

- 

甲 •防 課の 範圖 如何。 

乙 •防 課の 範 固は スパイの 化ぶ お圍 である。 

而 して スパイとは 廣く國 家 撲密の 漏洩を 目的と ずる ものな ろが なじ 從て 其の 機 
密 防止の お 凰は 軍事 •外 巧 •經濟 、產業 資源 •一般 闊情等 凡を 國力 判定の 基礎と 
なる を々 巧 じ 夏つ てゐ るので ある。 ' 

化 おは 昔の スパイが をら 軍事 スパイに 限られ 從 つて 巧 ま 巧密が 外の もの じ對し 
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ては W 謀の 必要がなかつた ことと 趣 式」 を 異にすろ ので ある。 . '• 

ザ •战 謀の 種類。 

こ •防 謀は 通常 「積極 防 課」 と 「消極 巧讓」 とじ 隨 別され てゐ る。 、 

而 して 積極 防 謀とは、 スパイ 活動を 搜 査檢擧 する ことで あつて 其 任務は 宵憲の 
ま 擔に屬 し 一名 之を 官防 誤と も 言 はれて 居る ので ある。 

.消極 防歡 とは •之を 自體防 謀と も稱し スパイ 活動を 警戒 防止ず る ことで あつて、 

前を の 積極 防 課を 官防 誤と 謂 ふに 對し 此れは 國民防 課と 謂 はれて ゐ ろので ある。 

‘、 - 

岡 民 巧讓の 任務は 單じ自 體の防 誤 だけに 止まらず 進んで 所謂 官防 誤に 協力す る 
ことが 半面の 任務と なつて ゐ るので ある。 - 

然 らば 今日 何故 闊民防 誰が 强調 まれる かと 言へ ば をれ は スパイの 化ふ對 象は 國 
民で るつて •畢竟 國民防 課の 完壁が 巧せられ るに 於て は 一切の スパイ 活動が 效を 
.奏せぬ からで ある •なじ 於て 一億 鬧 民は 防 誤の 主體 であると 共に 防 課 戰± でな け 
れ ばなら ない ので ある。 - 


巧、 防 謀の 重要性。 


を-近け 的 秘密 戰は 極めて 巧妙に して 或は 公然み 法的に 或は 禱密 非な 法的に 而 かも 其 
を 措 じ 至つ ては 變巧 自在 干 變萬化 加 ふるに スパィ ー流の 精密な 頭腦と 機智と 獨餘を 
多岐 じ わたつ て踞 使し 其 錯綜た る 端 晩すべからざる 秘 幕を 赚し •かくてを 図は 自國 
防衞の 見地より 競 ふて 攻防の お 策を 放つ ので ある。 、 

「干 丈の 堤 も 罐の一 {八から」 とかを く スパイは 撥 蝶の 如き もので 之を 未 前に 防げば 
事 無き も然ら ざらん か 如何なる 大厦を 倒 壌し 如何程 强勒 なる 堤防 も 崩壊ず る じ 至る 


ので あろ _ 


•スパイ ー人の 力が 數個師 團に银 る」 と 謂は るる 所な も此處 じぁろ- 
防 誤とは 即も斯 る スパイ 活動を 防止 擊滅 する ことに 外なら ない。 


かつで バ^フ オアは 「機密 探偵の 第一の 要素は 秘密の 保持で ある」 と 言つ た、 全 
其 通りで 勝負は 何に 限らず 敵 じ 巧 方の 持ち 化を おられて はもう わしまい も 同が だ‘ 


化て 勝つ 爲 じは 絶對じ こちらの 懐中を 見せて はならない ので ある。 


>ゴ ぶ： 蕾 ま 喪を 






A g 巧 


!化 


巧 •留巧 巧 譲の 瓜 巧へ。 

を •之を 一口 じ 言へ ば 「阔 民た るの 自覺を 堅持す ろ」 ことに 盡き るので あるが 凡庸の 
たぐ か 動々 も すれば 常軌を 逸し 勝ちな ので ある •どんなに すれば ょい か？ 曰く 徙 
なわ 噪べ りを 止め 不平を 言は ず •流言に 迷は ず •あはて ず 「防 誤は 我れ じ 一億の 戰 
丈 あり」 の氣 構へ をず る ことで 充み である。 、 

「秘密で わたつ たお 密が もれる」 と 言 はれて 居る 樣 じ" 君 だから 話 すがこれ はみ 所 
だが" とい ふが 如き ことは 最も 嚴禁 甘ねば ならぬ ことで ある •田 中 情報部 長が 「ス 
パィの 化 ふ お 密は別 じ參謀 本部の 金庫の 中 じある のでは なく 實際 われわれの 身の 廻 
りじ ある」 と 言 はれて 居る ことは か 上の 消息を 風刺され てゐ ろの だと 思 ふ。 

だが 此處で 注意すべき ことは 防 課を 窮屈 じ 解し 過ぎて •が 巧を 守る こと だけ じ專念 
.の餘 り神經 過敏と なつたり をへ たり 或は おなじ 猜疑 ふを もつ とい ふやぅな 暗い 戚じ 
を 抱く じ まらん か をれ こを 「防 誤」 は 「暴 懲」 のム 中と 化し 其 結 巧は 總力戰 の 基底 
たる 明が を 刺た る 氣銳を おひ 閑 民な 巧は 得て 語 まれない 本ホ閒 倒の 逆 効 巧を 嫌す こ 



US 


、 


巧を 巧 


とじな ろので るつ て' •'それでは 防 謀の 本義に 戾る ことじな るので るる •新閒 紙の 報 
ずると ころに ょれば 米闕 は敗戰 を糊義 しお 船が 盛ん じ お化され るのは 斯五 列の 化樂 
'なりと し 防謀宣 なじ 巧 起と なつて 「片言 雙 語で 船は 沈む」 とか 「不用意の P 昔から 
戰爭じ 敗け る」 などと 泣き 嘗 みだ やぅな ビラを 無 おにばら 撒き 飮食 店の ナフ キンの 
下 や ホ テ处の 枕の 下にまで 乂れ ると いふ をれ なな 態 振り だと かなる が、 巧々 はか 様 
なな 態 振りが 果して 防 謀の 有效策 かを 疑 ふと ホに、 又 かくまで されねば 防誰觀 念が 
.徹底 しないと いふ 不眞 面目な 國民 じは がして なりたくな いのは 勿論 •斯る 不手際な 
る 結果を 琼す やぅな 間隙を つくつ てぶなら ない ので ある。 ‘ 

念の 爲 ホに 阀民防 誤々 訓を紹 かする。 

一 日本人た るの 自覺 こを 防 誤の お 本で ある。 . 

二 闻 民の 一人一人が 巧謀戰 i たれ。 

一二 言葉を 懊し みおぶ を洩 すな。 、 

巧 流言に 遂 ふな デ. マに 巧るな。 


ds 
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五 不平 不滿は 利敵 巧 爲~ 
々職場を 嚴守 甘よ。 


巧 

巧 


巧 •が 密戰 と何ぞ や。 

を、 お密戰が武力が外の戰術でるることは 「お而上戰とは何ぞや」 に於て旣述の^^^り 
であろ •要すろ じ斯 るが 密戟 術に 依り 巧ず 岡を 敗戰に 導き 能 ふべ く 崩壊 さ 甘 やぅと 
する ので ある •即ち 凡ゆる 窠面的 策謀に 依つ て、 相手 國 のな 治 勢力 や 武力の 均衡を 
•破つ 化り 或は 政治力の 對 立が 爭を糜 生 父は 激烈なら しめ 其 他 組織の ネ 盾じ乘 じて 社 
を 思想の 攪亂 を企趨 したり > 巧妙なる 實傳に 依つて 巧手 闽に內 註を 生ぜし めて 敗戰 
じ 導 式」 我れ を 有利 じ展銷 ずる 等の ことが なされる ので あつて •ときとしては 化 精巧 
謀が 武力 載が 上の 成 巧を がす こ さへ あるは 前 欧洲 戦爭時 ドイッの 敗戰 赴が 雄 辯に 
物語つ てゐ るので ある。 , 

一例を 釋 ぐれば が 欧洲 戰爭時 聯合 國 側は 其 巧 ドイッ じ 「敗 化の 平和」 を强 制し や 
ぅと おへた じ おらず 之を 擬裝 して 「ド イブ さへ 無 賠償 無 併を の 和 昭の牛 か」 を か 意 
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すれば 本 來平巧 的なる 聯合 閑は が 時 じても 之に 贊 成し 戰爭を 止める であらぅ と噓の 
宜 巧した ところ •はからずも 此 恐るべき 聯合 國 側の 陰謀を ド ィブ 民主々 義者 阔瞭主 
義 者は 信じて しまつた。 をして ド ィブ 敗 戰のキ ブヵヶ が此處 にあつ たことは 後を の 
.戒めと すべき ことで ある。 . 

甲、 秘密 戰の巧 類。 

乙、 秘密 戟 術の 內容は 謀 報、 宜傳 •謀略 等で ある。 而 して 「誤報」 は 相手 网の网 力 
資源のを 般の 分野 じ わたる 惦報 公跑集 又は 提供す る 等の 巧 勘を 有し これにょ つて 
武力 戰巧至 武力 戰 なかの 宣が戰 とか 謀略 戰の計 叢を 樹 てるのが 通 態とな つて ゐる 
.ので ある。 . 

「宜 傳」 は 敵國の 信用を 失 摩せし め 又は 敵 圖內の 人 也を 動 描せ しむる 等の 爲 、敵 
國乃 至を 二 一 國に對 して 爲 される 傳 播巧爲 でる つて 其 役割は 度 化 重且大 である。 
「謀略」 は 巧 謀を めぐらして 相手 闽じ 直接的な ろ 寒を 與へ るので あつて 之には‘ 
反が、 軍 お 間 離 •怠業 •罷業 等の 誘 おを 目的と する 「おお 謀略」 と或需 .工場 水道 
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等の 键破 乃至 放火 其 化 細菌 撒布 等の 如き 物的 < 人的 破が を 目的と する 「破 巧 藻 略」 

. とが ある。 就中 思 お 謀 おは 最もを 戒を耍 する ものである。 

巧 •謀 巧 じは 如何な 义 手段を 用 ふる か。 

を •課 報じは 合法 手段と 非合法 手段と がるる。 

一 合法 手段。 ■ 、 

例へ ば國 家の 有力な 人 ± に 近づき いろいろ 世間話を しつつ 情報を 苑集 する 所謂 
假面の紳立ス パィと謂はれて居^^ものが化類である。 

或は 义 新聞 雜誌 等の 刊行物ょり 情報を 鬼 集 或は 自ら 新聞 雜誌 を發 巧し 商 貸に 假 
託して 情報を 得る こと も あ々 •其 他 技術 指導の 名自を 利用し 工場 會社 等の 雇貞と 
なること に 依つ て生產 まが 狀况 を內查 する ことを あり > 甚だしき は學 校敎師 たる 
ことを 奇貨と し學 生ょり 情報を 入手す る こと さへ あろので ある。 而 して 敵性 外交 
宫等 はが 稻謀報 網を 動員して 化 種 情報の 鬼 集 じ 奔走す るので ある。 一. 

二 非合法 手段。.. 
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例へ ば 工場の 技師 や 啸工を 買收 して お 巧を 探ろ とか 义巧商 や 旅行を 裝 ふて 視該 
內 偵の 結果を 謀 報ずる とか ホは 高を 展望の 策を め C らし 軍資 輸送の 統計を 鬼 集す 
る 等の こと も ある、 最近に 檢擧 された 國際課 報團の 如きは 朝野の 上 膚部じ 嚷ひ乂 
つて 斯種 手段 じム つて 情報を 入手して ゐ たので ある。 

•關戰 に 至れば 敌國 人は 退去す るから 誤報は 杜絕 ずるので はない か。 

こ •削 載 じ 化て 英米人が 國內じ 居ない からと て 安 ふす ろ ことは 出 巧ぬ •何故かと 言 
. へば 第二 一関 人は 居る からで ある •而 かも 英岡 人の 從來じ 於け る やり方ょ りすれば 
を 二一國 人を 白由自 をに 驅 使し 得る ところに 特色が あつたの である、 例の ゾ^ゲ 事 
件は 其が 適例では じい か •みに 第一 一一 國 人と 雖 も此處 幾年 かを 經て 敵國 側と 聯合す 
る や も 計り 知れず 狡猎 なる 英國 なれば こふした 處じ彼 獨特の 策 手を 殘 して 居るな 
らんことは 豫想じ 難くない。 - 

又 誤報 まを 單じ 外國 人の みなりとは 斷定出 來ず觀 一 現れる かも おれない 資剧奴 
を も •一瞧 ああして 巧 然と 樂巧 しては ならぬ のでな ジ •特にを 意を 要する は 「敵 
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性 華慷」 でゐ る。. * 

本年 四月 ジャパを 立 じ 直る 敵性 華 儒ち 八十と ぶが 一網げ 盡に我 取當廚 じ檢擧 され 
たことは 新聞紙 報 導の 通りで •彼等は 重度 政 難に 依‘ 存し 財力を 提供して ゐ たがで あ 
つて この ことは 華 橋が 東亞の 廣域じ 散 巧す る ことを 照 顧 すれば おひ 半ばに 過ぎる も 
の ありて 特に 注 愈を 要する ことで ある。 

- V 

巧 •外國 スパイ 網の 實 巧。 

を、 か國 スパイ 網は イ闺內 に 課 報 網の 中核 體を 有すろ 場合と" か 國に課 報 網の 中 巧 強 
を 有する 場合と が ある •而 して 旣じ 新聞が にょつ て 報 導され 化る ンン ガポ に 巧 
據 をを つた 英剧 極東 譜報 部から 日本に 特 破され て 活躍して ゐた スパイ 等は 後者に 蹈 
ずるので ある。 * 

然 かし 派生的 現 實の閒 題ょ々 が 上に 巧 為を 要する こと •だと をれ て 居ろ ことは 明治 
維新み 來じ 於け る國民 思想の 欧米 化で ある、 それ とりも 廈 さず 外國 スパイ 網な ので 
ゐ つた •を 敎的じ お 巧 的 •に經 巧 的に 怖るべき 彼等の 魔手は 張られた ので あろ ことを 
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巧 等よ み 吏ら 知ろ ので ある •卑近な 例より すろ^ キリスト 敎の 曰確學 おで 白紙 時代 

の 子供 じ ヵ ー ドを 巧へ たり 又 ミ ッンョ ンスク ー ^ で お師と 生徒 母校 卒業生の おがり 

を 特に 深が らしめ 結束を 固める こと 等 じよつ て闺民 思想 否定の 術策と し •义 敎學的 

じ も 諸敎科 書に ジョン •メリ ー 式を 化么み 日本的なる 太郞 •次郞 式を 拂 がする こと 

じより* 思想の 變 化を 企 おし •經濟 的には 會 社、 銀行を して •外閣 資本 じ 依存せ し 

め 政治的 じは 惡 平等の デモ クラ .ン'1 化を 付 おず る 等々 牧 擧じ逞 がない ので ある、 

これ こそ 彼等の 根强い 術策に 依ろ スパィ 網な ので あつた' かくて H 本の 歷 おは 忘 

れ かけられ 而 かも 未だ 斯の種 英米 思 おは 變巧 として 部分的に 殘澤 する ので ある •王 

陽 明が 「山中の 賊 はまる は 易く 也 中の 賊は 去る は 難し」 と 言へ るが 如く 浸透せ る英 

ホ 的 思想の 拂拭 はを あで ない ので ある。 . 

巧、 宣傳戰 術の 種類 並 宣傳ホ 法。 

} ) . 

を’ 宜傳戰 術には ィ敌劇 民の ±氣 を 巧 喪せ し^るが 爲の 「敗戦 主籍宣 傅」 i 敵 岡內じ 

內 部が 爭を おな せし むる 「々が 的宣 巧」、 ノが合 阁乃ま お 民 地の お 間 或は 軍 官民の 離 
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間を 巧す る 「離間 宣 傅」 二 や 和 愛 巧を 裝ひ 戦意を 喪失 甘し むろ 「親 魄宜 傅」 ホ敵國 
じ 恐 成を 抱かし むる 「攻擊 宜傳」 其 他 怠業 •罷業の 煽動を 策す る宣傳 •又は 反戰氣 
運の 讓 生の 爲 にず ろ宣傳 等々 るる。 ' 

而 して 宣傳 方法と しては ラジオ •ビラ •小 册モ •手紙 等の 外獸 線に めて は 攒聲器 
を 用 ふること も あり 父 一人の 口から 化の 一人の 耳に 「之は 内所 だ」 と靖く 「嗎き 戦 
あ」 とい ふ もの もる る。. 

一口 じ赏傳 とい ふが 之 程複雜 なる 內 をを 有する も 公は ない 事實の 宣傳も あれば デ 
マ實傳 もを つて •おじ 其み をは 多岐で ある、 從て 宣傳戰 術と いふ ものは 宣傳 の對象 • 
< 宣 おの 時期 等々 0 諸 要素 而 かも 疮 へず 變 化して 行く 其 等請耍 索の 合理化！： 斷 決を 等 
に踞 式」 •種々 なる 様相を 星す るので ある。 

宣傳 じ關し 直感し 义 留意ず ベ 式 一 ことは 「嗜」 ゐ擴大 である 特に 横への 礎大は •致 
も鬻 巧を 要すべ、 ゴ である。 

これに 就て 一つの 實 例を 引用 すれば • . • . ’ 
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ド イブ 軍が ベ グぞ一 の アン トワ ー ブを 占領した とさ •ドイツの ケ^ン •ツ アイツ 
ング 巧は 「アン トワ ー プ陷 をの 報が 達した 時 敎會の 鐘が 鳴つ た」 と 報じた •ところが 
フラン S マタン おはを に 手加減を かへ 「ヶこ •ツ アイツ ング 紙の 報 導 じ 依れ 
ば アン トてプ Q 拿 院は幕 Q 資がと 同時に •卜 V ツ 軍器 令に よつ るを 鳴らさ 
れ た」 と 壽き變 へた、 更に 之 ごン ドン タイ ムス 紙に 載せられ ると 「マタン 紙々 ヶ 
かン 市から を 取つ た 報 導に よれば アン トワ ー プ陷蔡 の 際 鐘を 億く ことを 拒ん たべ^ 
ギ ー の 僧侶 達は ドイツ 軍の 爲捕 縛され た」 となり •イタ リ ー に 入つ て コリ ユン •デ 
ラ • セ <紙に於てホ 「タ イ ム タ 紙が パ リ、經由ヶ 八 ン よ"^入手した報導に"*"^れず 
ン トワ ー プ陷 をの 除 鐘を 摄く ことを 拒んだ 不幸な ベ^ダ ー の 僧侶 達， は 手 柳 足が の 苛 
酷な 勞 役を 課せを ごとな？ 受 パリ， に 戻つ 化 時、 J ン 紙は 「コ リユ ご 
デラ •セラ 巧が ロンドン お 由 ケ^ン ホより 得た 情報に よれば アン トワ ー プを 占領し 
た 巧 蚕な 征服 まは 勇敢に も 鐘を 捷 くこと を 拒んだ べ^* ネ ー の 僧侶 達を 化さな々 ら頭 
を 逆さに して •足を な 巧 じ 結びつけ お 巧した ことが 確範 された」 となつ で 立 化に ド 
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ィブ 軍の 慘虐巧 爲を證 明す る專實 とされる に 至つ たとの ことで るる。 

か 樣な理 で 「鳴」 の 猜乂は 同時 じち ム理的 じ 巧 ふろ 影響が 义 極めて 大 でが 密戰中 
宣傳戰 術の 咸 力は 輕 視巧來 ない ので ある。 

ドィッ 陸軍省の ブ^ジ ー ベ^ 大佐は • 

「戰爭 の 勝利は 宣傳戰 が どの 程度 迄 巧 はれた かとい ふこと じ 依存 •する」 

と 言 はれた をぅ だが 至言 だと 思 ふ •今み 歐 洲大戰 じがけ ろ 英米 宣傳戰 の兹本 理念は 
「獨 を國 民を ヒット ラ ー を中ム とすろ 指導 まから 引離ず」 ことに あると 專 へられて 
ゐる ことを 特に 我等は を 意すべき である •殊に 英國は 事實を 捏造す る デマ 宣傳の 王 
が あれば 正に 油斷 大敵で ある。 ' 

而 して 宣傳戰 術に 依る 化 ひの 焦 敷は 何處 じある かと 言へ ば 相手 國 民の 戰意 喪失が 
ま 眼と なつて 居る やぅで ある •而 かも これらの ことは 如が に 相手 國が强 ょがれば と 
て 不可能で ない ので ある •之れ 蓋し 旣じ 武力 じ 依り 叩 さ •つけられた 英米 なれば 萬 一 
じ も：！！ 本の 國± を 占領 するとい ふことは 絕對 不可能で るるが 而 かし •彼等の 奸策じ 
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，より 我が 阔民 思想を 惑亂し 占領と 同 樣な劾 果を姐 ふことは 絕對的 不可能で ないから 
でる る •これにつ いては 前 歐洲戰 爭時じ 於け る ド イブ 敗戰の 事例が 明確に 訓へ てく 
れ るので ある •即ち 當 時に 於け る 硫合國 の宣傳 はこぅで あつたの である。 

「ドイツ 指導 まが 間違つ た 侵が 主義 的な 考へ 方が 戟爭を 挑んだ 爲 ドイツ 國民 中に 
は 父を 失つ たず 供 •子供を とられた 老父 巧、 夫 じ 別れた 妻 •一家の 巧 巧を なくし 
た 家族 等々 が 路頭に 迷 ひを して 轉 民は 每 日の 食が さへ 不自由し 榮養 不良に おつて 
ゐ る。 ドイツが：^ 間 まつた 政策を 反省 しないな 上戰爭 はつ づき 聯合 國は 益々 經濟 
封 •觀 を强 化する から ド イブ 國 民は しま ひじは 餓死の 運命を おれない、 ドイツの 國 
民よ •ヵイ ザ ー の 政 巧に 反對 甘よ •をして 民主的な 革命に 成 巧して 平和的な 政策 
を 採用せ よ」 . . 

との 宣がじ ド イブ 國 巧は 乘じ 遂に 敗戰を 喫した のでは ないか。 、 

甲、 デマ 流言に 依る 宣 がの 種々 相。 

こ、 宣傳上 有効 視 されて 居る 方法は デマ •流言で ある。 
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凡を 人間の 本能は 何 かが 密な ことを 知りたがる もので 而 かも 誇らしげ に 人に 話 
しだくなる •この デマ 流言の 傳 はる 速さ 廣 さは 想像 じ餘る ものが ある、 デマ 流言 
に 就て 我々 が 先 づを意 喚起せ ねばならぬ ことは •其 デマ 流言が 如何なる 方法に よ 
つて 行 はれぇ か •即ち デマ 流言の 溫 床の 正 體 如何で ある。 

-ポン コンビ ー は 「戰 時の 虛僞」 とい ふ 本に パリ ー の 「新聞の 家」 を 次の 如く 批 
評して ゐ ると かなる？ - 
「地下室に はを 種の 印刷機が が据 へられ •地階には 大きな 會議 室が ある •を こじ 
はいかめ しい、 人々 が 右往左 巧す ろ •トラックが 着^ •立派な 自動ず が 停る、 を 
の 二 •百に 足る 部屋は 何れを 範壤 から 遠ざかろ 程 勇氣の 出る 戰爭 なの 英雄 達の 事務 
室で あり •應接 室で ゐる •をの 地下室から 贿モ 尾が の 五 階 迄のを 部が とりもな ば 
さ プロ パ ヵン ダの 一 糖で ある •一番 上の 硝子 屋根の 部屋は 寫眞繪 謹 室で. •を こに 
は 木製の 斬られた 人の 腑體 や、 腐が ころがつ て 居り •眼を くりが かれた 人形な ど 
が 立つ てゐる •部属の 片隅には •グランド ••オペ •ラの 背景 晝 まがお 破され たフラ 


Tf ' • 二 

/ ミ •も！ 1 L こ. 塞 ••ち 巧し と寸客 M ど〇奇 ホ窩寡 〇頃當 をが，、" 
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.ンス やべ V 睾 1 か 寺な* がかれ た荀 •荒 廓した ザ 落な どの 巧せ 寫眞の 原 萬を 楠い 
てゐふ •これらの 寫巧や 繪盖は 言 ふまで もな く' 何れも プロパガンダの^ 的の た 
めを 地が 上の 民家 じ對 しで ド ィブ 軍の 殘虐 に關 ずるつ きとめ 得ない 證據 として 送 
り 出された ので ある」 . 

か 樣な乂 法が 前歐洲 戰爭じ 於け ろ 聯合 國 側の やり方で あつた 事を 先づ 知つて か 
かれねば なら 马ホじ 最近に、 於け る デマ 流言 じ 依る 二 •ニーの 事例を 擧 ぐれば、 • 
^ 趣 館の 天 ま 公 敎會ま 任 司祭たり し ヵナダ 生れの フィ ッンャ ー は靑年 信者を 寵絡 
して •要塞の お 密を探 づたリ .臨時 巧 集を 穗モ として 動員 狀况を 探知したり 画 館 
乂灌 Q 格軍爐 船の 動^を 探つ たる 外 「日本軍は 支那 軍に 散々 やつつ けられて ゐる 
H 本の 新聞は 嘘 だ」 などと 無 巧の 宣傳 を爲 した •これは 銳 後人 ム を攪亂 しやぅ と 
すろ 思想 謀略の 一例で ある。 

上海での デマ だが 上海の 近くで 豚の’ モ 々匹 生れた 其 六 匹の 豚は 人語を 解す るを 
して 其 巧が 曰く 「今年の S 月 じな つたら 戦爭が 南京 附近に 移り 八月 じな つたら 上 
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海 附近 じ 移々 十二月に なつたら 柬 をに 移ろ」 と 之は 明かに 目 本 軍が だんだん 负け 
て 支那から 撤 逃して 巧な 附近で 戰爭が お まろと いふな 味を を ませた 惹識 的な 敗 載 
ま義的 デマで るつて 支那 人 や英國 人は こうした デス エ作が 非常 じうまい ので あ 
る 0 

、ノ黃 浦な の 或廣い 河を 一晚 のうち 鼠が 二な 五十 萬 匹 渡つた をれ は 浦 来 じ 非常 じ 滞 

山の 米が 集積され をれ を 目が けて 殺到した の だとい ふこと が 上海の 支那 人間 じ 流 

布され た。 之は 浦 東に 米を 積む のは 日本軍 だから 從て 日本軍が 揮 山の 米を 橫んだ 

から 鼠が 渡つ^い ふことは つまり 日本軍が 澤山 ホを 買 上た をれ で 上海の 米が 足 

^ な i の だとい ふこと を 言 はんがた めの が 超 デマ エ作で 之 等は 經濟 不安と か 生活 

- ン 

困難と かの 罪を 自本軍 じ 押しつけ やうとの 工作 だ。 

二 毛色の 變 つた 惡質 デマ じな ると 戰爭巧 間を 短 かく 豫 言したり して 樂觀氣 運を 旅 
( •- 
成長 巧體 制を ぐらつかせ やうと する をの もる る。 

ホ 最近が が 無い のは 「巧 ホの 聯合を のみで 買占めて しまつた からだ」 の 如きは 聯， 


み 軍 間の 離間 宣 傅で ある 
、最近 じかけ ろ 英國の 對日謀 報宣傳 謀滕の 槪况。 

•大臺 擎器憂 一 祷檢擧 じ 化り 白 卓に 爆され たち 猶 極まる 英闕の 音 課 
i 丹傳 謀を ょ L を 左の 如 香 もので^ つたこと を 新聞紙は 離 導し イゐ る。 

一 課 報 鬼 集 事項 
ィ 某國 情報 員の 活動 狀况 
口 曰 本 軍の 軍事輸送が 况 
、ノ 目葫 を 商閒题 

日米 會談じ 於け る H 本の 動向 ' 
ホ 外相 辭 職の 原因 . 

へ 新 內閣の 性格 打診 

- 01 英米 資產 凍結 ホ 外 翔 貿易 悄 鎖に 化る H ネの國 內經濟 への 影 巧 
^ 日本の 原 巧麟ん おおが が 



篇度巧 




/巧 


ブ 佛巧 進駐の 動向 * 

ヌ 日本の 泰國及 南方 諸國 との 關な 

火 華 巧會議 を繞る 口本闊 內を臂 特に 軍部 方面の 與論 動向 
ヲ 新內閣 組織な に 於け る對外 動向 
フ 低物價 な策义 配給 機構の 狀诚 

力 國民 生活 必需 晶其 他勞 力不足 狀况 ' 

ョ 實業家 方面の 資材 不足に 對 する 動向 ‘ . 

二 對 曰宣傳 方策 (を 方 か) 

り 英國は 弱少 闽 のが 方と して ま義的 立場 じ 依りが を 採りた る 如く 强 調、 殊に 物 

資 精神力 共 じ 旺盛 不滅に して 持久力を ぞ ずる ことを 誇示 

日 目 本を して 英闡を 援助 甘し， tJ みが 如く 誘導 • 

レ 日 巧 離間を 策し 特に 日本を して お對じ ドィツ じ 軍事的 其 他物 資ム の お 期を 與 
へざる 如く 誘導 




け I 


« 課 な 


•誘導 


" T 日本が ソ输 とす 巧侵條 約を 締結 甘ざる 如- 
rv 

^ 新聞 ラジよ 雜 誌の 利用 買收を 劃策 

T ' 文 仏 面の 宣傳を 巧妙 じして なを •が 政 智識 層 じ親英 々子の 攒大を 計る 

/IV 

0 宜傳物 送が 人ぶ がを 備病一 萬 あ) - 
X . •* N 
チ 特殊 宣傳 方策 

り 陸軍 畜じ 英國の 軍事 機密 じ觸れ ざる 限リ英 陸軍の 咸力强 調 
^ 海軍 ホ おじは 大お 軍國の 共通 點を强 調し 間接 じ H 英 海軍 永年の お巧關 係を 想 
記せし むる 如く 巧む る こと 

パ 資本家、 輸出 業者 じは 自由 經濟 自由貿易の 勝利を 强調 利己的 魁 力を 誘 お 

碧をは英薑源〇停畜を强調ずるこた依り英覆髮堅皆し复 

グ、 


こと 


^ 文化人には 英米 文化的 材 なを 提供し 崇英 みあ 想を 培養す る こと" 
^ ド ィブが 歐洲 のを 源を 組 撰 化する に 失敗 甘り と宣傳 する こと 


, rif ： ► 於 - 1 
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« R 巧 


• "2 


な 上は 耳元に 攝く 方法を 用 か 一 •ぶ 宣傳と 見へ ざる 如く 巧 ふ。 

|二 對 H 謀略 宜傳 ■ • 

イ 日獨 離間 

昭和 十五 年と 月 一日 「日本に 於け る ドイツ 第五列 部隊」 と 題し 日本は 現 巧 世 
界で最 を ドイツ 第五列が 盛んに 活動して 居る 風で ぁろ •第五列は み 酱の 深部 じ 
まで 嗤 ひみみ 政治 •外を 問題 •軍事を も 卞がじ パ」 ゐ るの だ 日本人は 凡ゆる ドイ 
- ツ の惡辣 極まる 第五列 工作を 防止し 得る 素質を 備 へて ゐ ない。 - 
口 輿論 攪亂 

.を 日 女流 記 まジャ バン •ニユ ー ス •クイ ー ク社 AG を 懐柔 利用 H 米を 涉を繞 

♦ 

り 米英 兩國 をぶ 利 じ 誘導す る 如く 編稱 指導。 

、ノ 宣敎師 の 活動 ' 

本職た ろ 宣敎師 は 第二義 的と し ジャパン •タイ ムス 紙を 利用 其を 敎的 立場よ 
り ドイツを 誅 謗し ドイツのを 敎迫 おの 狀况を 誇大 じ 論述 义 一面 信者を 通じ 反獨 


/な 


巧 謀 巧 


親英ぶ おの 诱 薄に 巧む。 . . 
右宣傳 謀略 手段に 對 しては 宣傳邢 すを 用ひ此 冊子には 「ヒ ブト ラ ー は 日本 民族 じつ 
いて 語る」 と 題す ろ 冊子の 如 方」 はを 用 行變を 利用して 世界が 地に 送り 其處ょ リ尝出 
.人 不明 じて が 國をホ 面へ 送附し 或は 桑 禮ょリ 引 揚げの 龍 田 丸の 船中に 「日本 政策は 
獨自 か獨示 か」 と 巧みな 標題を 附し 海外 日本人 憂國 聯盟と 大書 じたる 長文の 對日謀 
略宣傳 冊子を がかに 積み 么 みたる こと も あつたと いふ。 

其 化新閒 ラジオを 利用 親 獨親英 を 探り 或は 日本語 堪能なる 英 人敎師 をし V 純 文化 
あ 送の 申么 のを 運 卸を なさし める 等 言語に 絕 する 術策を 施して ゐ た。 

殊に 其 手先と なつて ゐ たもの の 中 じは 親 英米 日本人 就中 上層 人物 等が 介在し 其範 
国は 數じ廣 化 多角的で あつたと いふ。 • 

問、 游五 列とは 何ぞ や。 

を •.が 織 的 集 闕的謀 報 網の ことを 「第五列」 又は 「第五 部豫」 と 言 はれ V ゐる •而か 
しお 近 じがけ ろ 第五列の 活動は 種々 雜 多で 逆宣傳 とか 父は 細 茜 撒布と かを 裴經濟 組 


巧 ホ お 


/が 


减 の破壞 とか 要人 暗殺 等々 謀略 部面の 任務を も據 當し而 かも 其 活動 範斷 味國內 斗に 
なろ 場合 も あるので •一名 「瞬 際 的 破壊者」 ともげ ばれて ゐ る。 

.第五列が なお 的 組織へ 變 化を 遂げた のは 一九二 一.0 年頃からで をして 今次 世界 戦爭 
をめ ぐつて 其 重要 さを 增 大して 來た 此點化 來映豁 等に おられた るう 間 離 X 二と」 の 
如き 個人的 ル集阁 的な ものと 趣きを 異にする をので ある。 

第五列の 活動が 眼覺 ましく 表面化し たのは さきの、 スペィン， 戰 線で ゐ つた •をれ が 
なみの 獻 洲動亂 をめ ぐつ ていょ'^ 敎烈な 活動力を 集中ず る やぅ じな つた、 今み 動 
亂の 勤お當 時に おつた ベ 八 リンの 爆破 陰謀 事件は 英國 側の 第五列の 暗躍と 目され で 
ゐ るし 父 一九 吉と 年に フランスを 震 おさ 甘た 覆面 黨 事件^ デモ クラシ ー 諸國 家は 么 
を獨が 側の 嚴五 列の 仕業と 認め V ゐ ろが •何れも 巧 陰謀 組織の 緊密 性廣化 性は 驚倒 
じ眞 する ものが あると されて ゐ る、 そして 之 等 第五列は を國が 所に ァゎ卜 を 設け、 
其 地下室 じは 兵器 彈藥 等を 隱 匿し ラジオを 備へ つけて ゐ る、 又 其 目的は 政治が 觀の 
顚 巧の みならず 其 多くの場合は 戰 爭の豫 備巧爲 乃至 戦爭其 ものの 一 お 態と おなさる 


ベ、 J もの だつ 化と 言 はれて ゐ る。 

旣じ スパイ 活動が かぅ した 段階 じまで 達して おるな 上 今日の 防 謀 活動 もこれ じ對 
應 すべき 方策が 建てられねば ならない こと 茲に言 ふ 華を ない。 

甲 •第五列の 課 報 活動。 ‘ 

乙 •ノ 冰ゥ H 1 に 於て ド イブ 軍 じ押收 された 英圃 第五列の お密讓 報の 一例を ド イブ 
の： m 蓄に徴 する に ホの 如き ものである。 

「卜 0- ムゼ I 二 0 九 一 10 英國 領事 宛スカ トラ 並 •ク ドス オスお 飛行 壤に 離し ホの 
諸 耽を 調査され たし 何れの 方面より 处 づく卜 する を 陸上 機の 眷陸狀 態な トロ ムゼ 
1 並 ナ^ ゲ イクよりの 距離を 極が 補に 調査の こと」 

右に 對 ずる 回答 

。 「卜 ロ ム ゼーよリナ ^ ゲ イク 四四 j と二一英國領事館宛ス カ ト ラはノ 八 ウ エ ーの油 
軍 飛行 基地 じして 卜 ，ロム ゼ ー の 中 ふ 街より 道路に よ‘ つて 通ず る 化 方 約 四 マイ 少の 
地點 •塵 上 機の 若 陸地 點 なく 格納庫は 未完成の ままに て 水上飛行機 はお 留が槽 じ 



巧 謀 巧 


♦ 


たら 


よつ てつな がる 格納 摩には 十々 寡の 水上 飛行 裸を 收 をし 得。 ， 

バ方ド フォスは ノ八ゥ ユ ー の 陸軍 飛行場に して ナ方ゲ イクの 化 方 巧 十五 マイ 少 
トロ ムゼ ー の 南 ホ 八十 マイ^ それぞれ 道路に よつて 通ず 着陸 地 點の關 係は 卜 明」 
ナ少 ゲイ ク領專 より 吏に ロンドン 海軍省へ 送つた 反電は 次の 如し。 

「ロンドン ニニ ニ八 0 海軍 宛 
オン 灌 ’ ： 

イ 約 一二 00 が . * • 

り 低潮 點二六 吹 
户 .高潮 點 1110 眠 

巧 物を 卸ずに 不適 當 なる も 軍 除は 上陸し 得る 見么。 

、ノバ ァ灌 •‘ 

イ 四 00 吹 

沖の 低潮 點は二 九 W なる も 蹲 頭內は 僅かに 十八 灰 


、 




间 


巧 巧 巧 


'ノ 高潮 點八眠 

T 無し 

スアゲ 八 ネス 灌 

ィ 五 五〇趴 

n 低潮 點 ニー 趴 

戶 高潮 點六吹 
\ly 


ニニ 0 トンの クン 1 ン • - 

更に 要請され た 誤報 事項は どんな もので あつたかと 言へ ば 凡を 次の 如き もので 
あつて 之は ナ少 V ィク 市 並 其 附近の 軍事 機密 じ關 する ことが 大部々 を 占めて ゐる 
一例で ある。 . 

一 最近の 都 巧灌灣 計畫じ 願ず る 詳細.， 

づ 二 年 前の 報が じ 支れば 近き 將來に 於て 港灣の 著る しい お展 が企阔 されつつ 
ゐるホ こ. 4 じつき 薛細 ありた し 


tf 


巧な 巧 


/ぶ 


一ニ ナ八ゲ イクの 端 人 〇 ‘ 

四 ラム スンドの 海軍 巧據 地の 現を 义縣 巧の 機能 じ觸 ずろ 詳細 ‘ 

五 八 オサヴ アラ ー ケ作ナゲアドラ^ ドじ關 する 詳細 

六 おお 供給に 離す るが 吿 
と 巧 油 供給 じ關 する が吿 . 

八 如何なる 信號法 (電話 電 倍) が 用 ひられで ゐ るか 
九 ナ^ ゲイ ク 防備に 關 する 事項 . 

十 上陸 啜 撃 等の 點 ょり 見た る 沿岸の 兩 調査 、 

王-ナ^ ゲ イク •リク ス グラン ゼン 間の 鐵 道が がみに 怠 樂 しがる ことは 准實 
り やおして 然 らばな も 怠業を 起し おき 箇 巧の 詳細 
卞一 輕が •が' 曳船 等の 中 どんな 船が 役に立つ か ‘ 

さ ー キ^ ヶネス 陸地に 機雷が が 所がる リ其 附近の 船舶が 稱 雷を 妓設す •へく 待機 
中との 說 のを 否 • 


ホ ニに 依り 英两の 謀 報 活赫は 一九二 一八 年から 一九 四 0 年に 直 リ間斷 なくしぅ も 
加速度 的に 强 化されて ゐる ことが わかる。 . 

•ストラブ トフ オ 1 ス、 プラン 0 

•リン、 ノ ムメ^ 附近 獨英 兩眾の 衝突に 於て ド ィブが 巧收 したが 密文 薄た るフ トラ 
ッ トフ ォ ー ス、 プラン (上陸 化 載 計 著)， は 十八 巧 目から 成リ此 第一 一項に 於て 計薰實 
行迄絕 對お密 が附豁 され 從て 上陸すべき 地點を 五ー ニ •五 四と •五 四 八地點 とい 
ふやぅ に 數字暗 號が咕 ひられて ゐ るが 右 數字中 五 四と とい ふのは 「スタ ゲ ァン グ 
少」 でゐ るが 如し。 

ストラット フオ ー ス、 プランには 又な 撃 指令が 附記 甘ら れてゐ るので あつて 次 
の ものは 常な 四十と 步兵旅 閣じ與 へられた 攻擊 指令で 日附は 一九 四 0 年 四 W 六日 
五 四と 地點 (スタ ヴァン ゲル) への 作戰を 指示した ものである。 

r . 一般 方法 ‘ • . 

「ストラット •.フ ォ ー タ」 の 目的は 五ー ニ> 五 四と r 五 四 八地點 への 上陸を が 巧 







な謀胁 


化) 


して これらの 諸灌を 占領し ド ィブ 勢力を 排除ず るに るる。 

■我闕 の 上陸は 住民に よつて 歡迎 される でゐ らうが 一切 0 上陸 じ闕 ずる か 裁は 
R 艦に をね る ものと ず。 

的 

五 四と 地 就じ關 しては R 艦の 指導に よつて 上陸を 敢行し 次の 地帶を 防鱗狀 難と 
ずる ことじ ゐ る。 ' 

ィ港 おび 雌 頭. 口 「ソラ」 飛せ 場 、ノ 「ソラ」 の 化一哩 半に ある 水上 飛行場 
一二 敵が の 行動 範圍 ， . 

ま 力は 先づ 空軍 行動に ある ものと， 豫 想され 我 軍の 上陸 中を 攻擊 する であらう。 
かかる 事態 發 をの 場合 上陸 行動は 民 艦 じよつ て 掩護され ろ ことにな らう > 而 し 
て 巧 粟な ことは 敵軍が 攻擊に 出る と 出ざる とじ 係らず 我 軍は 時を 移さず 举 頭から 
集合 地域へ 移動す る ことで ゐ る。 、 、 

又 我 軍が 灌に 於て 上陸を 敢行しつつ ゐろ閒 に 敵軍が 飛行場の 占領を 巧審 する こ 


づ目 


とも あり 得ろ が 其 場合には 急遽 飛行場を 占領し なければ ならな L 
3 集合 地域 

寺院の 南方を 園、 病院、 ダス エ場。 

おを 飛行場、' を飛奠 •灌の 養 等に 關 しても 周到な 指累與 へを てゐ 

\ 

■ . 


-第ム ハ 列とは 如何なる もの か。 ‘ 

•寞 列とは 擊じ勝 だっと 云嘉ム さが 足りず 其 態度が 結局 戰爭を 妨害す るが I 
なる が 如 さ 類の 總稱 である。 . 

例へ ば囊 S 階を 靈 的に を S を 話しを 藍を 抱を る こと 妄は物 
の 香 由へ Q 丢雲不 富な 霖を手 じ 人れ-^ 雪罢菱 首で もと ミ やぅ に 
吹聽 する 所謂 「二 勝 さと か 其 豐覃靈 引 等* にち 敵® 季 S 養の 溫 

巧を 作る •か 如き 間磬爲 はずべ て 之を 第 六列餐 だと 言 はれて ゐ る。 

莖し 斯様な 虛に附 込まれる ことは 無意識 じ f れる ことで ゐ つても 賛ク パィの 


と. 



なま 巧 
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沟キ 助を やつて 居ろ ことと なり •これ とりもな ほさず 職 爭に礁 たぅと いふ 執む さい 
ホ たをりな いが 爲戰爭 を巧審 して 居る ことと 间-結 巧と なる いら じ 外なら. ぶ、 いら 
•である。 

外電の 傳 ふるところに 依れば 米 闽內の 孤立 派を 繞る 一派は 「戰爭 になつて 生 巧が 
をろ しくな つたのは 政府の 寅 化 だ」 「なぜ こんな 生活を 甘なければ ならぬ のか」 と 
いふ 巧 載が 諸方に 連 おし 政府を 攻擊 レて ゐる とな、 るが^) ズゲ ユ^卜は 之 等の もり 
じ對し 「第々 列」 と稱し •更に 闊內 政敵には 「敗 化 主義を」 と呼稱 して 居る とい ふ 
ことで ある。 / 

米哟內 じは か- した 第々 列れ 爲が おおし 國論區 々の狀 態なる と 言 ふが 之 正しく 敗 
戰 への 弔鐘では あるまい か。 ’ 

要する じ是 からの 英米の 姐 ひの 的が 第々 列巧爲 にある ことは 疑問の 餘 化がない、 
從 つて 斯る虛 をつ くらぬ やう 而 して 其 虛じ附 込まれぬ やう 盡々 留意すべき である。 
問、 巧 間 課の 日本人 觀。 


ま •を 謂 藻は 曰く。 
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さ •某 間 謀は 曰く。 

「 H 本人は 仲々 誘惑に かからな いが 其 生活に 入つて 巧く と 何もかも ぁ. けつ ばな しで 
話 じて くれる ので 眞に 都合が ょい」 

「日本の 學 ホは まことに 御し みい、 銀座 や 新 宿の 唤 茶店で 大學 生や 專門學 校のを 徒 
じ 話しかけ たらずぐ 友達に なつた •面白い ことがぁる 私の 家へ いらつ しやい …… と 
誘つ ておの 仲間の 女が を 近づけたら まるで 夢中 じな つた、 をれ から 徐 々に 水を おけ 
て 機密の 探査 じ當 つた …… 」 

义 或ると；^ 一 「誰々 が 某閒题 で檢舉 された …… 某は 銃殺され たらしい」 とか 「大勢 
の 子供を 抱へ たお 亂が 米の 不足から 間 •をして 發 おされ 親子 ム中 したが 新聞に 出な 
•、- などと からか ひ 半 かで ザ マを 飛ばした ところ 水の 波紋の やぅに H 本人 大衆は 傳 
へて くれた • H 本人は 穗 々の 迷價を 持つ てゐ るので これ じふれ た テマ. はムく 信し で 
くれる がせ ハ 媒介は 學 生が 敵 もない と。 大體外 國人じ 言は せろ とを 一二 風 人を 一番 疑 ひ 
の 罔で おる のはを 西亞 人と H 本人 だと 冨 ふて ゐ ながら 世 巧 中で 一番 スパイし あい 國 


心...；-;..- 
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は 日 私 だと 昔 はれて ゐろ ことより すれば 目 本人の 何處 かじ 間 糊の ゐる ことを お峻す 
る ものでは あろまい か。 

' - ' 

甲、 日本 闽巧が 防 雜じ對 し 比較的 無關ム だと 評を ろる 理由。 

こ、 凡そ 次の 如きに 因ろ もので るら ぅ。 

一 四面 海を 環る 日本は 歐洲の 如く 國 境を 接して 居ない こと^り 近代的 防 謀の 經驗 
/V 、 / 

じ 乏しい こと。 . 

二日 本 民族は 天性 純眞で 何事 も 信じ あいこと。 

一二 古ず 必勝 不敗の 信念を 常' 徹し 秘密 戦を 卑少觀 して ゐる こと。 

な 上の ことは 閣際 無電、 勵際 交通の 頻繁 化 甘る 今日の 時勢より ずれば 义弱點 と 

もな つて 居る のでを る •而 かも 此弱點 は 明治 維持な 來に 於け る拜外 思想の 爾慢と 

♦ 

おに 一層 拍車した ので ある。 

斯樣 な理で スパィの 普 毒の 恐し さが 日本 闽民じ 末 だ 徹底して ゐな いので ある、 
化點吉 省ず ベ 式」 であろ •さりぶ がら スパィを なれて 化の 中を 暗い もの じして しま 


/ 化 
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.ぅ 穿 ま逆窠 でる ミ耍 ずるに M 寮る Q 白を 喚起 するとち 防 f の 藍を 
是正ず ろ こ AJ に 考慮を 拂 へばと ち あつて 化褒腺 測は 却て 禁物で ある。 

問、 國 際電疲 線の 實狀 如何。 

を、 前歐洲 大馨時 雲て ッ 軍を 嚴も惱 をた のす， キリス 軍の 擎てァ メリ々 

軍の 飛行機で もな く、 實にィ V リスの ロィ テグ 通信 おの 宣傳 だつ たと 傳 へられで L 
ミ 當持賞 Q 海囊 線を 殆ん S 占して ゐ ミて S 蹇軍 力に ょつ て •トィ' ン 
側の 海底 線を 切で てて ブ と費國 との 通信を 驚 ぉ、 をして 白 己に 有利な 僧 
報の みを 巧 ふが ままに せ 巧 中に ばら 撒いた。 

ン ー デン ドルフ 元帥が 嗅ず る 迄 もな く ド イブが 戦簡に 勝つ て 戳爭に 敗れた 一つの 
原因は 宜傳の 完を敗 化で あつた ミは 今 ミ 常識^ろ とし 今 ミは 孩 カー 
變 して ゐる •前 欧洲 戰爭と 今柔戰 のをな 翼は 「ケ1 プ 八を 無線 ごで ゐり 
切 薪し 得ない 聲の 蟹の 奪が 闕際裹 戰曾ン デイン 3 ン を或賣 おて 公ぶ 


らしめ たので ある 


一^’-’ ホ..'. 
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なにを 田が 無綜 電信 反び ラジォに 依る 阔際宜 が じ 巧 力む つくす 理由が あり 宜傳が 
術の 巧 劣が 直ちに 勝敗 じ 結びつく 鍵と もなる 所な が あるので あろ。 

.試み じか 界遙信 聯盟の 一 加盟店た る 同 開通 信 まは 現を 英語 佛語 スペィン語 華 文 か 
四ヶ間 語を 使用し 善 夜 兼行 延時聞 五十 四時 間に 約 二 一 萬 語の あ大 なる： 逝 おを を 世界に 
向けて 居る と 言 はれ 驚く の 外は ない ので ホる •かくて まさに 网際 ラジォを 戰な 姑へ 
ざる 尖兵と なつて 火花を 散らして ゐ るので ある •然 らばを 國の 實狀は どんな もので 
あらう か ブ. 

次に 巿河前 ィラン 公使 談の便 槪を紹 かずる。 

ち 巧 
勇 昼 

老猶 とい ふ點 では 矢張り n ン ドンが 送が 一番 だら う •ニユ ー スも 早い が をれ ょり 

も ジ卫ス チ ユアの 閉 だける つて 表現のう まいこ' とは 驚くべき もの だ。. 

• - 

今 ホの 敗 戰ニユ ー スの 如き も 際どい 處を 耍領 ょく 逃げて 結局 巧みな； 呂 葉で ゴマヵ 
シて しまう •然し どうしても ゴ マヵシ 切れない やうな 瑞合 じは かへ つて 逆手を 化つ 


• < 

•こ _妻ら こを を JC’ 一ち ぅ • グク\ス •ホブ •ゥ M が スをン パ^スが 我 お 軍に 巧 化さ 
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て眞 先に 巧まして しまう •プリンス •ォプ •ゥェ^ス やン パ^スが 我 海軍に 巧 化さ 
れた とさな ど 敗戰の 事實を 逸早く 卒庶に 放送し， 作、 これは 相手方の 宣 がの 機先を 制 
すると 共 じ 化の ニユ ー スも此 様に 正確 だと 倍 じさ 甘 やうと いふ 英閣 一流の 戰術 なの 
でぁる •ところが 誰も 見て ゐ ない 場合は 徹底的 じ 戟果を 誇大し 例へ ば コロンボ 攻擊 
のとき には 「日本 機が セ 十五 機巧 娶 したが 其 中 五十と 機を お隆 せり > わが ホ 被窜輕 
が」 などと いふ とんで をない-入 巧 太を 飛ばした りする。 

三ユ ー スが 外の 放送で も ぁの 手 この 手を 自由に 踞 使し をだ變 化に 富んで ゐ る。 

前大戰 時英闕 はが 密 挫に 情報 局を 設け 著名の 學者 や藝術 家を 動員して 「ド イブは 
戰 巧者の 巧歷を 絞つ て 油を 採つ てゐ る」— と 呪 ふべき デマを 世界中 じ まち 散らした が 
ツ ンガポ ー ^ 失 陷後か 對日惡 宣傳も 之に 劣らない、 日本は 捕虜に を 事も祿 々與 へな 
いと か 日本は 非人 道 だとが 日本の 敵前 上陸 じは いつも ドイツ 兵が 參 加して 居る とか • 
日本の 飛行 ± じは ドイツの 辦行 ± が 混入して ゐろ とわ 比島の 敵前 上陸では ホ 兵に 變 
裝 しで ホた ので われ'^ はだ まされた の ピ等令 かうな ると ふ 被の いやし さが 露出し 


召 ；^ rTJTT W 勇 4 ミ ！*^ 


rv j る * 
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がつ て逆效 をを あげてし まう •ビ^マを 失 ひ ィンドが 危く なつて さた 時々* どうい 
ふ 對巧宣 傅の ホを 打つ かと 舆 巧を がて 見て ゐ ろと 果然 滿洲闕 の ± 地 生活 衞生 等に つ 
いて あらん 限りの デマを 化 旁 出した。 日本と 仲ょ くずる と •こうなる ぞと いふ 謀略 
宣傳 である •而 かし ロンドンが 送で 日本が 占領地 帶の 住民を 脊拔 きにする ため 阿片 
吸 飮を獎 風して ゐる とやつ たのは 天に 向つ て 唾を 化く 大 失敗 だら う •いづく んぞ知 
•らんな 年 前 天人 共に 許さない 阿片 歌爭を 起し 今日の 事態を おいた のは 化で もない 英 
國 自身 だから だ。 

广ホ 01 

ァメ rfrs 力 も あ 送には 力を入れ 「一ー ユ ー スオ ブニユ ー ス」 とか， r ァ メリ々 干 一夜」 
な r 趣向を こらして ゐ るが 列圃に 比し 宣傳ぶ 送に 乘リ だすの が遲 かつた だけに 其の 
. 、ノン デ キャブ プ をと り 返 甘ない 狀態 である。 . 

. 特に ニユ ー スに關 レて は大 東亞 戰爭な 巧の 敗戟 つづ さで 眞 相を ぶちまけられない 
悄 みが 巧く 勢 ひ ニニ ー スが 精彩を 失 ふか、 さもなければ 大與 太ニユ ー スに なつて し 
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例へ ば 寞六星 弓、、 ブ •トクエ ふ 載で アメ ，々ま 洋艇隊 司寞官 二' プブ は、 
r 呈の戲 艦璧诗 おを 一隻に 曇を 巧へ た」 と 放送 おが 晉 には 之を 云 I し 
をに 音 じは 「日本の 皆 一 一隻を 蓋 二？^ を 大破 戰艘二 隻を がをだち 寞を 

飛ばした ので ある。 

_ ドイッ U 

ド イブは 蓄の 悲鳴を 巧みに 化 去て 有名な てて 卿が 臺巧 にか 送して ゐ 
る •ホ姻 の 巧を は 言葉が 巧い のと 導に 飛を ゐ るち 害の 中に さへ フアンが ゐ 

I 

る ほど だ。 

こユ 1 T クが 敵機 來 巧の 影に 怯へ て 初燈乂 管制を やつた ときべ グリンの 放ぎ々 
「.いょ く 二 7 ョ 、クも フン T ンもち 暗にな つち 眞僞 の 程は みらない が皇 
愛ぞ 消へ 黑聖 館と 改稱 する さと ユ 1 モアを 飛ば お。 

羅開戰 憂； ソラ インを 巧つ て ゐる佛 軍の 司令官が ま寨 食堂には ス リフグ 


- Kcst 
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夕 でも おき 乍ら 飯を 食べ やうと 思 ひ何氣 なく ラジオの ス イブ チを 入れる と 出て ホた 
のは 音樂 ではなくて 何々 「唯今 00 司令官が マジノ ラインのを 堂に入つ て 巧き まし 

た、 椅子 じ 腰を下ろしました •唯今 メニユ ー を 化て ゐ ます 」 と いふ 奇怪な 化を 

流觸 フランス語で 今 現じ 00 司令官の 周圍じ 起つ てゐる ことれ そつく リ そのまま 
献立まで 間違は ずに 話されて ぶる の だ •司令官は 揀が として 立 上つ た •をして 靑ざ 
めた おで 食事には フオ ー クも ふれず じ 出て 巧つ た •これは 米 誌に 栽つ て ゐた實 話で 
ある。 スパイの 謀 報に ょる 獨 巧の 神經戰 術で ある ことは 言 ふまで もない。 
日本. 

わが 大本を 獲 まの 信用は 何 巧で も大 へんな をの だ •恐らく 信用を 得て をる 巧では 
.世 巧 一で るら う、 イランでは ラジオを 持つ てゐ るは どの まは わが 巧 外ぶ 巧 や 巧 伊の 
對 イラン 放送 じょろ 大本 答 お 表を 媳き 逃さない し米图 あたりで も 巧 化を 信 巧で 日本 
のな をを おいて ゐる まの 數は 莫大な おに のぼるを うだ、 飾らず 誇らず おらず 武± 道 
をの ままの 東京 放送の 前に 醜女の 廣 化粧の やうな 米英の 謀略 宜傳の 白が が 日々 剝げ 


ド こ r - > ^秦5を を レ-を n ま， C1 で でら 〇 0 



て 斤く のを 每ろ當 が-*-- 言は ねばならぬ。 

を 、 

日本の かを 富 する 宣 厚は 特忆慶 が 利用義 る 锅係上 現 奪は 幫 のか 送を お擎 

る ラジオ QS は f すれば 管 乘ぜを 5 蒙る るむ で 無線 精管 依り' 否® 制限を 受け 

て 居る ので ある。 - 

巧、 近代が 密戰進 劇は 何處 か。 

管 •スパイの 本場は 何とい つても ョ ー 。 ブパ であり 別けて-イギリス-は スパイ 制度 
の 先進 岡で ありを の 組織 及 活動が 最も 狡始じ 洗錬され てゐ る。 

燕 報 钱關は 外務省 > 軍 豚 郵便局 •稅 務署 、警察署 等と 關 係を 保ち 就中 外務省の 情 
報 部 じを 點を曆 き 之は 其エ ー ジュン トを世 巧を 地 じ 置いて 居る と 言 はれて ゐ る。 

英國 の禪謙 機關の 中で 特に 巧 味 あるのは 防 課機關 である、 之に ついては 陸軍省 倘 
報 部 五 課 (MT5) が 有名で 之と 緊密に 結びついて 居る のは ロンドン 巧 視廳の 特別 
部で 之は 逮捕 身 巧 監視 等の 實力 機關 となつ て 居る、 勿論 空 •お 軍.、 外務省と も賊連 


mvmmliiipillKliMil 章を 含 i 一 
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を 保つ て， ゐる •をして 情報 巧關の 活動 方法は ましく を 巧 化し 仏學ま •語學 ま •技術 
ま 等が 情報 機關の 官吏 中の 最大 おを 占めて 居る とい ふ。 

今日を 國共 巧ら しい 暗號 がつ くられ 且 之を かく 爲に 新ら しい 藥 おも お 明され てゐ 
るが 之を を 短時間 內じ 解く ことが 英國 情報 機 關暗號 部の 任務と なつて ゐ る、 此暗號 
部の 任務と なつて ゐ る、 此暗號 部の 中に ある 有名な 「第 四十 室」 は 前 歐洲戰 時 海軍 
々か 部の 設けた 巧で 大戰 最後の 年には 五十人の 部員に ょつて 每日二 千 通の 通信が 解 
讀 された とい ふこと である。 例の チン メ八 マン 電報の 解 讀じ成 巧した のも此 部で あ 
つたと かなる、 此暗號 部は 所在地を おが じして 轉 々と變 つて ゐる •近時を 國 共暗號 
が 請 方法が 著し-" 進步し 今や 解讀 されない 暗號は 殆んど 存在 甘ざる に 至。 た、 稀な 
暗 號の爲 じは 「頻出 度 表」 とい ふ' ものが 使 はれて ゐ るを うだが 之は アメブ タがお 明 
したを ので 化 表で 大抵の 通信が 解讀 される とい ふ > 又 お 字 暗 號の爲 に 一種の $ 器 
がつ くられて いる •巧 閑人は 自 巧の 暗が 部の 手に かかつ ては 如何なる 複雜 なおが も 
一 ■あ 尙お內 には 必ずが けろ と 誇つ てゐる •ラジオ、 新聞 巧吿 •ン コー ドの 方法 等に 


.>をも こ vfl ホこ をも厚をとするををかくため の種 々 の 
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化る 通信 もを あにが 讀 される ので ある •巧に をを 得手と する 巧を 巧く ための 種々 の 
ホ 巧が 高度に 谋 達して ゐる •「プラン ブ イング」 とい ム 方を のかき も をれ である • 
えょ 列へ ば 故意に お 報を を ませる 類で ある、 又 謀 報に 關 ずる 年度 豫算が 馬鹿に 多額 
で一說 には 百 萬 ポンドが 上と 言 はれを して 此使 をは 一人 乃至 二人し かかる ものは な 
いと 言 はれて ゐ る。 

ロシァ」 は 化界で 一番 スパイに 力を入れて 居る 國 だと 謂 はれて ゐ るが 力を 入 
れてゐ ろ 半面に 一番 スパイに 信用を 置いて 居ない のを 又 ロン ア である •其 實 はロシ 
アの 外交官は か國へ 出で 巧く と 逆に 自 みの 國を スパイして 相手 國 へが 報を 貴る をの 
が 非常に 多い とかなる。 - 

日本に 來た ロン アの 最初の 大使 コブ プは スタ ー リンに 反抗して 逃げ 曲した、 此種 
の 例は を 巧に 類例が 多い と 言 はれで ゐ る。 


ペグ リンの ロン ア 大使館 員 等が 歸國 命令を 肯んぜ ず居据 つたこと A ある。 巧樣じ 
ロシアの スパィは 指導 まから 信用を 廣 かれて ゐ ない 現 狀 にある。 
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ロン ァが スパイに 力を入れて 居る とい ふ 基本 理由は •スパイ 養成 所を 設置して る 
る 等ょり をぅ 見られて ゐ るの だと も 言 はれて ゐ る。 

を 年 前 朝鮮で 捕 へられた 一二 名の スパイは モス コク から 巧た 绿 々たる もので あつた 
が 彼等は 日本の 軍事 學を 始めと し 無線の こと 其 化戟爭 となつ た 場合の 火 藥庫錢 橋 等 
の破壤 爆破 方法の 副 任務を も 擔當さ 甘ら れて 居る ことを 自白した。 

ホ お」 ミン ン トン 會議ぞ きは 例の 髮霄報 繼で素 管と ミで あ， 

つたが 平常は 案外 防 課が 徊 留守 じな つて 居る と 見へ 大事な 機密が ひょ い*— 外 岡に 
漏れる。 之は 輿論の 國 である こと もさる ことながら 而 かし 一面の 理由は 外闕 スパイ 
十 人 じ掛し 檢擧員 一人 平均と いふ 殆んど 明な しに 等しい 防 謀 機 蘭のを 略な 缺陷 だと 
も 評されて ゐる •其 處へ巧 くと 英 聞は なかなか 狡猎で 海軍省の 機密を じは 軍艦と い 
ふ 軍艦の 化 ゆろ ものが 影 おとし 壁に おつて あると 報ぜられて ゐる •當局 まは 白 本の 
軍ち を 一目 見て お籍お 名を 言 ひ 當る程 じ お 育され てゐる •遇 去の 事例に 徵 して 明か 
な こ 如く 此 巧の ス パ. イが H 本 等に 巧た と 式」 じは 魚が や ピクニックに 見 甘 かけて いろ 
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んな赏 巧を 巧め 或は バンドの びぜぅ 金で 寫眞 をと つた々 描いた 地 画の 上へ 油繪 をを 

、 

り あして ずました 巧で ゐ たので あらぅ。 

斯樣 な理で 近代 秘密 先進 國の 雄は 特に 其 狡 巧な 點に 於て 英困 であらぅ。 

巧、 防 誤 法規には どんな ものが あるか • 

を •防 課酣係 法規ょり 主たる ものを 巧 出 甘 ば 
1 すが 保護 法 (巧 一一 丧 乃至を セが) 

二 困 法 保安 法 (き 一 一條 乃至 第 七が) • 

三 巧 用 ま 源お密 保護 法 (第- Ms 乃至が 十 直條) 

四 國ま蘇 動員 法 (第 巧 十 巧が 乃至 第の 十五が) 

である •而 して 之 等 法律に おを されて ある 「巧 密」 乃至 「秘密」 は大體 にして ホ 
のかく 區分 ずる ことが 出 巧る。 

^國ホ 機巧を ち おち 經巧其 他 ま要圍 おに 巧す る もの】 

» 口 巧 事 上の 巧密 




*•=^3 が 


だぶ. 產马 ，霉 
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、ノ 軍用 ま 源の 秘密 
二 围ま線 動 貸 じ 依る が密 

甲 •機密 义 はが 密を 如何にし 化 場合が 違反と なる か。 

乙 •凡を ホの 如き 巧爲の あつた 場合が 違反と なる。 

ィな國 のみならず 一 おか 圃並 外國人 若く は 他人に 漏し 又は 公に したる とき。 

口 探知 收集其 他 窃用した ると き。 ' - 
、ノ 巧知 收集 又は 漏泄の 目的を がて 面歷 等を お成し 又は 之 等图歷 に知惰 加入した 場 
•合 等は 違反と なり 罰せられ るので ある。 

尙茲 ，で 注意す べきは 防 課と 法律との 關な であるが 「防 課に 關 する 法律 さへ 守れ 
ば をれ でょ い」 とい ふ 樣な考 へ 方は 不眞 面で あつて いけない ので ある。 

一例を 擧 ぐれば 軍 巧 保護 法 施行規則に 特巧 地域に ありて は 地上 二十 米が 上の 报 
をは 無 許可に ては 罷りなら ぬと あるが 化 「二十 米」 に こだわつ て 二十 米 か 下で あ 
れば差 支へ ないかの かく 考 ふることは 巧 謀 常識の 缺 げたる ものであると 云 ふべ く 


/ 


•す 


篇 巧 


其 可否は 自律 的に みすべき ものである • 

「防讀 ょ 取締ょ々 が 自の自 を」 と嘗 はれて 居る ことが 又 其 おに ある 理 である 






篇 論す 


! 泌 


言 論 篇 


戰 時下 如何なる 言論が 是 とされ 父 非と される かは 一 おにが じ 得ざる も 凡そ 建設的 
なる 言論は 歡迎 され 然ら ざる 言論は 非と される ので ある。 

- 

がら ば 法律'^ の 限界 如何と るふに を 場合、 目的 •'行 爲等 •を 法規の 定 むろと ころ 
じ 依り 異なる ので ある。. 

巧、 言論 法規 じは 如何なる 種類の ものが るる わ。 

を' 言論 關 なを 規 ょ々 主たるを のを 摘 化 甘 ば 凡そ 次の ものである。 

一 改正 刑法 

二 國法 保安 法 • 

S 言論 巧 版 集 會結化 等 臨時 取締法 ： 

X 

四 取引所 法 


/が 


、 


巧 


な 


サ 


五 陸軍 刑法 並 海軍 刑法 
みな I 察 化 處詢令 

ホの 外 治ま 醫 察を、 治ぶ 維持 法 •刑法 > お講 院議 員 選擧法 > .巧 巧 物 取締 規則 等の 
かく 附隨 的な 法規 も ある。 

右の 法規 中 T づ iii は 昭和 十六 年 未 新規 制定 乃至 追 補な 布を 見た もので 之に 依って 
菩論 統制の 艘势は 愈々 搬 ザされ たので ある。 

特に 新 法規が 嚴罰 主義を 採用した ことは 注 月すべき である。 . 

甲、 言論 法規の お充强 化された る 理由。 

乙* 從 ホの 法規では 例へ ば 刑法 じあり ては 名 巧 信用 等の 保護、 取引所 法に ありて は 
巧 場の 擁護 じ關 する に 止まる 等、 所謂 個人主義 的を 採に 窝んで 居り、 义陸 海軍 刑 
なじ ありて はぎら 軍事の みじ關 すぶ 造言飛語の 禁止と いふ 風に 偏して 居り •一般 
社 會的人 ム> 准 巧-謀 報 •宣傳 、謀略 等の お 野 じあんで 居な かった し 治安 替察法 
じあ りても 特巧 事項に 局限され て 居る し 其 化 警察 化處剤 かに まりて は輕 きま 警罪 


巧 論を 


I の 


じ 過き ざる 等 時代に 副は ざる ものが あつたの である •從て 之 等 不備を 是正ず ると 
共に 無 貴 任なる 批 一: 言動を 禁 お、 他面 围 民に 對し 近代 戰的 特賓を 理解せ しめんと 
する の要ポ 面と— に 因り 言論を おの 巧充强 化を なじ 見た 理で ある。 • 

巧 •如何なる 內 をの 言論が 制限' を受 くる か • 

を •おね 次の 通りで ある。 

ィ 人 ム惑亂 の 事項 

, 口 人を 證 惑す るの 事 巧- — 

'ノ 治ま 妨害 事項 ，， 

こ 經お 上の お锐を 誘を すべき 事項 
ホ 困民經 巧の 運行を 阻害す る ま 項 


ィの r 人む 惑み」 は 巧 法規の 巧まで 所謂 大ホ 性を もった ものであるが 之に 巧し U の r 證 巧」 は 

t • ( -7 ■ 

大衆性を 有 甘ざる もので あろ 巧て 前者は 巧 也に 巧 巧を 巧へ 社會不 まを がが する 樣な 場合に 


\ 


.hi 


« g 首 


巧當 しを 者は 個 入と か 小 巧の 人を 巧は して 半 信 半 巧の 状態に 薄く 様な 巧 合で あれば よいので 
わる •此 がに がて 兩 をは 相まして ゐる〇 

唯 巧者 共 「惑み」 とか 「誰 あ」 とかい ふ 結果が 必ずしも お 生し なくても よいと いふが にがて 
* - 

は 巧 通して ゐ るので ある。 

ぺの 「治ぞ 巧 害」 とは 例へ ば社會 機巧を 急がに 變動 さすと か不巧 行動の 誘發巧 動と か 言 ふやぅ 
な もので 言 ひ おゆれ ぱぞ 寧を を 風 さすと か、 なおを 巧 革す る 等の 如き 場合で ある 0 
治安 巧宰 も^^の 問題と 同じく 必ずしも 巧 害が 伴ム ことを 必要と しないの である 0 
IT の r お 巧 上の あ亂」 とは 一 お 的に 生産’ 配給’ 金が、 貿易 等の 諸經巧 機能の 遥 巧が 阻害され 
て お化狀 巧に ちる ことを 意味し， 

がの 「团巧 お 巧の 運行 阻害」 とは 金 蘭 巧の 巧み、 ま 要 物資の 生產 ，おお 等の 阻害 巧爲を 意味す 
るので み— る， 巧ら ば兩 をは どこが まふ かと 云へ ば 其 判定は 困 巧で あつて 從て贿 をは 其 法 えに 
をめ られ た， 場合 •日時、 巧爲 摩を 參 酌して 碍圳 する よりかに 仕方がな レガ らぅ。 

历 •如何なる 行爲 がいけ ない のか。 

ぞ> 肢 ね ホの 如き 行爲 である。 


’ 巧‘ な す 


化 2 


ィ 造 含 飛語す る こと 
0 流言 •浮說 •虚報を 爲ず こと 
'ノ 虛 儀の 辜 實虛僞 の風說 等の 流布 


補 

ィの r 造言飛語」 とはち ミなら ざる 有害なる 事 貧を 報 巧す る ことで ある • 

日の 「流言が 說 虚報」 とは 根が なき 風說 とか 巧を 報講 する ことで ある。 

而 して 化の 嘘の 報 導は ィ 'の 造言飛語の 「飛語」 と 同一の 觀を であると されて ゐ る。 

(の’ 「虛僞 の 事實」 とは 巧の 事 實で又 r 虛 僚の あ說」 とは 根がない 言 おで あろ 而 して 之 等を 
參か 人に 對 しが 捶 する ことで ある' レ 

なで 注意すべき はが お ハは 不特を 多 數 人を 對 みとして ゐ るが ィ^は 不お 定夕數 人の 場合 だけ 
に 限らず 转 をの！ 人 乃き r 一二 人の ものに 吿 げた 場合で もい けない ことになるの である 0 
從て は (之 ハ 巧 所 言 ダ」 とか 「ここ だけの 話し だ」 とかの 例の かく 特を の】 人 か 二人 か 
にを した 場合で もを むので ある。 、 

尙 前記 一二を は どこが 巧 達する かと 言 ふと 之 又み 法文に をめ られ たる， 場合 •目的、 巧爲 等を 
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夕 巧して 孤 則す るの みで ある。 

巧 •目的の 有無 心 依り 犯罪の 成否に 關係 ある 場合が あるか。 

を、 言論 法規 中には 犯罪と なる が爲 じは 一を の 目的を 必要と する 場合と 一定の 目的な 
くと も 違反に 問は るる 場合と が ある。 ！ ’ 

今 言論 法 お 中から 目的を 必要と して ゐる ものを 拾 ひ 巧せば みの 如き ものである • 
從て 次の 如き ものが かの 場合は！ EL 的なくても 化の 條 件が 具は る にがては 其、 値を 反と 


なろ ので ある。 


ィ 人む を惑亂 する ことを 目的と したと き 

C ‘ 

(改正 刑を 第 百 五が ノ ニ) 


が 巧 頃 金の 化 付 其 他經巧 上の お 化を 誘 おする ことを 目的と した- 


(が 正 刑法 第 百 五條 ノ ニ) 


户 を 利を 得る ことを 目的と したと き •' 1 

C 

(を 段な 正 刑法 第 百 五が ノ 凹】 


良‘； 一 -. JyLh 
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三 か閔と 通謀し 父は か 國にホ 益を 巧 ふる 目的 あるとき。 

(巧 防 巧 ぞホ第 九 條—第 十條) 

ホ を圃を 利す る爲 なるとき。 

(陸軍 刑法 第二 十八が 海軍 刑法 第二 十ー ニ お) 

へ 取引所に 於け る 相場の 變 動を 圖る 目的 あるとき。 

(取引所を 第 S 十二が ノ 四) 

巧、 戰時 •ホ 時に 依つ て 犯罪の 成否に 蘭 係 ある 場合が あるか。 

を •言論 法規 中 「戰 時」 なること を 化 罪の 成立 要件と して 規定して ゐる 場合は ホの 二 
場合 だけで ある* 

ィ 戰時 天災 其 他の 事 巧に 巧して …… 

(ホ 正 刑法 第 百 友おノ S 第 百 五を ノ 四】 

口 本 法は 戰時 じ瞭 して …… 

(言を 化 巧集會 結社 等な 時 取締法 巧' 一條) - • 



-f- 

第 1 


= 九/、 

か 

g' 

巧 お館條 

條 1 

ド- 

f • * ♦ 



巧 論 冥 


化'， 


11^ 馴 脈^. 傅 货地解 …… こ 年な 下の 懲役 •缝 佩义 はこ 千圆な 下の. 剤を . 
同...’ 第 十八 條 …… 一年な 下の 懲役、 禁鋼义 は 千圓从 下の 罰金 
取引所を 第 S.H 1 條ノ W - …… 一 一年な 下の 懲役 义 はお 千剧 な 下の 罰を 
蒋 をな 處剖令 巧 一 r が 十六 號 11,1 十日 未 滿のお 留义は 二十 圆未滿 のみ お. 

.本 剖 則 かな 正則 法 •网法 おを 法、 言論 巧 版 樂會結 化 等 臨時 化締 法は 前述の 如く 大 
東 _ な 戦後 制‘： 一^ 布せられ たる 所謂 新法なる が 特に 刑罰が 重く されて 倉る こと •並闽 
法な を 法には 本 罪の 未遂、 豫備 、陰謀 迄 罰する とされて ゐる ことは 注目すべき である。 

き- 考 

ぶ 刑法 第 百 お條ノ ニ人、 む ヲ惑亂 スル コト ブ 目的 トシ テ 虛僞ノ 事 實ヲ流 ホ シク ル 者 ハ 五 年 W 下ノ 
. な 巧 若 クハ禁 銅义ハ 直千圓 け下ノ 前金 二處ス ‘ 

銀 巧 お金 ノ取付 其 他 經巧上 ノお就 ヲ誘發 スル コト ブ 目的 トシ テ虛僞 ノ審巧 
ヲ 流ホシ タルを ハセ 年 U 下ノ懲 おお クハ禁 銅义ハ 五千间 ドノ 節を 二 處ス • 
ぶ 刑を 巧な 吃おノ ill 戰恃 天災 其 他 ノま變 二際シ 人心 ノ惑 亂义ハ 經がノ 游亂ヲ 誘發ス ヘキ. 胞僞ノ 



ぶ 


ぉ黃冥 




事が ブ 流布 シ タル 巧 ハ ーニ 年な 下ノ 懲役 若 〈禁 銷义ハ S 千剧 な下ノ 机を こ燒 

ス 

^ 刑法 第 百 瓦 お ノの戰 時 天災 其 他 ノ事變 二際シ 暴利 ヲ得ル n トヲ 目的 トシ テ 金 酷が ノ 巧 

要 物を ノ 生産 义ハ 配給‘ ノ 阻害 其他ノ 方法 ユ化リ 酌 巧 經巧ノ 運 巧ブを シク 化 
蓄 スル 度ガ アル 巧爲ヲ 爲シ タル モノ ハ 無期 又 ハ ー年な 上 > 懲役 二處ス . 
前項 ノ詢 ヲ犯シ タル 者 ハ 情が 二 因 リ十萬 固な 下ノ 飼を ヲ併科 スル コト ヲ轉 • 
(後略)' ’ 

国法 保ず 法 第九條 か國卜 通謀 シ义ハ ホ國二 利を ヲ與 フル 目的 ヲ な テ 治 巧 ヲ嘗ス ヘキ 事項 ヲ流 

巧シ タル 者 ハ 無期 义 < 1 年な 上ノ 懲役 二處ス 

同 法 第 十が か 國卜巧 謀 シ义ハ か國二 利益 ヲ與 フル 目的 ヲなテ お 触 お ノが献 、菓要 物を 

ノを產 又 ハ 酷給ソ 阻害 其 ノ他ノ 方法-一依 リ閣巧 経 巧ノ银 行ヲ著 シク 阻害 ス 

ルち アル 巧爲 ヲ爲シ タル 者 ハ 無期 又 ハ ー年な 上ノ殺 役-一 處ス 

前項 ノ罪 ヲ犯シ タル モノ ハ 淸狀二 因 リ十萬 困ぶ 下ノ 前金 プ併科 スル コト ヲ 

得 • 

障 お郝み 第二 十八 倏が 齒ヲ利 スル 爲モニ 記載 シ タル 巧爲 ヲ爲シ タル モノ ハ 巧 刑 二を ス 




巧な 曾 
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一 、 巧ま， おが， がお- 彈藥> 其他軍用ユ供スル場が、 建造物巧他 

ノ物 ヲ娟壞 シ义ハ 使用 スル ♦コト ヲ能ハ サルニ ま ラ シムル コト 

二、 水陸 ノ请路 橘梁ヲ 巧を 又 ハ 巧 塞 シ义ハ 其 ノ他ノ 方法 ヲ W テ •を隊 ，た牠 
ノ巧 巧. ノが蓄 ヲ生セ シムル コト 

一二’ 司令官 軍 除ヲ牽 ヒテず 地 若 夕 〈配 當ノ 地-一就 ヵス 父 ハみ ノ地ヲ お ルル 
3 K 

网 •隊 兵ヲ 解散 シ又 ハザノ 巧を お齡ヲ 誘起 シ义 ハ其ノ 連絡 集を ヲが害 スル 

3 卜 

.ち 兵器 •彈藥 •獲、 被服 其 他 軍用 二 供 スル 物 ブが乏 七 シムル コト 

. 六、 命令 通報 •若 クハ雲 ヲ詐リ 傳へ义 ハ 虛僞ノ か 令 通 雲. クハ報 吿ヲ爲 

一 

ス コト 

- セ •造言飛語 シ义 〈敵前 二が テ 叫 巧 喧噪 スル n 卜 ‘ 

同 法 第 九十 九 條郵時 又 ハ 事 巧 二 おシ軍 ま-一が シ 造言飛語 ヲ爲シ タルを ハ ーニ 年な 下 ノ祭銅 = 

處ス " 

海軍 刑法 第二 十三 おな 巧ヲ利 スル 爲 左- _ 記巧シ タル 行爲 ヲ爲シ タル モノ ハ 死刑 二處ス 


篤 おす 


一、 艦船、 兵器 •巧藥 •ホ 他 ぞ用ュ 供 スル 場 巧 建造物 其 他 ノ物ヲ 巧 巧シ又 

ハ 使用 スル n トヲ能 ハ サルニ 至 ラ シムル コト 

, ir 水陸 ノ遙路 橘 藥括臺 が 觀ヲ相 壞义ハ 巧 廉シ又 ハ 其他ノ 方法 ヲなテ あ 
•船 •軍 お ノ往來 ノが害 ヲ生七 シムル コト - 

. 一二、 指 巧 官其ノ お 船、 軍隊 ヲあキ テ 守 所 •若 ハ お置ノ 場所 二 就 ヵス， 又 ハ 
其ノ 場所 ヲ離 ルル コト 

巧ち 像 •お 兵ヲ 解散 シ父ハ 其 ノ巧走 おお ヲ 誘起 シ又ハ 渡船、 お兵ノ 連が 
集合 ヲ巧害 スル コト 

k •兵器* 嘛藥 、链を •被服が 他 軍用 二 供 スル 物 ヲ缺乏 セ シムル コト 
ム ハ、 命令 適 報、 若ク ハ報吿 ヲ詐リ 傅へ 又 ハ 虛僞ノ 命令 通報 若ク 〈報 吿ヲ爲 
K n 卜- 

セ •造言飛語 シ又ハ 敵前 二め テ 叫 呼 喧噪 スル コト 
綿 輪 馴臟炒 廣^ 饼本法 ハ 載 時-- 際シ 言論 •出版， 集を > 結社 等 ノ 取締 ヲ 滴. 比す フ シメな テす 

巧 秩をヲ 保持 スル コト ヲ 目的 トス 

同を 巧 十 セ 巧 時后ュ が シ迭言 巧 語 ヲ爲シ タル 者 こ 牵な下 ノをお 若 クハ杜 ザ 巧 义ハニ 千 脚 


篇論甘 


i 


no 


な下ノ 罰を ユ處ス • 

同 法 第 十八が 時局 二關シ 人が ヲ惑 おス ヘキ 事項 ヲ流 巧シ タルを ハ ー年な 下 ノ慾役 おクハ 

禁銅义 ハ千圓 仪下ノ 罰-一 處ス 

所 法 第一 二十 一療 取引所 二 於 ケル 相場 ノ 露ヲ圃 ル！ m 的ヲな テ 虛僞ノ 風說ヲ 流が シ •僞 計ヲ 

用 ヒ义ハ 暴行 若ク ハを 迫 ヲ爲シ タル モノ 〈二 年な 下ノ 懲役 义ハ冗 千 闽な下 
ノ 罰金 二處ス 

ル g 處お令 第一 療 左ぶ 號ノ ーニ 藝 スルを ハ ーニ 十日 未 滿ノ藝 又 ハ ニ十 要滿ノ 科料 二處 


十六： 人 ヲ誰惑 セ シム ヘキ 流言を 說又ハ 虚報 ヲ爲シ タル 考 



おを 式 株 巧 出 本日 町 巧 淡 苗 巧が せを 巧 元 お E 


(四千が) 


@ 價 _ 曲 二十な 


ま を 


> つ t と す！！！ #» 

を 元末吉 


、 大お巧 おを お 稻巧町 ニノ 九 一二 五 

巧 脚 巧 ホげ 雅肴 

大巧 巧 南 區巧巧 セ/一九 
巧 巧を 前 田 勘 ホ 


大阪市 南 酉 巧 巧 七 ノー ホ 


進 堂 

おを 大阪 一二 巧 セニを — 
巧 話 お 場 一九 九九 ホ 
を 貝 ホが 一二 八 0 六 六 ホ 



